
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●前回までのあらすじ




　あらゆる競争を裏の遊戯ゲームで解決するようになった新時代。

　かつて裏世界で絶対不敗の強者として恐れられた伝説の遊戯者プレイヤー、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは戦いの日々に疲れ、日常を求めて私立獅し子し王おう学がく園えんに入学、妹の可か憐れんとの再会を果たす。

　だが、獅子王学園はあらゆる物、権利、尊厳すら賭ける実力至上主義の学まなび舎やだった。

　生徒会役員達の牙が可憐に向いたことをきっかけに、紅蓮は生徒会を相手取った遊戯を仕掛け、勝利。仲間達を新生徒会役員に据え、事実上、学園の頂点に君臨する。

　平穏な日々を取り戻したかに見えたがそれも束つかの間ま、クオリアシステムを賭けた全世界の遊戯者養成校の対抗戦──《獣王遊戯祭ベステイア》が始まってしまう。

　紅蓮達はその選抜メンバーを決めるべく、獅子王レジャーランドで、夏を満喫しながらも腕を競っていた。

　が、その最中、ロシアからやってきた工作員、闇の遊戯者・クラウンが乱入。

　可憐の決死の遊戯でクラウンを退けることに成功するも、海外勢の魔の手を実感する、紅蓮達。

　選抜戦は上位四名、砕城紅蓮、可憐、白しろ王おう子じ朝あさ人と、フラヴィア・デル・テスタ、そして負傷した姉・水みず葉はになりすまして同行するリザーバー、御み嶽たけ原ばら静しず火かの五人に決着する。

　そして彼らは《獣王遊戯祭》決戦の地、アルセフィア王国へ旅立つ。

　そこで出会った町娘ユーリ。だがその正体は《獣王遊戯祭》の黒幕・獅子王創はじ芽めと裏取引を交わしたアルセフィア王国第四王女、ユーリエル・アルセフィアその人だった。

　彼女から聞かされた《獣王遊戯祭》の内容とは、アルセフィア王立学園を舞台に、米国、中国、ロシア、ヴァチカン、欧州連合、そして日本の六ヶ国が覇を競うというものだった。

　勝利条件は各国のパートナー、第一区画から第六区画までを治める総督──

　王位継承権を持つ、六人の王子、王女を勝利へ導き、玉座へ導くこと。即すなわち王位継承の代理戦争、一国の去就すべてを遊戯に賭ける闇の戦い、《黒の採決ブラツクバウト》の再現だった。

「──この国も……この私、ユーリエルも。すべてを貴方あなたに差し上げます」

　勝利と自由のためならばすべてを捧ささげる。愛する弟、遊戯者としての誇り、そして強者にすべてを差し出しわが身の安寧を買おうとする売国の姫、その身柄に至るまで。




　なり振り構わぬ賭け代を差し出され、すべての鍵を握る砕城紅蓮の選択は──？





●支配者の資格




　それは砕さい城じよう紅ぐ蓮れんとユーリエル・アルセフィアの出会いより、三年前の出来事。




『ご来場の皆様、御覧ください！　今ここに日ア双方の未来を担う二人の神童が手を取り合い、両国の栄光、未み来らい永えい劫ごうの発展を約束しています！』




　日本の有名司会者らしい男が大げさな手ぶりでそう告げると、盛大な拍手が起きた。

　ＡＩにより同時に多言語に翻訳された言葉、その内容を、参加していたアルセフィアの役人や企業関係者は大いなる希望をもって聞いていたことだろう。

　アルセフィア王国、王都、中央文化ホール。

　海外の要人を招いて楽団の演奏を楽しめる施設だが、今、壇上でスポットライトを浴びているのは、指揮者や楽器などではなかった。

　──少年だ。

　眩まばゆく輝きを放つ、二人の少年。

　片方は、朝あさ陽ひの如ごとき金色の髪を上品にまとめた、コーカソイドの少年。

　片方は、朧おぼろ月づきの如き銀色の髪を気高く靡なびかせた、日本人の少年。

　日本とアルセフィア。両国でそれぞれ天才と謳うたわれた、若き天才が一堂に会している。

　国交を深めるべく催されたこの式典にふさわしく、二人はその手を強く握り合い、詰めかけた報道陣に対してにこやかに微笑ほほえんでいた。

『本当に奇跡のような日です。アルセフィア王国第一王子、カールス・アルセフィア殿下。弱冠17歳にしてすでにおよそ百に及ぶ国策事業を立ち上げ、成功に導き、巨万の富を生み出す時代の寵ちよう児じ。ゆくゆくは世界経済を先導していくリーダーとなるのではないか──そう噂うわさされていますが……？』

『世界のリーダー達は英雄譚たんがお好きだ。彼らはすぐにアーサー王を創つくろうとする』

　マイクを向けられた少年、カールス・アルセフィアは冗談まじりの笑みで答えた。

　皮肉の効いたジョークに、会場が笑いで沸き立つ。

『私はただ民の豊かな暮らしのため、ひたむきに努力してきたに過ぎません』

『なるほど。まさに王族の鑑かがみですね！　次期国王との呼び声も高いですが──』

『そのような発想、持ったこともありません。王とは民に求められるままになるもの。私の意思とは関係なく、その未来は、来たるべき時、おのずと訪れるでしょう』

『まさしく王の器ですね！　カールス殿下、ありがとうございました』




「兄様、すごいですね。ね、母様」

「……ええ、そうね」

　盛大な拍手を浴びて手を振る王子の姿を見て、キラキラと目を輝かせる少女がいた。

　吹き抜けになった会場の、バルコニー席。

　王族関係者のみが通されるこの場所で、日本食とアルセフィア食を合わせた特別な料理が並ぶテーブルで薔ば薇らのエキスに浸した寿す司しを食べながら隣席の母親の袖を引く少女。

　まだ十二、十三といった年頃の彼女は第四王女ユーリエル・アルセフィア。

　カールスの妹である彼女は、兄に向けられる賛辞のすべてが誇らしいと言わんばかりだ。

　ところがユーリエルの母親──まだ４歳になる弟、ユリウスを寝かしつけるように抱えていた彼女の横顔はどこか浮かない。

「……？　どうかしましたか、母様？　抱っこ、代わりましょうか？」

「え？　ああ、違うのよ。……ふふっ」

　ユリウスが重いのだと勘違いする娘の優しさに、母親は思わず笑ってしまう。

　そしてユーリエルの頭を優しく撫なでながら。

「貴女あなたは優しいわね。いつまでも、そんな風に優しいユーリでいてね」

「もちろんです。人に優しく、大らかな心で。人を愛し、民を愛してこその王族──母様に教えられたこと、ちゃんと憶おぼえてますから！」

「偉いわ。……本当に。貴女だけが、この国の希望ね」

「希望？　それは、兄様のことでは？」

「…………」

　純粋な気持ちで疑問を口にし、首を傾かしげるユーリエル。そのあどけない顔を見て、つらそうに顔をしかめながら母親はふたたび眼下の壇上に目を向けた。




　カールスの紹介を終えた司会者は、次にもう一人の少年──銀色の少年にマイクを向けた。

『さて、お次は日本の元財閥、現在も世界に絶大な影響力を誇る白しろ王おう子じグループの御曹司。文学、芸術、音楽、科学、医学、あらゆる分野を極めた神童──白王子透とう夜や様。こちらも15歳という若さで国内外の文学賞、絵画やピアノのコンクールを総なめにし、さらには新たな技術革新の可能性を秘めた論文を発表。天才という陳腐な表現でしか言い表せない、まさに神に愛された子！　どうですか、本日の催しは……？』

『素敵な国にお誘いいただけて、とても光栄です』

　笑みとともに、短く、常識的に返答する。

　日本人は礼節を尊ぶ民族だと聞いていた通りだ、とユーリエルは好ましく感じた。

『アルセフィア王国の有力企業も、透夜様の提唱した理論を応用したＡＩを研究中とのことですが、そういった動きについてどうお考えですか？』

『リアルタイムに国民感情をモニタリングする民意反映システム、のことですね』

『はい。てっきり代議制民主主義の各国での導入が先かと思いましたが……』

『…………。くっ。はは！』

　司会者の言葉に白しろ王おう子じ透とう夜やは可お笑かしそうに肩を揺らした。

　丁寧に言葉を紡いでいた態度にいささかの変化が生じたのを感じて、司会者は困惑の表情を浮かべる。

『……？　え、えーっと？』

『いえ、失礼。代議制民主主義国家ではなかなか浸透しないと考えていたもので。世間ではそのように期待されていたのかと、ギャップを感じただけですよ』

『そうなのですか？　民意をリアルタイムに観測できれば、選挙の瞬間だけでなく、政策のひとつひとつに対してより正確なジャッジができるのでは？』

『正確なジャッジを望まない勢力もある。そういうことです』

『なるほど……？』

『しかしそういう意味で、アルセフィア王国はなかなかに面白い国です。王政でありながら、このシステムをどう利用するのか？　小耳に挟んだところ【遊戯ゲーム】とやらに応用するらしいですが。──退屈を癒いやしてくれる、新しい何かであることを期待しています』




「……！」

　ユーリエルは、何か冷たいものを感じて背筋を震わせた。

　最後の台詞せりふを口にした瞬間、紳士的だった透夜の表情が邪悪に歪ゆがんだように見えたのだ。

　気のせい、じゃない。

　何な故ぜなら、まぶたの裏にしっかり焼きついているから。

　きっと他の人間は誰も気づかなかっただろう。

　瞬間記憶能力──。

　物心ついたときから付き合い続けている彼女の異能だけが、透夜の見せた、一瞬の闇を見逃さなかった。




『──さて、皆様！　お待たせいたしました！』

　ひととおりカールスと透夜の紹介を終えた後、司会者の男性は高らかに声を張った。

『本日のメインイベント！　カールス殿下、透夜様。二人の天才の天才たる姿を、とくと見せつけていただきます!!　──ゲストの方々、カモン!!」

　派手にスモークが焚たかれ、楽団の奏でる曲が転調しテンポを上げていく。

　会場が沸く中、壇上に新たに二人の男が入場する。

　片方は灰色のスーツを着た髭ひげの欧州人、もう片方は和装に身を包んだ眼鏡の日本人。

　その登場で、観客の興奮が最高潮に達たつする。

　無理もない。その二人はカールスと透とう夜やに並び立つ、否、彼らよりも遥はるかに著名な人物なのだから。

『紹介しましょう！　チェスの頂点に君臨せしグランドマスター、シモン・ホワイト！』

　──ワアアアアア!!

　歓声に包まれながら長身の欧州人がにこやかに手を振る。

『続きまして、日本の将棋界で数々の記録を打ち立てた棋聖、久く瀬ぜ晴はる崇たか!!』

　──ウオオオオオ!!

　熱烈な声を浴びながら和装の日本人が知的な笑みを浮かべ礼儀正しく一礼する。

　欧州と、日本。

　双方の伝統遊戯ゲームの頂点に君臨する、いわば表の遊戯の最強格。

　そんな正史に名を刻むことが許された伝説と、次代を担う神童たちの邂かい逅こうに、人々が何を期待するのかはあまりに明白だった。

　二人の伝説の登場に合わせステージ上にせり上がってきたのは、チェスボードと将棋盤。

　当然と言えば当然なそれらの姿に、透夜はほうと息を吐く。

『なるほど。事前に何の説明もありませんでしたが……。僕らに、これをやれと』

『その通りでございます!!　事前説明がなく申し訳ありません!!　ですが、お二方には、是非、まっさらな状態でこの催しに挑んでいただきたかった……すなわち!!』

　司会者が太陽を信仰する宗教家のように両手を天に掲げた。

　それに合わせて、ドン、ドン、と重い効果音が二つ連なり、二つの文字列がＡＲにより宙に投影される。




　白しろ王おう子じ透夜　ＶＳ　グランドマスター・シモン・ホワイト

　カールス・アルセフィア　ＶＳ　棋聖・久瀬晴崇




　その文字列が示す事実、その荒唐無稽さに、招待客の誰もが絶句した。

　主催者サイドの意図を誤解しようもない。

　チェスと、将棋。それぞれの頂点を極めた者と勝負せよ──。

　日本人の透夜は欧州遊戯文化の象徴、チェスで。

　アルセフィア人のカールスは日本遊戯文化の象徴、将棋で。

　それぞれ対決し、己が天才たる証明をしてみせろ。

　あまりにも無む茶ちや、無謀極まる挑戦。

　しのぎを削るプロでさえ、彼らには土をつけられなかったというのに。

　いくら天才とはいえ、透夜とカールスの二人は──……。




『尚なお、事前に調査済みですが、透とう夜や様はチェスの経験が、カールス殿下は将棋の経験が、それぞれ皆無!!　このエキジビションマッチにて初挑戦となります!!』




　──完全未経験者ドシロウト。

　本来、そんな人間をその道の第一人者と対たい峙じさせるなど、冒ぼう涜とくの極みだ。

　もちろん透夜とカールスならば、天才の二人ならば、勝利とまではいかないまでも世間をあっと言わせる善戦が可能だろうと主催サイドは読んでいる。だからこその催し。

　神童たちの天才性をアピールしつつ、ゲストである一流の頭脳競技者たちの格も落とさず。そんなバランスでイベントが進行することを大人は期待していたはずだ。

　しかし──。




『戦場を盤面に再現したゲーム。……フフ、なるほど、面白い。貴族──日本では公く家げと呼ばれていたんだったかな？　彼ら高貴な者の間にも流は行やった遊びと聞く。……とても、興味深いね』

『王たる資質を示せ、ですか。──かしこまりました。では、僕は僕なりのやり方で』




　カールスと透夜。二人の神童に臆する気配はなく、平常心のままコマを握る。

　その姿に良い気のしないシモンと久く瀬ぜは、闘志みなぎる眼まな差ざしで神童たちを見つめた。

（一朝一夕の世界ではないこと、知らしめてやるとしましょう）

（神童だか何だか知らんが、チェス界の威信にかけて。この勝負、勝たせてもらうよ）




『さあ、日ア交流記念、エキジビションマッチ。いよいよスタァ──────ット!!』




　そして──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────…………………………………………。




　それから行われた蹂じゆう躙りんは、誰にとっても予想外で、しかし誰もが心の片隅で思い描いていた光景だった。




『どうされましたか、棋聖？　私の指した金将が、それほど不可解ですか？』

『……ぐっ。うぅ……!!』

『一見無意味に見える手が七手後に有効な一打だった。あの記憶が、今の貴方あなたの手を迷わせている。──といったところかな？』

『……静かに、してくれないか。対局中に、相手を挑発する行為はマナー違反だ……！』

『失敬。なにぶん将棋は今日が初めてなもので。ルールを把握しきれていなかったよ』

　棋聖・久く瀬ぜ晴はる崇たかとカールスの勝負は火を見るよりも明らかだった。

　棋聖の防御も見事だが、見る者が見れば、もはや勝ち筋などないとわかるはずだ。

　それでも棋聖が投了を宣言しないのは、ひとえに目の前の初心者に敗れる事実を受け入れられないがため。

　普段、高潔な精神を尊ぶ棋士がこのような無様を晒さらすことは滅めつ多たにない。しかし、この盤面に追い込まれるまでの間、執しつ拗ように浴びせられた『負の話術』は、将棋の王から冷静な思考と健全な精神を奪い去っていた。

　もちろん通常の将棋において、『言葉』や『ハッタリ』のたぐいで相手の意識を逸そらすことは認められていない。ゆえにこの敗北は棋聖にとって正式な敗北などではあり得ない。

　だが、しかし──……。

　それを差し引いたとしても、このような無様な盤面を作り、初心者に敗北したとあれば。

　彼の将棋生命に大きな傷を残すことになる。

『ぐ、ぐううううう……!!』

　歯を噛かみ、脂汗を流し、次の一手を思考する棋聖。

　そして、その隣──……。




『何な故ぜ……何故だ……。何故……』

　グランドマスター・シモン・ホワイトが、異形を見る目で、目の前の白髪の少年に問う。

『何故──俺を殺そうとしない!?』

『…………』

　問いに対して、白しろ王おう子じ透とう夜やから返答はない。沈黙したまま金色に輝く瞳で盤面を見つめている。

　非常識極まる、地獄めいた盤面を。

　透夜がビショップ、ナイト、ルーク等、主要な手駒のほとんどを残しているのに対し。

　シモンは主力をほぼ失い、数少ないナイトとポーンで急場をしのぐのみ。

　序盤の展開こそルールに不慣れな透夜が早々にクイーンを取られるなど、一方的に追い詰められていたが、一手指すごとに読みの鋭さが増していき、今では完全に逆転している。

　圧倒的な戦力差。グランドマスターにとっては絶望的な状況。

　だが、異常の本質はそこではない。

『ここまでに詰みにできた局面はいくらでもあったはずだ!!　何故、チェックメイトに向かおうとしない!?』

　そう。本来、ここまでの圧倒的な差が生じる前にゲームは終了しているはずなのだ。

　初心者ゆえの無駄な打ち筋か？　──否、もしも何の変哲もない初心者であれば、シモンを相手にまともな勝負すらできるはずがない。

　もちろん最初に司会者が紹介したように白しろ王おう子じ透とう夜やにチェスの経験はなかった。

　だが彼は簡単なルール説明から即座にゲームの本質を理解し、最適解に辿たどり着ついた。

　神童たる所以ゆえん。支配者の格を証明するように。

　それは、白王子透夜が、他のあらゆる分野でしてきたことの再現。

　科学の、文芸の、絵画の、音楽の──さまざまな才能の持ち主を蹂じゆう躙りんし、それひとつの道を究めた者の矜きよう持じを完膚なきまでに粉砕してきた少年は、興奮を秘めた目で言う。

『何な故ぜ、か。難しい問いだ。──何せ、この俺にも初めての経験なのだから』

『……ッ!?』

　口調とともにテクスチャを剥はがすように雰囲気を変えた透夜の貌かお、それを目の当たりにしたシモン・ホワイトは生唾を飲まざるを得なかった。そうしなければ恐怖を抑えられなかった。

『……永えい劫ごうにも思えた渇き、退屈の正体。ようやく掴つかめた──……』

　愉悦を含んだ笑み。大自然の狩猟者の如ごとき、金色の瞳。彼の全身から溢あふれ出でる獣のオーラを感じたとき、シモンは己がパンドラの箱を開けてしまった事実にようやく気がついた。

『ふ、はは……』

　たとえば、大人の対応でつまらない接待プレイをしていれば。

　あるいは、透夜が順応する前に決着をつけてしまっていれば。

　──眠れる獅し子しは眠ったままだったろうに。

『今、理解した。俺は、これを……、遊戯ゲームこそを……、求めていたのだと』

　シルク・ドゥ・ソレイユめいた絶妙さ、針の穴を通すような低確率の不幸により、シモンは世界一危険な獣を目覚めさせてしまったのだ。




『俺を全力で狩ろうと息巻く人間を、骨も残らず喰くい殺す。

　敗北の予感に怯おびえ、勝利の確信に高揚し、戦果を得て恍こう惚こつに至る。

　──嗚あ呼あ、これが潤いというものか』




　そうして透夜はナイトに手をかけ、残酷な一手を打つ。

　シモンの駒をひとつ残らず駆逐するための無駄な一手、しかし敵の心を完膚なきに叩たたき折る上ではこれ以上なく効率的な一手を。




　兄・カールスと白王子透夜、二人の神童の異なる対局は、それぞれ異なる才覚と悪辣な本性を露あらわにしながら決着へと向かっていた。

　巧みな話術をもって名将を愚将に貶おとしめる、カールス・アルセフィア。

　己が傷つくことも厭いとわず非効率的な手順で尊厳ごと敵を蹂じゆう躙りんする、白しろ王おう子じ透とう夜や。

　そんな二人の天才の所業を眺めていたユーリエルは、妙な寒気を感じて震えていた。

　このうすら寒さに気づいた者は、今ここに、どれだけいるか？

　棋聖とグランドマスター。その道の第一人者と戦いながら、カールスと透夜は、二人ともが敵のことを見ていなかった。取るに足らない路ろ傍ぼうの石としか認識していなかった。

　では、二人の視線はどこへ向いていたかというと。

　お互い、同士。

　透夜はカールスを。カールスは透夜を。

　お前はどうやってその弱者を踏み潰すのだ？　お前はどれだけの器を見せつけるのだ？

　不可視の問答が両者間を飛び交っているのが、ユーリエルにだけは認識できた。

（カールス兄様……王位継承、筆頭候補……やっぱり──……）

　自分とは違う。そう、思ってしまう。

　支配者に資格というものがあるのだとすれば、それを備えているのは間違いなく透夜やカールスだ。どれだけえげつない手段を使おうと、野生をまとっていようと。民は強き者、勝利し富をもたらしてくれる王についていくだろう。
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（兄様はやっぱりすごい。私もせめて、王宮の邪魔にならないように、頑張らないと）

　このときのユーリエルは二人の天才に気け圧おされながらも、まだ明るい未来を思い描いていた。

　知る由もなかったのだ。

　兄様と慕っていたカールスに裏切られるなどと。

　隣にいる母と、その腕の中で眠る弟もろとも、地獄の底に突き落とされる未来が訪れるなどと。





　　　　＊






「王位継承戦、最有力候補はやはりＡクラス。──カールス」

　三年前の光景を思い出し、現在のユーリエル・アルセフィアは強く拳を握り締めた。

　裏世界で《黒の採決ブラツクバウト》を戦い、遊戯ゲームの経験を積んだ今になっても、あの日見た兄の才能を恐れずにはいられない。正面から遊戯でぶつかったとき、自分は果たして勝てるのか？

　カールスだけじゃない。裏世界に跋ばつ扈こする、魑ち魅み魍もう魎りようの遊戯者プレイヤーたちを前に、自分の力はどこまで通用するのか？

「不安。だけど、大丈夫。そのために、私は──」

　悪魔のごときモノと契約して最強の手札を招き入れた。

　五年間の不敗、絶対勝利のチケット、裏社会最強の男。それが国の未来と王族の誇りと、自分達を信じてくれた国民の期待、愛情、すべてを売って手に入れたカード。

　万象を見透かし、盤上を支配する存在。この遊戯がすべてを決める世界において、彼は絶対の軍事力を誇る君主となって、自分では考えられない統治を実現するだろう。

　逃げられる。王族の運命から。病弱な弟と共に、平和で安全な世界へ──




　──願いは叶かなう。祈りは伝わり、神は我が手に在る。




「信用していいのですよね？　……紅ぐ蓮れん」

　そうつぶやく王女の吐息はどこか掠かすれていて、仄ほのかな不安を隠せずにいた。





●異国の地、見慣れた風景




（……気候が違う国に来ると、いつもながら勝手が違うな）

　薄ぼんやりとした意識の中で、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんはそう思いながらシーツに溺れる。

　柔らかく温かな、人肌に温ぬくもった心地よさ。いつもならこのまま二度寝するところだが、そうもいかない。鼻をくすぐる微かすかな薔ば薇らの香り、塩分を含んだ潮風。

　それはこの部屋がいつもの獅し子し王おう学がく園えんＦランク寮ではない、遠い異国の地であることを実感させる。

　タチの悪い暴力団から根こそぎ奪いとったばかりのスイートルーム、だが。

（……朝一番に見るには、気が滅め入いる。この内装……）

　トラの毛皮が敷いてある床、人をブン殴る以外用途がわからないゴツい灰皿が置かれたテーブル、サイドボードには古こ今こん東とう西ざいの洋酒と葉巻、天井は金ぴかのシャンデリア。

（ヤクザの事務所じゃないんだぞ。……すぐにでも全面改装だな、こりゃ）

　元の所有者がそのまま、暴力団だったのだから当たり前とも言える。

　せめてもの抵抗に、とバックヤードに保管されていた『平成レトロ』と称される時代のゲーム機を引っ張り出そうとしたとき──

「……くー……」

　聞き慣れない寝息が、耳元にそよぐ。

　伸ばした腕が微妙に痺しびれているのを感じる。二の腕の筋肉を枕にして横たわる白金の髪、ギギギと首を傾けてそちらを見た瞬間、目に入ってくる外国人の貌かお──。

「……ユーリエル……おい、ユーリ！　おい、起きろ！　何してるんだ、お前!?」

「ふわぁ……。おはよう、ございます……。起きたのですね、紅蓮」

「おはようございます、じゃない。せっかくセキュリティを強化したばかりだってのに、何でまた俺のベッドで寝てるんだ。そんなサービスを契約に入れた覚えはないぞ？」

　昨日の夜、ホテル最上階の薔薇園、アルセフィア第六区画総督府で交わされた話。

　遊戯者プレイヤー養成校世界戦──《獣王遊戯祭ベステイア》にユーリエル・アルセフィアが勝利した場合、アルセフィア王国の領土、国民を含めたすべての資産を獅子王学園と勝利に最も貢献した遊戯者に無償で譲渡するという、世界を導くシステムに刻まれた売国契約。

　それを軸にすべてを差し出すと身を投げ出してきた少女が、今、紅蓮のベッドにいる。

（……昨日は、ええと……いつ、寝たんだったか？）

　詳しい条件を詰めるため、可か憐れんを交えて深夜まで話し合った。

　とはいえ《獣王遊戯祭》の具体的な進行や遊戯ゲーム種目が明らかになっていない今では限界があり、時計の針が３時を過ぎたあたりでお開きとなり、各自ベッドに入ったのだが。

　ベッドのシーツで繭のようにくるまれたお姫様と同どう衾きんした覚えは、まるでない。

「わ、私だってそのようなハレンチな事などしていません！　私がこうしているのは……あ、貴方あなたに……紅ぐ蓮れんに引っ張り込まれたからですっ！　うう……っ、恥ずかしい……！」

　ぽすっと毛布を引っ張り、顔を覆ってしまうユーリ。

「はあ？　俺がお前を引っ張り込んだって……マジか？」

「引っ張りました！　わ、私は、朝ごはんを……。朝食の支度ができたのでお呼びしようとお部屋を訪たずねたところ、貴方しかいなかったので……こう、シーツを……」

　めくろうと引っ張ったところ、まだ眠かった紅蓮に反射的に引っ張られ。

「そのまま不思議な寝技に搦からめ捕られて関節をロックされて、抱きしめられてっ……！　けどそれ以上何もされなくて、ほっとしたら……ついつい眠くなってしまい……」

「現在に至る、と。……そういうこともあるか？　う～む……」

　正直、自分の行動に自信が持てない。

　億年スイッチの乱用でロシアの刺客、クラウンを倒し、ほぼ間髪入れずに飛行機に乗り、アルセフィア王国に到着して麻雀マージヤン勝負。

　かなりのハードスケジュールと言えるだろう。酷使された脳は休息を求め、それを妨げようとしたユーリを外敵と判断し、自動的に拘束した可能性もゼロではない。

「……だとしたらすまなかったな。ほら、唇の端、よだれ出てるぞ。拭いてやろうか」

「っ……！」

　唇の端にこぼれたものをタオルで軽く拭き取ってやる。

　涙目でベッドに横座りしながらシーツにくるまってこちらを見上げる彼女を見ていると、若干の罪悪感が湧く。一般的に考えて、ほぼ性犯罪ではないか。

（俺としたことが。いくら無意識とはいえ、これじゃあ上の立場を利用したパワハラだ）

　何もかも投げ出して、自分にすがってきた相手だ。

　それを朝っぱらからベッドに引き込み抱きすくめ、あげく抱きまくらがわりに寝るとは我ながら何がしたいのかわからない鬼畜の所業である。訴えられたら負ける。

「しかし朝あさ人とのヤツはいなかったんだな？　あいつ俺と同室のはずだが……」

「そういえば、先程ドアが開く音がしました。部屋の中を見渡してから、すぐ廊下へ戻る気配がしたので……一度戻ってから、また出ていったのかもしれません」

「は？　……待て待て待て。あいつのことだ、それはつまり」

　ベッドから視線を外し、周囲を見渡す。

　ヤクザの事務所まがいなスイートルーム。紅蓮が眠っていた寝室、共用のリビングと、別に朝人が眠る寝室が分けてある。軽くノックして覗のぞいてみると、

「おい、朝人。……いないのか？」

　悪趣味な部屋は変わらない、だがラブホテルじみた趣味の悪いピンクのシーツは清潔で飾り気のない白に交換し、悪趣味な調度品はホテルマンに命じて外させてある。

　物が減っただけでグッと簡素になったセンスの良さに──

「……ちょっと悔しいな。おしゃれセンスのあるヤツだ……！」

　遊戯ゲームでは負ける方が難しいが、この気取らないクールっぽさでは勝てる気がしない。

　リフォーム後でのリベンジを誓いつつ部屋を眺めると、ベッドに寝ていた痕跡が見え、丁寧に畳まれたシーツの上に、新品のジャージとランニングスーツが用意されていた。

　サイズは朝あさ人とのものより一回り大きい、これはつまり……。

（早朝ランニングの趣味でもあったのか。で、このシューズ類はサイズを考えると、朝人のものというより、どちらかといえば……『俺』のために？）

　誘うつもりだったのか。だが、眠そうだったので声をかけずにそのまま出た。

　そして入れ違いにユーリが現れ、紅ぐ蓮れんが巻き込み強制添い寝。

　さらにその後朝人が戻り、その光景を発見して──……。

「……やばい。起きろ、ユーリ！　ベッドから出るんだ、急げ！」

「え？　は、はい！　わかりました……。あの、何を慌てているのですか？」

「あいつのことだ。ドアを開けて、状況を確認して、もう一度出て、それから……」

　説明する時間も惜しい。朝人がその足で女子の部屋に向かい、ドアをノック。

　起きているか、あるいは寝ぼけ眼まなこの『彼女』に事態を報告、緊急出撃が発生するまで。

「あと２分だ！　ほら、出ろって。……急げ！」

「そ、そんな。いきなりっ……引っ張らないでください。きゃあっ!?」

　手を伸ばしてベッドの彼女を引き起こそうとする。その時、身にまとっていたシーツがはだけ、彼女の姿が露あらわになった。紺色のブレザー生地、短めのスカート丈が特徴的な。

「お前、その制服……!?」

「お兄様。お兄様!?　失礼いたします。お兄様!!」

　コンコン。ガンガン。……ガチャン!!

　慎つつましいノックからマジ殴り、叩たたきつけるようなドア・オープンまでおよそ30秒。

　きっちりと朝の支度を整えた私服姿の娘がセキュリティキーを使用してドアを開くと、ぷんすかと頬を膨らませて侵入してくる。愛らしい侵入者に対し、紅蓮は。

「……よ、よお、可か憐れん。おはよう……」

「おはよう、ではありません！　あの監視……いえ。護衛を命じた朝人さんからの報告によれば、お兄様がユーリエルさんと同どう衾きんしていたとか。事実ですか？」

「ど、どうだろうな。朝早いし、きっと寝ぼけてたんじゃないか？」

「証拠写真はこちらに届いております。観念なさいませ、お兄様」

「……知ってるならわざわざカマかけから入るんじゃない！　すまん、俺が悪かった！」

　メッセージアプリに送られてきたベッドの画像を見せつける可憐に、紅蓮は迷わず手を合わせ、拝むように頭を下げる。これはさすがに、言い逃れようがなく……。

「……あの。お怒りに、ならないでください。私は……平気、ですので」

　ベッドのシーツをぱさりとはだけ、売国の姫はそっと身を起こしながら。

「驚きましたし……。乱暴にされて、怖かった、ですけど……。この身を売る契約がある以上、私に拒む権利などありません。だから……紅ぐ蓮れんを、責めないでください」

「な、なんですか、その昭和の乙女チックな『耐える女』アピールは!?　くっ……。い、今までにないタイプですね。恐ろしい姫……！」

「落ち着け、可か憐れん。白しろ眼めを剥むいてまで言うことか。……本当にすまない、寝ぼけてたんだ。何せレジャーランドを出てから遊戯ゲーム続きだったし、脳みそがそうとう疲れてたんだな」

　コントじみた顔芸を披露する妹・可憐に対し、紅蓮は真摯に謝罪する。その真剣な声音が伝わったのか、彼女は少しむくれながらも、アプリの画像をさっと消した。

「……もう。お兄様がそう言うのでは、怒れないではありませんか」

「すまないな、可憐。感謝する。……とりあえず朝飯にしたいところだが、その前に」

　ちらりと紅蓮は、ベッドに座ったままのユーリを見る。

　短いスカートから覗のぞく麗しい太ふと腿もも。兄妹きようだい喧げん嘩かをはらはらと見上げていた少女を包む服、それは見慣れた、否いや応おうなしに見慣れてしまった、とある学校の制服で──。

「獅し子し王おう学がく園えんの制服なんか、なんで今さら着てるんだ？」

　私立獅子王学園。今夏休み期間のただ中にあり、紅蓮たちが籍を置く遊戯者プレイヤー養成校。

[image: ]

　いささか寝乱れていたものの、ユーリエル・アルセフィアのまとう服は、確かにそれで。

「……はい。それは……」





　　　　＊






　数分後。

　フジヤマ・ゲイシャ・テンプラ・サムラーイ・ｗｉｔｈスキヤキホテル、朝食エリア。




　先日、三億ドルを賭けた麻雀マージヤン勝負に敗れ、経営権を握っていた日本ヤクザが駆逐され、通常営業を停止。ＡＩによる調理・配膳ドローンが行き交うレストランは、紅ぐ蓮れんを中心とするグループだけの貸し切りとなり、レストランは寒々しいほど広く空っぽのままだ。

　本来ならビュッフェスタイルの料理が供されるはずの大テーブルには、現地のおばさんが作ったらしい干しダラのトマトスープの大鍋と焼きたてパン、果物にグリーンサラダといった簡素な朝食のみが並び、めいめいがそれを適当にとりわけて座っている。

　砕さい城じよう紅蓮、可か憐れん、白しろ王おう子じ朝あさ人と、御み嶽たけ原ばら『水みず葉は』、フラヴィア・デル・テスタ……そしてユーリエル・アルセフィア。その中で、最初に声を発したのは──。

「短期留学!?　……このアルセフィア、現地の学校に通えと言うのか!?」

「『水葉』クンの言う通り。諸君らには短期留学という名目で一般生に混じって王国内の遊戯者プレイヤー教育校に通い、同じく留学中の各国の遊戯者と覇を競ってもらう』

　不満げに声を荒らげる少女の前、テーブルの真ん中にぽつんと置かれたＡＲモニタ。

　クオリアシステムにより製作されたらしい、無駄にきめ細かい肌質やまつ毛の長さまで見える高解像度で、湯気をたてる紅茶のカップを傾けるひとりの男。

『期間は夏休み中、つまり一か月を想定しているが──まあ、延びる分には問題ないヨ。こちらの雑務はＡＩに委任、その間Ｓランクの挑戦権は凍結することになるけどネ』

　獅し子し王おう学がく園えん理事長──獅子王創はじ芽めは、時差を感じさせぬ余裕で言った。

「勝手なことを……。せっかくの夏休みだってのに、結局学校に通うのか」

『そんなこと言って、実はウキウキじゃないのかネ、紅蓮クン？　学校、好きだろう？』

「好きだが、俺が好きなのはあくまで『普通』の学校だ。どうせ教室のドアを開けた瞬間、奴隷にされた全裸の女が尻を出してお出迎えとかある学校だろ、アンタ絡みなら」

「……いける！」

「ガッツポするな、いけなくていい、黙ってろ」

　ちょっと目を輝かせる『水葉』──負傷した姉の代理としてこの場にいる、御嶽原静しず火かを黙らせつつ、紅蓮がモニタを眺める。すると、

『やれやれ、信用がないネ。そのあたりは君のお眼鏡に適かなうと思うヨ？　遊戯ゲーム教育校とはいえ、《獣王遊戯祭ベステイア》絡み以外のアルセフィア王立学園は、かなり一般寄りだ』

「……そうなのか？」

　答えを求めるように、紅ぐ蓮れんは沈黙を続ける王女に視線を向ける。

　彼女が何か口にしようと顔を上げた時、出鼻をくじくように理事長が割り込んだ。

『ままま、焦ることはないんじゃないかネ？　詳しいルール説明は登校の後、同じく短期留学名目でやってくる《獣王遊戯祭》参加者全員に紹介されることになっている』

「学園のルール……。つまり、遊戯ゲーム教育校としての、王立学園のルールも。ですか？」

『そういうことだよ、可か憐れんクン。登校初日の今日はルール説明兼オリエンテーションだ。他の参加校に説明する前に開示してしまっては、平等性が失われてしまうだろう？』




　ＡＲモニタが切り変わる。理事長が消えた画面には、６つの『駒』が表示された。

　チェスで言う『兵士ポーン』に似た素っ気ない形の駒。それぞれに国旗のマークをつけた手がそれをつまみ、地平線まで続く果てしない盤面にピシリピシリと打ち、進んでいく。




『とはいえ、クオリアの許諾がある《獣王遊戯祭》その基本ルールのみ開示しよう。

　遊戯名は《アルセフィア王国　次期国王選挙》。その名の通り王位継承権を持つ６人の王子王女、それぞれと各国の遊戯者プレイヤーチームとが組み、勝利を目指すというものサ』




　王子達はそれぞれ王国の領土を六分割。第一区画から第六区画までを治める総督であり、互いに未来の玉座を狙って激しく対立するさまを示しながら、理事長の説明は続いた。




『第一王子カールス、同盟国はアメリカ。第一王女リングネス、同盟国は中国。

　第三王女ヌグネ、同盟国はヴァチカン。第二王子ツボルグ、同盟国はロシア。

　第二王女エーギルは欧州連合と組み、そして最後の六人目が……』

「……私、第四王女ユーリエル・アルセフィア。同盟国は日本……獅し子し王おう学がく園えんです」

　緊張の面持ちで声をあげる彼女に、曲くせ者ものたちの視線が集中する。

　朝あさ人とは鋭い眼めで値踏みするように彼女を眺め、フラヴィアはニコニコと梅こぶ茶を手に微笑ほほえんでいるが──そのフレンドリーさを隠れ蓑みのに、何を考えているのやら知れない。

　静しず火かは中立、というより姉の代理という立場上だろう。感情を表に出すことなく沈黙し、そして肝心の可憐と紅蓮は、昨夜事情を聞かされていたこともあって──。

「詳しい内容は明かせませんが、私たちは昨夜、ユーリエル王女と会談しました」

　そう、私情を感じさせない冷静な語り口で、可憐は仲間達に告げる。

「彼女が王位を求め、そのために私達に協力する立場であることは確かです。彼女自身も、それなりの腕前の遊戯者。決して、勝ち筋のない勝負ではないでしょう」

「そこは疑っていないんだけどね。ねえ、紅ぐ蓮れん。昨日、僕らも王女様と会ってるよね？」

　そう告げた朝あさ人との眼めには、いささか敵意じみた熱が宿っている。

　それは当然だろう、顔を隠すことなく朝食の席にいる彼女は、昨夜ホテルの権利を賭けて行われた遊戯ゲームの場で、紅蓮達の敵側──日本ヤクザの代打ちとして現れたのだから。

「彼女が王女様だった、っていうのは意外だし、初耳だ。説明してもらえるのかな？」

「プライベートだ。察しろ」

「ふぅん。同どう衾きんを許すような関係だからこそ、かな？」

　紅蓮からはぐらかされる気配を感じてか、朝人は探るような眼まな差ざしで揺さぶりをかける。

　しかし紅蓮はピクリとも表情を動かさず。

「煽あおれば俺が口を割るとでも思ってるなら時間の無駄だ。それにお前はもうユーリの腕前を知ってるはずだぞ？　──自分よりも、遥はるかに強い、ってな」

「！」

　挑発じみた言葉に、朝人は唇を噛かんでユーリを睨にらむ。

「屈辱、だね。嫉妬するよ。……彼女に勝てば、説明してくれるかい？」

「できるもんならやればいいさ。──っと、話がそれたな」

　朝人から目を逸そらし、創はじ芽めに訊たずねる。

「学校とやらには今日、これから行くんだろ。この足でこのまま出かければいいのか？」

『それなんだがネ。実は登校前に君達にはコレに着替えてもらいたい』

　表示されていた駒が消え、再び理事長の姿が現れる。

　彼が飲み干したカップを掲げて指示を送ると、ロビーに待機していたドローンが動く。

　そのアームにかけられていたハンガーに並ぶものを見て、可か憐れんが困惑の声を漏らした。

「獅し子し王おう学がく園えんの制服、というわけですね。しかも全員分のサイズまで取とり揃そろえて」

　朝一番のトラブル。ベッドに偶然引っ張り込まれたユーリをめぐる騒動の時、彼女が身につけていた制服から、紅蓮と可憐は事前に今の話を聞いていた。

　とはいえ、こうして改めて決定事項として通達されると──。

「外国に来てまでこれを着るハメになるとはな。最初から予定通りと言うか、どうせ俺達が乗ってきた飛行機に一緒に乗せてきたんだろ。オッサン」

　旅行気分に水を注さされたようで少し不機嫌な紅蓮に、ニコリと創芽は答えた。

『ま、そういうことだネ。《獣王遊戯祭ベステイア》参戦校はみなその制服を着て参加する。他にも一般公募された短期留学生も大勢いるから、その中に混ざるカタチでね』

　何気ないその言葉に、スッ……と紅蓮は眉をひそめた。

「不特定多数の人間に、わざわざ制服を配布する、か。……大勢の中に遊戯者プレイヤーを埋めて、さながら地雷原だな。正直に言えよ、また悪趣味なマネを企たくらんでるんだろ？」

『フフフ……イヤだねえ、私じゃないさ。すべてはクオリアの託宣のままに、だヨ』

　絶対公平、中立の裁定者たるクオリアシステムだ。当然、この《獣王遊戯祭ベステイア》の仕切りも、一切の買収や干渉を跳ねのける超高速ネットワーク、ＡＩ管理システムによる。

　いわば機械仕掛けの神。デウス・エクス・マキナの司祭とも言える紳士じみた怪人は、あくまで画面の中でにこやかに笑み、新たな紅茶をカップに注ぐ。

『とはいえ、その管理者のひとりとしてこの状況に愉悦を感じているのはその通り、さ。このカップと紅茶のごとく──ひとつの器に世界の強者を注ぎこむ、はて結果は？』

　どうなることやら、予想もつかない。短期留学、初登校──日常感ある言葉とは裏腹の不気味な雰囲気を醸す男を見つめ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの眼めは淡い光を帯びつつあった。

（好奇心。愉悦。興味。それらはすべて嘘うそじゃない。だが、すべてでもない──）

　遊戯ゲームはすでに、開始はじまっている。一列に並んでヨーイドン、などという楽を《黒の採決ブラツクバウト》は許してくれない。古こ今こん東とう西ざい、ありとあらゆる『戦争』は、実力が拮きつ抗こうするのなら……。情報、武器、ありとあらゆる備えをより厚くした者が勝つのだから。

（どんな遊戯を仕掛けてくるつもりやら。……まだ、全貌は読めないが）

　不特定多数に同じ制服を着せる。

　それも理事長の口ぶりでは、本来遊戯者プレイヤーならぬ大勢の一般人まで巻き込んで。同じ制服を着た誰が敵かわからない、木の葉を隠すために森を丸ごと作る、迷彩の一手。

（……だが）




　そんな手にいちいち『乗せられてやる』義理など、ないのだ。




　……パン！

「っ!?」

　注目を集めるように、突如高く柏手を打つ紅蓮。狙い通り、テーブルについた仲間達が、獅し子し王おう学がく園えんの制服を手にしたまま振り返る、そのタイミングで。

「勘違いするなよ、お前ら。この『戦争』に負けて困るのは、俺達じゃない」

　そう、獅子王学園という大きなカテゴリーでは莫ばく大だいなものを賭けている。

　教育機関としては唯一正式に許されたクオリア分枝、即すなわち世界最高の遊戯教育校という看板。そしてユーリは自らの王位継承権、私財、弟の身柄や国土に至るまで。

「損するのは、勝手に俺達を巻きこんだインチキ親父おやじとユーリだ。そして勝ったとしても俺達個人に大した利益はない。──言っちまえば、どうでもいい勝負だ」

「そ、そんな……!!」

　ガタンと椅子を鳴らし、ユーリが身を乗り出して哀願する。

「どうでもいい、なんて。酷ひどいです。……私に出せるものなら、何でも……！」

「いらないって言ってるだろう。ぶっちゃけ国家経営なんて罰ゲームでしかないし、自分の責任を他人に押し付けてうまうまと逃げ出そうとしてるようにしか見えん」

「そ、そんな事は……」

「ない、と言い切れるか？　血筋や国のしがらみを捨てて自由になりたいって」

　願わないはずがないと、言い切れる。

「ユーリ、俺がお前の立場だったら全力でそう願うぞ。大切な弟だけを連れて、ゴミ溜ためみたいに責任だけを押し付けてくる国からさっさと出て行きたい、ってな」

　だから、ユーリエル・アルセフィアの賭け代は、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんにとって何の価値もなく。

「インチキ親父おやじはこの国の王位だの何だのといった代物に興味があるんだろうが、俺との取引材料にはならない。つまるところ、今回の遊戯ゲームに参加する理由すら、ない」

「で、では……！　何が欲しいと、仰おつしやるのですか？」

「今はまだ言えないな。俺じゃなく、ユーリの側に俺の望みを叶かなえる準備がない」

　泣きそうな姫。その悲ひ愴そうな面持ちに惑わされる事なく、紅蓮は朝食のクロワッサンをつまみ、パリッと音をたてて皮を食はむ。

「うん、うまい。……朝あさ人と、お前パン好きだったよな。ここのはレベル的にどうだ？」

「かなりのものだと思うよ？　フランスあたりから職人を招いて焼かせてるんじゃないかな。本場の味だね」

「そうか。クリームをつけて食うのも美う味まそうだ、そうしてみるか」

　まるで状況を無視した和やかな会話。一瞬緊張を見せた朝人は、紅蓮の面持ちを見るや、阿あ吽うんの呼吸で合わせにかかる。が、そんな中、隣に目を向けると……。

「準備……。ユーリエルさんの側に必要なものというと、アレでナニないかがわしいものを連想してしまうのですが、そのような意味ではありませんよね？」

「落ち着け、砕城可か憐れん。卑ひ猥わいなことばかり考えていると、脳内ピンクが露見するぞ？」

「貴女あなたに言われたくはありませんこのタネツケチワワ！　知っているんですよお兄様の元へ夜よ這ばいをかけたという話は。いずれしっかり責任を追及しますからね！」

「あらあら、うふふ。……賑にぎやかでいいですね、一日の始まりにはこの活力がなくては」

　紅蓮の袖を引っ張りながら言う可憐とたしなめる『水みず葉は』、一歩退ひいたフラヴィア。

「え？　え、あれ？　……っ!?」

　おろおろとあわてふためき、場の空気になじめぬままうろたえるユーリ。

　場に狙い通りの空気が満ちたのを確認すると、紅蓮は理事長の映るモニタに顔を寄せる。

「俺の望みは『日常』だ。無む理り矢や理り責任を押し付けて、場を整えて利益だけ持って行こうとか、せこい考えはよせよ。当分は、俺達もただの留学生として行動させてもらう」

『……負ければ獅し子し王おう学がく園えんの卒業生の将来や、日本の未来に悪影響が出まくるヨ。それでもいいのかネ、紅蓮クン？』

「自分でも信じてないような、つまんない脅しをかけるなよ。友人でも家族でも知り合いでもないような連中を助ける義理はないし、国家レベルの責任を押し付ける方が間違ってるだろ」

　興味のない人間のために遊戯ゲームをするなどまっぴらだ。

　だから《黒の採決ブラツクバウト》の世界から抜け出してきた。

「日本に残ってる佐さ々さ木きや楓かえで、桃もも貝がいあたりは守るさ。が、クオリア分枝をなくして普通になった獅し子し王おう学がく園えんで卒業まで過ごす、ってのは俺としては悪くない選択肢だ」

『やれやれ、これだからネ……。世俗の欲に釣られない人間は、面倒くさいヨ。単純に、お金や地位を要求してくれればこれほど楽なこともないというのに』

「俺が少しでもそんな心を持ってれば、今ここにはいない。俺は今のスタイルを変える気はないし、リスクだけ負わされて何のメリットもない戦いに首を突っ込む気はない。可か憐れんを人質に取られてた昔とは、違うんだ」

　そして紅ぐ蓮れんは視線を切ると、愕がく然ぜんとするユーリに向けて。

「あんたの側に、俺と組む準備が整ったと判断したら声をかける。それまでは『普通』にやらせてもらう──この条件が飲めないなら、このまま帰国するまでだ」

「……わかり、ました。ですが、それまでに遊戯で致命的な後れを取ったら……」

「それも含めてテストだと思ってもらおうか」

「テスト……？」

「あんたは俺を信頼してる。朝あさ人ととの勝負である程度テストも済ませたつもりなんだろう。だがな、俺の側はまだあんたを知らない」

　だから、と言葉を切って、紅蓮はじっと王女の瞳を見詰める。




「あんたのことを試させてもらう。俺が組むに値する女なのかを、な」

「……はい……」




　重なり合う売国の姫と、日常を願う遊戯者プレイヤーの眼め。

　熾おき火びのように朱あかいそれに圧おされ、ユーリは俯うつむき加減にそう言う他なかった。





　　　　＊






「……アルセフィア王国内では、モータリゼーションはあまり進んでいません。小さな国なので、国民は自動車より公共交通機関を使うことが多いのです」

　もちろん、観光客はその限りではありませんが。

　そう注釈をつけるユーリ。獅子王学園の制服をまとい、車窓からあふれる太陽の光を浴びて、美しい髪がきらきらと煌きらめく。窓の外には近代ビジネス街とブルーの海──。

　興味深げに眺める紅ぐ蓮れんの隣。学生を満載した電車、席はすべて埋まっているため、中央通路に設置されたつり革に掴つかまって立ちながら、ユーリは話し続ける。

「その中でも最も普及しているのが路面電車……トラムです。島の中心から放射状に……漢字の『米』のようにタテヨコナナメに敷かれた線路から各エリアへ移動できますから」

「分割された行政区、どのエリアからでも中央を経由して行くわけか。不便だな」

「線路そのものは繋つながっているんですよ。運行するかどうかは各行政区の総督府、その主である王子、王女の外交によります。……市民の方には、不便をおかけしますが」

「まったくだ。だが……こう、コロコロ景色が変わるのは、見ていて楽しいな」

　まるで巨大なテーマパークに入り込んだようだ。

　アルセフィア王国は小さな島国である。各行政区、総督府ごとにモデルとする国があり、その街並みも関係の深い国家のそれを模している。

　ユーリの拠点、第六区画が『日本』をモデルとし、多少間違っているものの忠実に再現しているのに対し、島の中心部を占める第一区画の街並みは、文字通りの巨大都市。

　メガロポリス──古き良きアメリカの繁栄を模倣、ニューヨークのビジネス街をモデルに古いレンガ造りの建物もちりばめて再現した、まさにマンハッタン島そのものだ。

「古いものは外見だけ、ほとんどはお兄様の仰おつしやる通り、近代建築を古く見せかけただけのテーマパークじみた模造品ですが……中には『本物』も混じっているようですね」

「はい。……そのほとんどは、歴代の王族による外交や遊戯ゲームで譲渡、ないし奪ったもの。街全体が歴代王位継承者の権勢を示すトロフィーとなっているのです……けど」

　あの、と迷うように言葉をつないで、ユーリは。

「……少し、話し辛づらいのですけど……大丈夫ですか？」

「かまいません。悪い虫がお兄様に接触する面積は可能な限り減らすべきですから。この身を犠牲にしてでもお守りします」

　きっぱりと言い張る可か憐れん。

　路面電車とはいえ、サイズや構造としては日本で言うバスに近いものだ。進行方向に向かって２人掛けの席が両側に並び、あぶれた者は中央の通路につり革や手すりに掴まって立つ形になっている。

　車両の中央付近。席は埋まっているが立っている客は三人だけ、そこそこ混んだ車内で、つり革に掴まって立つ紅蓮とユーリの間、可憐はしっかりと兄にしがみついている。

「ユーリは敵ってわけじゃない。そう警戒しなくてもいいぞ、可憐？」

「はい、お兄様。異国の風景をふたりきりで堪能する気分を味わいつつ、登校デートを楽しみましょう。邪魔者が入らない環境……兄妹きようだい水入らずで！」

「……ナチュラルに存在を除外するな。仲良くしろよ。楓かえでや桃もも貝がいがいないとストッパーが無くなるな……。地味にあいつらは重要だった」

　しみじみと思う紅ぐ蓮れんだった。コアラのようにしがみついた可か憐れんは、可愛かわいらしいしぐさを見せつつも警戒の目をユーリに向け、一定以上の距離に近づけようとしない。

　制服越しに感じる体温の温かさと柔らかさを感じつつ、美しい異国の風景から一時だけ目を逸そらして端末を出す。ふとした懐かしさに学内ＳＮＳを開いてみれば。




《楓かえで》『研修から戻ってまいりました。ひとまず打ち上げと、次なるステージへ……乾杯ですわ』

《佐さ々さ木き》『お酒じゃなく、近所のカフェでパフェですけどね？　和風抹まつ茶ちや甘あま栗ぐり、うまうま。ＳＮＳ映え狙ってる楠くすの木きさんを激写してみました。佐々木です！』




　パフェと手首、店内の様子だけ撮るためだろう。

　こっそり机に潜り、無理な姿勢で端末を操作している楓と、それを激写している佐々木。

　必死にＳＮＳ映えを狙うスタイルに笑みを誘われ、




『──……桃もも貝がい桃もも花かは、食べすぎだと思う。釣られない。私は……──』

『姫ひめ狐こさんは痩せすぎです。肥育しないと牛だって出荷できないですし、ひとまずご飯を小盛りから特盛に変更しておきました。お残しは許しませんよー！』

（相変らずだな、あいつら）




　昔話に出てくるような特盛ご飯を片手にニッコリの桃花と、げっそり辛つらそうな姫狐。

　定食屋のカウンターらしい場所での２ショットに、わずかに紅蓮が和んでいると。




「ですが、お兄様。……護衛役を果たさせるためにも、朝あさ人とさんや『水みず葉は』さんもお傍そばに置いておいたほうがいいのではありませんか？」

「そう……ですね。席が空いていたとはいえ、こうバラバラでは……」

　緊張を含んだ可憐とユーリの囁ささやきに心を乱され、紅蓮はやれやれと息をつく。

「いいんだ。しばらく俺達はお互いを知らない、という体でいく。小細工の類だがな」

　路面電車に乗り込んですぐ、空いていた３つの席に朝人、フラヴィア、静しず火かの三人を振り分け、自分達は立つことを選んだのは、隣に誰が座る的なラブコメ展開を避けるため。

　……だが、それだけでもない。

「そのテのコメディ展開は大好物だ、いくらやっても問題ない。が……この『場』に溶け込むためには、あまり最初からグループで行動しない方がいいだろう？」

　そう、この場。純真な少年少女の声が響き、カメラのシャッター音やＳＮＳの通知音が響き、年相応の笑顔が輝く青春のひとコマ──。

「夏休み短期留学なんて、なんかドラマっぽくてテンションアガる[image: ][image: ]っ！　ほらアレ、ビルすっごいデッカい！　アメリカ風らしいよ？　映像アーカイブそのまんま！」

「スゲ～……！　アルセフィア王国、ド田舎って聞いたけどそうでもないのな。宿泊先のホテルの内装が変なのはどうかと思うけど。日本、誤解されまくりじゃね？」

「だから私達を招待してくれたみたいだよ？　大戦後、民間の国際交流がものすごく制限されちゃってるけど、少しずつ緩和してくんだって」

　──そういう物語カバーで、闇の遊戯ゲームは世間から隠されていた。

　真新しい獅し子し王おう学がく園えんの制服を着こんだ、数十人の少年少女。全国の高校生から無作為に選ばれた日本人短期留学生たち。彼らはアルセフィア王国からの招待という形で呼ばれ、今朝スキヤキホテルへ到着、理事長の指示のもと荷物を下ろしてチェックインした。

　最上階のスイートエリアと総督府を除く一般エリアは現在彼らが泊まっており、一般客の予約や宿泊は受け付けていない、言わば巨大な学生寮となりつつあった。

「あのタヌキ親父おやじ、ギリギリまで隠していやがった。拒否するわけにもいかないからな」

「今現在、あのホテルの経営権はお兄様にありますが……拒否した場合、日本人留学生を受け入れられるだけのホテルが、第六区画にはありません。お恥ずかしい、です」

　第六区画の困窮ぶりは、観光客の目からは徹底的に隠されている。

　観光ガイドに載った中央通りを離れなければ、そこにあるのは美しいリゾート地だ。

　が、路地一本隔てれば汚いスラム、貧民がたむろする危険地帯に成り下がる。

「そんなところに何も知らない学生を放り出すわけにもいかないからな。……学生連中はあのオッサンが用意したダミーだ。まあ、他の学校の一般生徒も役割は同じだが」

「……では、この登下校の最中も、すでに……？」

「資本や人員に余裕がある勢力ならとっくに監視をつけているだろうな。遊戯開始が正式に決まった昨夜から解禁されたとして、今から群衆に紛れれば問題ないさ」

　可か憐れんの戦慄を隠すように、紅ぐ蓮れんは軽くその肩を抱いてやる。そしてつり革に軽くもたれ、ユーリの方へ顔を近づけると、白金の髪から漂う香りさえ感じる距離で。

「……遊戯は、もう始まっている。この群れに隠れ、正体を明かさず、カードは伏せる。俺と可憐、ユーリはあえて晒さらした見せ札だが、他の連中はそういうことだ」

「だから、離れた場所に座ってもらったわけですか？　……他のみなさまは、それを」

「知らないだろうが、合わせるくらいの機転は利く連中だ。見ろよ、もう溶け込んでる」

　路面電車の前座席に座った朝あさ人とは、数人の女生徒のグループと談笑している。

　フラヴィアは早くもその美貌を活いかして男子を中心に会話の環わを広げ、『水みず葉は』は……。

「ひとり、寝たフリをしていますけど……いいのですか、あれは？」

「……あいつ、推理や観察はともかくコミュ力はダメだな……。まあ、想定内だ」

「ぐー……ぐー……！」

　寝たフリをし、隣に座った女生徒に話しかけられないよう必死になっている『水みず葉は』に苦笑しつつ、それもまた日本の学生っぽくていいだろう、と思う。

「まず外の連中の目は、ユーリの連れである俺や可か憐れんに向くさ。開示されたカードの対策に気を取られているうちは、他のマークが緩くなる。伏せ札が使える機会は来るはずだ」

「……お兄様は、すでに想定なさっておられたのですか？」

「うちはまず人員に問題があるからな。他の区画にスパイや諜ちよう報ほうルートを持ってるなら、こちらも向こうの情報を得られた。が……金はあっても人がいなくちゃ話にならん」

　総督府と言っても、税収となるおいしい部分をほぼすべて外資に売り渡した残りカスのようなものだ。諸権利を取り戻したとしても、信頼できる人間はそう手に入らない。

　だから他の区画を調査するのは早々に諦め、せめて後々に活いかせる布石を打つ。

「……情報が開示されてから、一時間も経たっていないのに……そこまで」

「遅すぎるくらいだよ。まあ、致命傷にはならないと思うが」

　こちらを見上げる可憐の言葉にあっさりと返すと、妹を挟んだ向こう側で。

「……お恥ずかしい話です。総督府と言っても、職員は私ひとりですから」

「それでも仕事が務まるあたり、アルセフィアのＡＩ技術は大したもんだ。クオリア並みとはいかないが、全業務の９割以上を自動化できるとはな」

　もじもじと恥ずかしそうに身を縮めるユーリ、だがその羞恥は貧しさや準備不足を恥じているだけではないように見えて、紅ぐ蓮れんは軽く眉をひそめた。

「おい、何かあったのか？　さっきから様子がおかしいが」

「えっと……いえ、その……」

　訊ききながらユーリの方を見ると、彼女は顔をそむけ、どこかうつむきがちになる。

「……それはですね、お兄様。獅し子し王おう学がく園えんの制服に問題があります」

「制服に？　……いつもどおりに見えるが」

「ええ、そのいつもどおりが問題なのです。私達は慣れていますが……」

　はあ、と可憐は軽く息をついてから、

「普通、女生徒の制服に、腋わきを見せつけるような『謎の穴』は無いんです」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ……!!」

　かっ、と熱湯に浸つけたように、指摘されたユーリが頬を赤らめる。

　つり革につかまっていると、どうしても腕を上げなければならない。まるでイルカのように滑らかな肌、一点のシミや曇りもない腋だが、やはり恥ずかしいらしい。

　ユーリはそっと己を抱くように手を回し、左手で腋を隠す。

　ふにゅりと豊かな胸がたわみ、かえって性的に見えるが……そんな事に気づく事もなく、紅蓮は今しがた聞いた情報に、雷に打たれたようなショックを感じていた。

「なん……だと……。それ、おかしいのか!?　だって可憐お前、みんな当たり前のような顔で着てただろ。腋わきに穴とか超ミニスカートとか、アニメとかだと普通にあるし」

「お兄様……アニメと現実は違いますよ？」

「マジか……！　知らなかった……。そうか、家を抜けてからほぼ直で獅し子し王おう学がく園えんだしな。世間の普通がどういうものか、ずいぶん勉強したつもりだったんだが……！」

　世の中というヤツは、意外と奥が深いものらしい。

「この制服、基本カワイイけど……ちょっと見えすぎじゃない？　朝あさ人とくん」

「そうだね。男子は普通だと思うけど、少し珍しい形だと思うよ」

　そんな会話が漏れ聞こえてくる。

「胸のカップが強調されすぎて……コレ、貧しい民は公開処刑だよな。いや、フラヴィアさんみたいに超似合う人もいますけどね!?　もう最高っスよ！」

「ふふふ……そうでしょうか。嬉うれしいです、短い間ですが、どうかよしなに……♪」

「は、ハイッ!!　よろこんで[image: ][image: ]っ!!」

　女子を中心に会話する朝人、男子を搦からめ捕るフラヴィアの手並み。

　それを観察しながら、紅ぐ蓮れんは改めてしがみついている可か憐れんを見おろした。

「……どうも世間的にはそうらしいな。俺の感覚がまたひとつ訂正されたぞ」

「お兄様がお望みでしたら、アニメの恰かつ好こうをすることもまったく可憐はかまいませんが。たとえ裸になれと言われても、ふたりきりなら喜んで♪」

「公衆の面前でハレンチなことを言うんじゃない、怪しまれる。……ま、しばらく好きに日常を送るとは言ったが──」

　このメンバーだから明かせる話せること。可憐とユーリの間に顔を近づけ、

「──砕さい城じようの人間が『こっち』にいるらしいからな。そこだけは警戒が要る。外国人より、むしろこっち側……第六区画にいない『日本人』には気をつけろ」

　昨夜、総督府でユーリが開示した情報のひとつ。

　第一王女リングネスには、中国に雇われた日本の遊戯者プレイヤーが付き添っている──という。

「別ルート、ぶっちゃけ獅子王レジャーランドの打ち上げの時、国防を担ってた遊戯者が中国に引き抜かれたって話をあのオッサンがしてたからな。ほぼ確定、そいつらだろう」

「……今回の『祭り』に参戦させるために、引き抜いたと？」

「クオリア分枝を自国に引っ張れれば、貿易協定やら領土問題やらで譲歩を引き出すより遥はるかに旨うまみがあるからな。俺が指導者なら、確実にチップを張るさ」

　そして、日本における遊戯者一族。それも『名門』と称されるならば──。

「『砕城』以外ありえない。《黒の採決ブラツクバウト》の、それもディープなところまで探る情報力がないと絶対掴つかめない連中だが、世界戦力バランスを崩すレベルとなると他にないだろ」

　朝人や獅子王学園前生徒会長、透とう夜やの実家である白しろ王おう子じ家は『表』の名家に過ぎない。

　その裏に隠れ、極秘裏に重要な遊戯ゲームを勝利に導き続けてきた一族こそ、砕城家。

「……ですが、砕さい城じようの遊戯者プレイヤーを誑たぶらかすなんて、いったいどんな手段を……？　それこそ、大陸マネーがあったとしても、金額の多寡で動く者たちではないでしょうに」

「そのレベルの遊戯者なら、金なんてただの数字だからな。他に動機があると思うが」

　それこそ数千億、兆単位の利益を賭けて争う国家クラスの遊戯者にとって、金など行動の動機にはなりえない。が……それを推察するには、情報が無さすぎる。

「砕城家の一軍連中と俺はほぼ面識がないからな。可か憐れん、お前は知ってるか？」

「いえ……。遊戯者教育を受けてはいましたが、お世話役の彼女と、ばば様しか」

「だろうな。本家の連中はカバーされてて、互いに会う機会はほぼない。俺達は特に」

　遊戯ゲーム時代の最終兵器、核弾頭を晒さらして歩くバカはいない。

　諜ちよう報ほう機関が全力を尽くしても、掴つかめるのは砕城紅ぐ蓮れんの名前だけだ。その姿、容姿や性格、個人情報を知っているのは過去関わりのあった機関や国家しかない。

「とはいえ、砕城本家の傘下を出た以上、調べようと思えば『砕城紅蓮』の名前である程度絞れるかもしれんが。最初に買った端末には、過去関わった連中が鬼電してきたし」

　だが、顔はまず知られていないはずだ。

「昔、『仕事』する時はクオリア内でダミーの外装を使ってたからな。たいていの遊戯者は自己同一性を高めるために本人と同じ姿にするが、申請すれば違う姿にもなれる」

　それは電脳空間、仮想世界だからこそ可能な究極の変装だ。

　しかし、当然だが人種や体格、性別などが違えば、アバターの使用感も変わる。

　足の長さが数センチ違うだけでも慣れるまではそうとう歩きにくく、現実世界に戻っても後遺症が抜けないこともあり、多くの遊戯者はそれを恐れて現実とほぼ同じ姿をとる。

　……が、そういった制限を受けない『例外』もいるのだが。

「誤ご魔ま化かせないユーザーネーム『砕城紅蓮』以外、ハゲた白人のオッサンからマッチョなラテン系、はたまた動物じみた姿までいろんな姿を使った。外見で俺の正体は掴めない」

「……でも、砕城の……内部のツテで、掴んでいる可能性があるのでは？」

「あるかもな。だが、信用できるかどうかはまた話が別だ」

　心配そうなユーリに、紅蓮はあっさりと答える。

「俺が知る遊戯者に、会うたびに顔が変わるヤツがいた。クオリア内じゃなく、現実でだ。全身の皮膚と筋肉の５割を人工物に換えてな」

「……え!?」

「カメレオンボディ。３Ｄデータを入力すればどんな顔、体形にもなれる万能変装技術。肌の色から筋肉まで完全再現、まず外見じゃ判別できん」

　そんな化け物じみた改造人間すら平気な顔で闊かつ歩ぽしているのが、《黒の採決ブラツクバウト》だ。

「そこまでやらなくても、俺そっくりに整形させたダミーを入学させて、本物は顔を変えて別人として潜り込んでいる……くらいの深読みは期待していい。そういう世界だ」

　武力を使わないだけで、そうした搦からめ手てはいくらでも存在する。

　それこそ『一仕事』終わるごとに整形手術を施し、顔を変えるフリーの遊戯者プレイヤーもいる。

　現実を知れば知るほど、闇に浸っている者であるほど、開示されたカードの価値は上がる。

「俺がこの名前で、この顔で、この姿でいることを、ダミーと思うか本人とするか。まあ、当分迷って時間やツテを消費してくれるさ」

「……よろしいのですか？　それを、こんなところで話して……！」

　周囲の気温が５度ほども下がったように、ユーリは錯覚する。

　それほど紅ぐ蓮れんが淡々と語る言葉には、ゾッとするような真しん実じつ味みがあった。

　それだけの鉄火場、地獄を渡り歩いてきたことを確信させる気配。だが周囲の学生達はまったく気づくことなく、楽しげなはしゃぎ声をあげている。

「お前らだけに聞こえるように喋しやべってるんだよ」

「……え!?」

「小手先の技術だ。訓練すれば誰でもできる」

　日本の忍び、あるいは中国では裏社会に潜った拳法家の間で伝わる独特の話法だ。

　声のトーンを調整し、周囲のノイズに紛れて伝えたい相手にだけハッキリ聞こえるように話す『遠話術』──科学技術が発展した今なお有用な、アナログの手法だった。

「に、ニンジャ……!?」

「伝統って奴やつは意外と途切れないもんだ。当時から伝わる技術なのは確かだよ」

「ニンジャ！　サムライ、スリケン、ムラマサブレード！　トーヨーの神秘、ですね！」

　ぱあっと顔を輝かせ、ユーリは歓声を上げた。

「ぜひ、弟にも本場のニンジュツのお話をしてあげてください。きっと喜びます！」

「……まさかとは思うが、スキヤキホテルのアレな内装。お前の趣味か？」

「お客様の要望を最大限とりいれ、喜んで頂こうと……。よろ昆こん布ぶ、です！」

「そのダジャレのためにわざわざ用意したのか、酢昆布。お前って奴は……」

　赤いパッケージのおつまみ昆布を取り出し、ドヤ顔をキメるお姫様。

　その日常的ギャップと、黒の採決ブラツクバウトで見せた遊戯者の顔。そして昨夜のドレスで見せた、為政者としての責任。まるで異なる三つの顔を持つ、奇妙なお姫様。

（……こういう奴は、嫌いになれない）

　闇に浸つかりながらも人間性を失わず、慎つつましい幸せを求めるようなタイプは。

　御み嶽たけ原ばら水みず葉はや静しず火かの姉妹や……そして自分のそれに重なるからこそ。

（少しは、助けたいって気にもなっちまう。……厄介なもんだ）

　カネを積み上げたり、権力を盾に命じられたのなら絶対に従わないのに。

「……ユーリエルさん。お兄様に向けるその無邪気な視線に、可か憐れんカウンター急上昇です。警告、イエローカード。それ以上不ふ埒らち度が上がるとレッドですのでそのつもりで」

「レッド!?　……あの、それはどのような意味があるのでしょうか」

「桃もも花かさんの天然とボケ、楓かえでさんの転落お姫様感、水みず葉はさんの裏世界を知る者同士の共感を併せ持つ新キャラ……。過去最大最悪クラスの侵略性外来種に対し、防除は必須。アルセフィアインランヒアリと命名し、発見しだい踏み潰す所存です。どうかこのカードを切らせないでくださいね？」

「……人を脅すんじゃない、可か憐れん。というかお前好きだな、そのたとえ……」

　戸惑うユーリ、指に挟んだ赤と黄色のカードをつきつけて睨にらむ可憐。そんな二人に割り込みながら、紅ぐ蓮れんは妹のジェラシーに軽く嘆息する。そんな様子にむくれつつ、

「ですが、お兄様。例のロシアの女は……」

　和んだ空気を払うように、もうひとつの懸念を口にする可憐に、紅蓮は答える。

「ミラ・イリイニシュナ・プーシキナか。あいつには、この手の撹かく乱らんは通じないな」

　つい最近、というより数日前に本人確認を交わしたばかりだ。

　獅し子し王おうレジャーランドで相対した彼女が、ロシア側の遊戯者プレイヤーとしてこの国にいることは必然。つまり情報戦において、あの女は有力なカードを手にしていることになる。




『絶対勝利のチケット、五年間無敗の伝説──砕さい城じよう紅蓮の正体』




「そのカードをいつ、どこで切るか。せいぜい有効活用したいところだろうが……まずはお手並み拝見、ってところだな。てっとり早いのはさっさと全体に開示することだが」

　警戒した王位継承候補者たちを結束させ、紅蓮ひとりにぶつけることも可能だ。

　それほどの価値が『砕城紅蓮』の伝説にはある。だが、それはまず、ありえない。

（シンプルな話、あまりに情報に対し旨うまみがない。大連合を組んだ時点で『最強狩り』の栄光は五等分だ。俺を排除するのが、ゴールじゃない……）

　ロシアの勝利。単独での有無を言わさぬ大勝利を掴つかみ、以後の国際関係でアドバンテージを掴みたい、とミラは思うはずだ。かつて『失策』を演じた、彼女だからこそ。

「……お兄様。何か、対策が必要なのではありませんか？」

「心配するな。……イレギュラーが無い盤面ってのは、楽でいい」

「え……!?」

　場をかき乱す素人や悪手を打つ雑魚がいない盤面は。

　厳しいが、だからこそ読みやすくて──。

「ミラは馬鹿じゃない。『秘密』を有効活用することを考えるさ……お互いにな？」

　ゾッとするような声でそう言った時、路面電車はビル街を抜ける。

　その先に待ち受けるのは由緒ある建築。他国から奪ったものではない、それこそ数百年もその場にあったことを窺うかがわせる、深い歴史を刻んだ苔こけむす古城。

「……あれが？」

「はい。アルセフィア王立学園です。そろそろ到着しますね」

「へえ。なかなか綺き麗れいな建物じゃないか。……ただの観光で来たかったもんだ」

「…………！」

　苦笑する紅ぐ蓮れんに、ユーリは胸を突かれたようにうつむいて。

　新たな学園での初日が、美しき文化遺産を舞台に始まろうとしていた。





●王立学園、初日




「おお～……すっげえ!!」

「外資系の遊園地で見たことある、魔法使いの学校みたい！」

　路面電車から降りてすぐ。中央ターミナルから一駅離れた第一区画の中心地に、古城の趣を残す白亜の建物が屹きつ立りつしている。大昔は砲兵の演習場だったという広大な敷地を誇り、自律型ドローンによって完璧に手入れされた美しい庭に囲まれた優美な城郭。

　歳月による傷みを感じさせないしっかりとした跳ね橋を渡って堀を越え、巨大なアーチ状の門をくぐりながら、一般生徒達は端末を掲げ、写真や動画を録とっている。

「お兄様。はぐれないように手をつなぐべきではないでしょうか？」

「よせって、悪目立ちするだろ。……ひとまず場に溶け込むのが優先だ。ユーリは地元民だろ、この学校について知ってることとか、何かないのか？」

「い、いえ……私は、王ぞ……ではありません、家で教育を受けましたから。学校に通うのも初めてなので、王立学園に入るのも……」

「前情報は何もなし、か。それならひとまず、小細工なしで場の流れを見るとするか」

　はしゃぐ群衆にあえて紛れ、紅蓮はユーリと可か憐れんを連れて人波に乗る。

　一見ただ放り出したように見えるが、道には警備ドローンが配置されており、羊の群れを誘導する牧羊犬のように、はぐれようとする生徒に警告を与えて列に戻している。

（誘導されていると自覚させず、動かす……。群衆コントロールの技術は見事だな）

　強圧的な命令や指導では必ず反発が生まれる。導線を確保し、自然に動かすことによりそれを抑え、スムーズな進行が可能となる。それは人間心理を応用したシステムだ。

「へ～、中も立派……。靴、脱がなくていいの？」

「お城みたい！　カッコいい！　超イラスト描いてあんだけどナニこれ、超絶技巧！」

「ＡＲタグ埋め込んであるぞ。スゲーな、美術館みてえ……」

　端末を掲げると、精緻な宗教画にデジタルなタグが表示される。

　群衆の歩く廊下のあちこちに置かれた美術品、壁画や絵画はもちろん壷つぼや彫刻などの品に至るまで、制作年度や作者名、大ざっぱな金銭価値まで添付されていて。

「この絵一枚、５０００万円!?　パネェ……」

「あわわわわ……よ、汚すなよ。近づいちゃダメだろ、こんなの」

　そんな風に言い、恐れおののく生徒達。彼らはすべて、仕組まれた『演出』通りの反応を返していることに、誰ひとりとして気づいていないだろう。

（気づいてるのは……身内だけ、か。妙な工作員やスパイの類はいないって事かね？）

　紅ぐ蓮れんはそう思い、涼しげに歩くフラヴィアやツンと澄ましている『水みず葉は』、女の子に囲まれながらも時折ナイフのような鋭い視線を周囲に送る朝あさ人とを順に眺める。

「お兄様。これは……」

「お前の感じた通りだよ。これは──『威嚇』だ」

　示唆の臭においをかぎ取った様子の可か憐れんに紅蓮は告げると、ユーリに視線を送る。

「ええ。……アルセフィアを小国と侮る外国人留学生に権勢を見せつけ、また校内の所蔵品の金銭的価値をあらかじめ提示することで、過激な行動を抑制しています」

　他ならぬ王族の姫自らが、種明かしをする。

　何も知らない留学生には届かず、周囲を囲む紅蓮と可憐のみに届くよう声をひそめて。

「交換留学や短期留学など、王立学園は広く諸外国からの留学生を募っています。それは優れた技術を誇示するのみならず、各国にアルセフィアを知ってもらおうとする意志」

　帰国した者の口から王国の権勢を伝え、小国ゆえの侮りを殺す。

　さらに丁寧にもてなすことで親アルセフィアの空気を諸外国に作り、それによって過剰な恨みを買うことを避ける立ち回り。生き残る事に貪欲な、それは国家的生存戦略だ。

「すでに他の《獣王遊戯祭ベステイア》参加国の留学生は同じように案内され、割り当てられた教室に向かっているでしょう。……私達が、最後のようですね」

「それはいいんだが、人の気配が少ないな。……地元の学生や住民の香りというか……。生活臭がない。まるで壮麗なハリボテ、テーマパークの中って感じがする」

　ハッタリじみた空気は、この国すべてに漂うものだ。

　それこそ観光客が来る場所すべてに、巧妙かつ執しつ拗ようにへばりついた分厚い外面。

「王立学園に通えるのは、国民の中でも上位３％ほどの富裕層、その子のみです。人数で言えばせいぜい数百人……毎年受け入れている短期留学生の３割以下です」

「大多数は留学生。内部のエリートには海外の空気を吸わせ、国外のお客様は隔離する。一石二鳥の仕組みってわけだ。……こんな古めかしい城を使う理由もよくわかるな」

　ＡＲタグをいくつか展開、城の平面図を開く。

「基本は15世紀に流は行やった星形城塞──＊型の堡ほう塁るいひとつひとつに各行政区の留学生を入れ、中央は自国民のみのエリアにして保護。当然、接点となる中央エリアが主な外交の場になる」

　この情報化社会において、連絡をとる手段はいくらでもある。

　ＳＮＳ、メール、トークアプリ。だがそうした手段はすべてネットワークを介し、常に漏ろう洩えいの危険と隣り合わせだ。デジタル化、情報化が極限まで進んだ結果トラブルが頻発し、大きな社会問題となった旧時代、三次大戦以前のように──。

「アナログでの会談や取引における主導権を握るための構造だな。……学校ってよりは、むしろホテルみたいな造りだ。いや、そう設計された建物の流用か？」

「……平面図一枚と道すがらの情報だけでその結論に達たつする、紅ぐ蓮れんの方が恐ろしいです」

「ふふふ、お兄様にかかればこの程度、丸裸にするのは造作もありません」

　ユーリは舌を巻く。ふんす、と得意げに胸を張る可か憐れん、だが肝心の男は。

「ただの感想だ。……建築物、人為的な空間には必ずそれを作った人間の意図がある」

　それは戦国時代、己の権威を示すために巨大な城じよう砦さいを築いた天下人のごとく。

　ちゃんとした『眼め』があれば読み取ることは難しくない。

「たとえばアニメを視みてても、キャラクターのセリフや行動なんかで視聴者にどうそいつを見せたいか、という演出の意図がわかるだろ。慣れれば誰でもできるぞ」

「……こ、これが本物のジャパニーズ・アニオタ……。凄すごいですね……！」

　思わず戦慄する姫の隣を、気楽な声が横切っていく。

「すっごーい！　こんなところで勉強できるなんて、いい経験になるね！」

「恋人とかできちゃったりして……！　ひと夏のアバンチュールとか、最高っ！」

（遊戯ゲームさえ絡んでなきゃ、悪くないんだがなあ）

　気楽な声を聞きながら、心底思う。

　言ってみればせっかくバカンスに来たのに仕事気分が抜けないサラリーマンだ。




『日本の皆さま、お疲れ様でした。──こちらが皆様の教室となります。

　黒板、ＡＲモニタに座席表を表示していますので、それに従ってご着席ください』




　警備ドローンのアナウンスに従い、他の大勢と共に教室へ流れ込む。

　古めかしい引き戸とガラス窓。廊下から中の様子を窺うかがうことができる。

（座席数は６×６、36人。ちょうど１クラス分、か）

　学生を迎えるために入念に掃除が施されたのだろう。真新しいワックスの香りがする、板張りの教室。かなりレトロな雰囲気で、机も床も温かみのある木製だが……。

「黒板はＡＲモニタか。レトロに見せて中身はキッチリ最先端、この国らしいな」

　ガラガラと音をたてる木製の引き戸を生徒達がくぐり、はしゃぎながら席につく。

　その姿はあたかも紅ぐ蓮れんが憧れ続けてきた日常アニメの一幕のようで──。

「それなりにときめくな。ったく、厄介事がなきゃもっといいのに」

「ふふっ。それはいいけど、紅蓮。……あの数字、どう思う？」

　紅蓮の耳元に、聞き慣れた声が囁ささやいた。

「朝あさ人とか。あまり近寄るな、無駄にお前の息はいい匂いがして嫌だ」

「ブレスケアには気を遣ってるからね。キスしたとき失礼だからさ」

「……座席表の上の、あの数字だな？　ＣＰ、ね」

　朝人の意味深な囁きを無視し、紅蓮は黒板に表示されたもうひとつの数字を睨にらむ。

　等間隔に整然と並んだ机、タテに６つ、ヨコに６つ。

　計36の席の前に一段高い教卓があり、レトロな黒板に偽装したＡＲモニタがある。

　表示された座席表の上部に記された文字列と数字──。




『Ｆクラス　ＣＰ１０００』




「何の略か、わかるか？　ユーリ」

「さあ……。わかりません。詳細ルールに関しては、今日発表の予定なので」

「すべては運営側、クオリアの託宣とその司祭のみが知る、か。……あのオッサン」

　掌てのひらで転がしているのであろう、シルクハットの怪人の面影を謎の文字に見ながら、紅蓮は嘆息する。すでに生徒たちは着々と席についており、残るは紅蓮と数名のみだった。

「『水みず葉は』とフラヴィアは最前列の中央、隣同士か。だいぶ席が離れたな」

「お兄様、そろそろ入室いたしましょう。裏工作なしでお隣なんて、これは運命では？」

「……それを言うなら僕も、何もせずに後ろの席だね。運命力なら互角、かな」

「あ、あの……。すみません、私も隣です。これは、もしかして」

　何者かの意図があるのでは？　そんな問いを視線に込めて見てくるユーリに、紅蓮は肩をすくめる。

「さてな。運命が神様の決める物なら、そうなんだろうよ」

　遊戯ゲームに支配された神様はクオリアであり、《獣王遊戯祭ベステイア》を司つかさどる司祭である獅し子し王おう創はじ芽めなのだから。

　そんな想おもいは口にせず、紅ぐ蓮れんは座席表をざっと見つつ教室へ入る。

　知らない顔が大多数を占める教室には、あまり尖とがった人物はいそうにない。

（日常モノ的なセオリーならパリピっぽいのとか不良っぽいのとかか混じってそうだが）

　普通の学園モノであればいそうな、逸脱したキャラはあまりいない。

　皆のんびりとした様子のお嬢様、お坊ちゃまといった苦労知らずの顔ばかり。

　エリートでありながら競争心旺盛でガツガツと他者を蹴落とそうとしていた獅し子し王おう学がく園えんのそれと比べれば、遥はるかにゆるく──まるで、飼いならされた羊の群れのようだ。

「真ん中列の最後尾、二番目……と。まあ、悪くない位置だが」

「窓際最後尾が良かったですか？　いわゆる『特等席』ですね」

「それはそれで楽しそうだが、陽ひ射ざしが強いのも何だしな。上等だろう」

　そう言いつつ、席につく。すると横をすり抜け、紅蓮のちょうど後席に座りながら。

「大丈夫。君の背中は、僕が守るよ。──紅蓮」

「……すれ違いざまに囁ささやいていかないでください！　シッシッ、散りなさい、害虫！」

　言いつつ席につく朝あさ人と。忌々しげに手を振る可か憐れんが右隣、不安げな顔つきのユーリが左隣に座ると、ちょうど全員が指定された席についた。




『──Ｆクラス、全員出席を確認。認証がクリアされました。

　アルセフィア王立学園へようこそ。これより入学ガイダンスを開始いたします』

「おおっ……！」




　全員の着席がトリガーとなったのだろう。

　突如、レトロな窓枠にカーテンが降り、電気が消えて教室に闇が落ちる。

　突如落ちた光量に目が慣れず、視界が遮られる中──




　……ダララララララララララッ……!!




「ど、ドラムロール!?　うわっ!!」

「な、なんか出た!!　嘘うそ、本物みたい……ＡＲ!?」

　臨場感あふれるドラムロール。否いや応おうなしに場を盛り上げる音と共に、教室内をほのかに光る風船が舞う。それはすべて実体ではない、空間に投影された仮想映像。

「お兄様、これは……！」

「クオリアだ。……やってくれるな、オッサン。この机か」

　一見ただの古めかしい机にしか見えないが、超小型の電磁波放射装置が仕込まれている。クオリア筐きよう体たいのような完全感覚同調、没入感覚とまではいかないが──ある程度の偽装、視覚や聴覚のハッキングにより、直接脳に音や映像を誤認させるなど朝飯前だ。

「はえ～……。す、すっごい……！　この風船、触ってる感触あるよ!?」

「り、リアルすぎて気持ち悪いかも……。アルセフィアのＡＲ技術、半端ないね」

　獅し子し王おう学がく園えんの生徒なら、良くも悪くもクオリアを使うことに慣れている。

　現実と見まごう仮想空間、本物以上の仮想。だがここに集められた一般留学生達は裏の世界を知らず、それだけに置かれた状況を『ただの演出』としか捉えていなかった。

　──しかし。

「……！」

「殺気立つな。驚け。口をポカンと開けろ。『わーすごーい』って顔してな」

「っ……！　は、はい。お兄様……！」

　遊戯者プレイヤーにとって、クオリアの起動は銃口を向けられるに等しい。

　隣席の三人、一人離れた『水みず葉は』にも緊張が走る。警戒を露あらわにする彼らに対し、ただ紅ぐ蓮れんひとりが周りに合わせ、驚いたような表情を作り溶け込んでいる。

「これが、場数の差か。……悔しいけど、まだまだ及ばないね」

　そんな紅蓮の落ち着きに、白しろ王おう子じ朝あさ人とは舌を巻く。

　今の瞬間を他の遊戯者が見ていれば、即座に一般人とそれ以外を区別できた。

　が……紅蓮以外にも一人だけ、目立った動揺を見せず平然と周囲に同調してのけた人物がいる。

「まあまあ……。驚きました、こんなお出迎えがあるなんて。サプラ～イズ、ですね？」

　にこやかに笑むフラヴィア。いまだ底を見せぬ新興の聖女。

「……そ、そう……かな？　ふふふ……」

　なんとかミステリアスでゆるふわな姉の雰囲気を再現しようとしているが、どうしても笑みがぎこちない『水葉』。両者の格の違いは歴然で、後者の違和感が引き立っている。

　遊戯者と留学生、全く異なる二種の空気が入り混じる中、演出は新たな段階へ進む。




「ハ[image: ][image: ][image: ]ニホ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ♪　こんにちわ、日本の若者よ。

　吾わが輩はいはエンペラーペンギン、略してペラペン。けど呼び捨てはＮＧ、礼儀タダシク！

　ペラペン先生……そう呼んでくれたまえ！」




　ポポポポ～ン！　と派手な音をたて、教卓が『爆発』する。

　光と音、紙吹雪と虹色のオーロラに包まれて、シルクハットに燕えん尾び服ふく。

　奇妙にデフォルメされたアニメ調のペンギンが、平板な手でクルクルとステッキを回しながら教室に現れると、生徒が座る席と席の間を、ペタペタと歩いていく。

「わあっ……可愛かわいい♪　これ、アバター？」

「ノー！　吾わが輩はいはＡＩ、アルセフィア王国で設計された人格権を持つ改変不可のＡＩだ。中の人などいない、そこは大事なところゆえ忘れぬようにな！」

　そんなふざけたことを言いながら、ペラペン先生なる仮想映像は教室を闊かつ歩ぽする。

　生徒ひとりひとりの顔を確認するように覗のぞき込み、求められれば握手する。仮想と現実が入り混じり、まるでアニメの世界に放り込まれたような非現実的な感覚の中で。

「浮かない顔だね、キミ！　せっかくの留学生活、楽しんでくれたまえよ？」

「楽しんでるさ。ま、よろしく頼む。『先生』」

　声をかけられ、紅ぐ蓮れんは軽く返した。

　湿ったような足音。水かきつきのペンギンの足跡すら床板に残るリアルさ。

　現実にそこにいるとしか思えない、だがあまりにオモチャじみてツルツルとしたＣＧのペンギンが紅蓮のもとを歩き去る。まるで燃えながら進む導火線のように各生徒を回ると、ついにＣＧはコミカルにジャンプし、ポイン♪と音をたてて教卓に降り立った。

「さて。留学生の諸君には、まず我がアルセフィア王国の見どころ──長所をズバリ！　説明させて頂くとしよう。そう、我が国が誇る拡張現実……ＡＲ技術を！」

　クルクルとステッキを回すと、色とりどりの紙吹雪が渦を巻く。

「諸君の机に設置された特別な装置から電磁パルスを放出し、脳や神経に感覚情報を送信。ウェアラブルデバイスを使うまでもなく、架空の存在を現実世界の上に描画できる！」

　教室の中央に映像が展開される。映し出されているのは、まるでミニチュアのような街。

「おおっ!?」

「すっげえ……小さい、世界!?」

　一般生徒が声をあげる。闇に包まれた世界、教室いっぱいに浮かび上がる『島』。

　惑星から切り離された岩盤も露あらわなそれは、アルセフィア王国の全景。

　デジタルに形作られた超精密立体地図が、まるでパズルのピースのように分割され──教室を縦横に飛び回り、ひとりひとりによく見えるよう接近していく。

　地図がズームしていくと、そこで生活を営む人々の姿までがハッキリ見える。

「これは仮想空間に構築されたアルセフィア。その忠実なシミュレーションだ！」




　自由と繁栄を謳おう歌かする第一区画、Ａクラス──アメリカ。

　華か僑きようが暮らす中華街が独特な雰囲気を醸す第二区画、Ｂクラス──中国。

　白亜の教会をシンボルとする第三区画、Ｃクラス──ヴァチカン。

　無骨な建築と寡黙な労働者の街、第四区画、Ｄクラス──ロシア。

　欧州諸国からの雑多な移民で形成された第五区画、Ｅクラス──欧州連合。




「そしてここ、Ｆクラス……日本だ。これらのデータは今年度のアルセフィア王国の国内調査結果を元に算出されており、経済規模や住人の気質まで、すべて仮想のものながら、極めて精密に再現されている。何な故ぜ、こんなモノが創つくられたのか──キミたちにだけ特別に教えてあげよう」




　ペラペン先生がニヤリと笑った瞬間──……。




「「「「「……ッ!?」」」」」




　紅ぐ蓮れんを除く、五人の遊戯者プレイヤーたちの表情が人知れず変化した。

　誰もがわずかな変化だったが、それでも何かしらの感情は隠しきれていなかった。

　他の一般生徒たちは誰も気づいていない。

　ただ、紅蓮たち遊戯者の机の上にだけそのメッセージが表示され、脳内に直接ペラペン先生の声が語りかけてくる。




『《獣王遊戯祭ベステイア》の本戦──超リアルな【箱庭ゲーム】をやってもらうためさ!!』




　周囲を見渡せば一般生徒たちは目を輝かせてペラペン先生の説明を聞いている。しかしその反応はおかしい。《獣王遊戯祭》の存在を知らない生徒からすれば疑問だらけの内容。もっと怪け訝げんな顔を見せるはず。

（つまりこれは……俺達に聞こえる音と、一般生徒に聞こえる音を分けてるってことか）

『ビンゴ!!　鋭いね～、砕さい城じよう紅蓮クン！』

（そして脳内の言葉をそのまま拾い、返答までする……か。さすがの技術だな）

　紅蓮は皮肉めいた思考とともにペラペン先生を睨にらむ。

　会話を繰り広げる彼の姿を見て、可か憐れんや朝あさ人となど他のメンバーもようやく状況を呑のみ込こんだようで。

（秘匿回線の念話、みたいなものでしょうか？　……ハッ、お兄様の思考を覗のぞける!?）

（……お前の邪念もダダ漏れだぞ、砕城可憐）

（馬鹿にしないでください。クオリアでの遊戯ゲームも経験してるんです。完全秘匿思考と会話用のチャネルを切り替える術すべくらい心得ています。──今のは、お兄様の思考を覗かせてくださいという妹ならではのおねだりですよ？）

　と、クオリアに似た要領で互いに会話できることを確認しながら雑談を交わしていた。

（知りませんでした……。我が国の技術がここまで発展していたとは）

『フフ、それはキミ自身の、権力の低さを証明してるねぇ』

（……ッ！）

『おっと、怖い目だ。うーむ、これ以上無駄口をたたいて怒られるのも馬鹿らしい。──ここらで本題に入るとしよう』

　ユーリの鋭い視線をかわし、ペラペン先生は続ける。

『残念ながら……フッ。仮想空間でのアルセフィアでも、ここ第六区画は惨さん憺たんたる有様だ。他国と比べて雲泥の差。以前の総督による失政が招いた結果だ。自業自得と言えよう』

　投影されたミニチュアの第六区画。その街並みは中央の観光地を除けばひどく貧しく、スラム同然の陰鬱な通りにバラックじみた家を建てて住んでいる者ばかり。

　華やかな観光地や質しつ実じつ剛ごう健けんな労働者が住まう他の区画に比べて、貧富の差は一目瞭然。

『黒板に表示された数字を見てくれるかね？　これはＣＰ……シビリアンポイント。担当区画に住む国民の民意を示すものだ』

　オンライン上で行われる各区画の国民投票、その結果から算出された支持率。

　このポイントを割り振ることで、仮想上のアルセフィア各区画の行政を自由に動かし、発展させてＣＰを上げ、最高得点を目指す。

　それがこの【箱庭ゲーム】の基本ルール──。

（つまり、ＶＲ上の仮想の街を運営するシミュレーション、ってこと？）

『うむ、そういうことだ。そしてこれは全国民に公開され、皆がその勝敗を見守っているのだよ』

（なるほどね。生徒へのプレゼンテーションに偽装し、遊戯者プレイヤーにだけ《獣王遊戯祭ベステイア》のルール開示とチュートリアルを行う。なかなか面白い趣向じゃないか）

　ペラペン先生との問答の末、朝あさ人とはそう思考して微笑ほほえんだ。

『全国民が注目している、というのは大げさではない』

　ふたたび空中に表示される立体ディスプレイ。

　そこに映し出されるのはアルセフィア王国の街並み。端末を片手に歩くビジネスマンや、街頭の公衆モニタに列を作る労働者まで、そのすべてが──

『現実を反映した仮想データの街を運営、その政策の結果は隠すことなく公開される……繁栄も衰退も、その予想される未来を余すところなく知った市民は、それによって為政者の器を判定する』

　市民が次々と端末をタップする。その結果は集計され、デジタルな数字となって集う。

『六総督の手腕を市民はつぶさに観察し、最も優れていると感じた者に投票する。そして支持が最も高い者こそが選ばれ、より大きな権限を与えられる、というわけだ』

　いわば民の期待、支持をそのまま数字にしたのがＣＰである。

　投票は自由。住んでいる区画に関係なく、有能だと思う総督に投票できる。

　シビアな『国民投票』によってＣＰは弾はじき出され、配布されるのだ。

『目先の支持率欲しさに国民にバラ撒まくか？　将来の発展のために犠牲を強いるか？　フフフ……政治手腕が問われるだろう？　ゲームの進行具合は常にオンラインで公開されている。ごまかしは効かないよ？』

（……質問します。現在、ＦクラスのＣＰは１０００と表示されていますが）

　口元を手で覆い、含み笑いをするマスコットに、可か憐れんが手を上げて質問を投げる。

（最初は皆、１０００ＣＰから平等に開始される……そう考えてよいのでしょうか？）

『もちろんだとも！　と言いたいところだが、残念。世界は残酷にも不平等でね』

　パキッ、と指を鳴らすような音。

　順調な発展を見せるＡクラスや比較的安定したＤクラス、各クラスのミニチュアがペンギンの周囲をクルクルと回り、豊かな街並みや国民の笑顔がアップになる。

『見るがいい、この笑顔を。繁栄のもとにいる国民と……』

　続いて映し出されるのは、観光地ルートから外れたスラムの画像。

　痩せ細った子供、病気でもなお働かねばならない老人、無気力な労働者。

『貧困と不平等に苦しむ者。スタートラインからしてここまで違うのだ。その両者が同じ条件で戦うなど、それは明らかな間違い……そうだろう？』

　回りくどい前振りとともに、ＡＲモニタに数字が表れる。




『Ａクラス、１２９０００ＣＰ。

　Ｂクラス、９８３００ＣＰ。

　Ｃクラス、７５１００ＣＰ。

　Ｄクラス、３８４００ＣＰ。

　Ｅクラス、１１７００ＣＰ。

　そして最後にＦクラス、１０００ＣＰ。

　２ケタもの差──これが残念ながら、現時点の第六区画の現実なのだよ』




（……ここまで酷ひどいとはな。明らかに不利な条件だ）

　あまりに露骨な差がついている。

　住民の満足度、支持率がそのままポイントに反映されるということは、現状満たされている区画は何もしなくても最初から高ポイントが約束されるということだ。

　そうではない底辺が割を食う。金持ちは肥え、貧民は成り上がりなど夢のまた夢──。

（あまりにも不平等です。これでは公平な遊戯ゲームとは言えないのでは？）

　可憐はじろりと猜さい疑ぎの目を向ける。

　だが、ペラペン先生はフッと生意気に肩をすくめて。

『諸君らの疑念、もっとも。だが、何か大切なことを忘れてないかね？』

（大切なこと？）

『これは遊戯であり、選挙なのだよ』

　可か憐れんの問いに、ペラペン先生は突き放すようにそう答えた。

（……わかっていた、ことなのです）

　ユーリは火刑に処された貴族のような面持ちで、辛つらい記憶を語る。

（先代の、第六区画の総督──私の母は、善い人でした）

　経済的に遅れた第六区画。貧しい市民に繁栄の果実を味わわせたい。

　豊かな暮らしを、発展を求め、さまざまな政策を導入し、税収を民に還元し続けた。

（ですが……そのことごとくは、失敗しました。国民の負担を憂えて税率を下げ、投資を呼び込んで雇用を増し、先先代からの蓄えを使って市民生活を改善したのに……）

（投資詐欺……ですね？）

　そう言ったのは、投資の聖女フラヴィア・デル・テスタ。

（関係の深い日本企業からの投資や援助、と安心して受け入れた。ですが、その企業は裏でアメリカ系の投資家に経営権を握られており、狡こう猾かつに諸条件を操っていた……）

（……はい。第一王子カールス……王位継承を争うかの者による、罠わな。第六区画の乏しい資産を吸い上げ、第一区画を肥やす餌とする企たくらみに、気づいた時には）

　投資は引き上げられ、雇用は消え、軽減した税率は元に戻るどころか負担を増し。

　辛うじて残されていた諸権利は急激に膨らんだ負債のツケとして犯罪組織まがいの連中に売却され、実質動きを完全に封じられた、哀れなブタに成り下がったのだ。

（……今、民は私を。総督を、深く恨んでいるでしょう。期待が大きければ大きいほど、それが破れた時の失望は大きく……恨みのはけ口となった母が去った後、そのぶつけ所となる私は沈黙したまま、公に姿を見せず、何の対策も打てずにいるのですから）

　正確には、したくてもできなかったというのが実情だろう。

　当然だ。乏しい税収や観光による収入はヤクザに吸い上げられ、辛うじて総督府の建物を維持するのが精一杯。自治体の破産すら視野に入るほどの窮状だったのだ。

（失礼ですが、お母様は……亡くなられたのですか？）

（いえ。スイスの病院で、入院しています。……民の恨みを、嘆きを聞き、優しい母の心は壊れてしまいました。記憶に蓋をしなければ、生きていくのが難しいのでしょう。私やユリウスの顔さえ、あの人はもう憶おぼえていません）

　可憐の質問に、ユーリの背中が震える。

　皮肉そのものだ。瞬間記憶能力者の彼女は、すべてを忘れて逃げることさえできないのだから。

　共感覚の力で視みえる、ユーリの体から立ちのぼる哀かなしい色。

　母から受け継がれた負債、心の傷。

　それは今なお彼女を責め、強い痛みを与え続けているのだと紅ぐ蓮れんは理解した。




『──と、だいたいゲームの動きは説明したな。では、まとめだ！』

　紅蓮をはじめとするメンバーの端末、そのメッセージアプリに、まとめた情報が投下される。




※※※※※【獣王遊戯祭ベステイア　詳細ルール《１／６》】※※※※※

【遊戯ゲーム終了条件】４週目の最終日が終わること。

【勝利条件】遊戯終了時点で最もＣＰを所有していたクラスの勝利とする。

【脱落条件】総督府を制圧されたクラスは遊戯終了を待たずに脱落とする。

【報酬】勝利したクラスの総督は、アルセフィア王国の次期王位継承権を得る。




・ＣＰは毎日深夜０時に配布される。

・配布されるＣＰの数値は、その時点における国民の民意および「王の資質」を反映したものである（具体的な算出方法は非公開とする）。

・１週間毎ごとに１区切りとし、毎週日曜日の時点でのＣＰを比較し、上位３クラスにはボーナスを与える。尚なお、ボーナスの内容はそのときが来たら明らかとなる。

・各クラスは遊戯開始時「総督府」１つ、「軍事拠点」５つを所有している。

・「総督府」や「軍事拠点」には１人以上の「遊戯者プレイヤー」を配置できる。

・毎朝８時から９時までの１時間内に、「遊戯者」の再配置を行うことができる。もし再配置を行わない場合、前日の配置を引き継ぐ。

・配置された遊戯者の名前、およびプロフィールを閲覧できるのは自陣営の遊戯者のみ。他勢力の人間には情報がマスクされる。

・ただし《看破ペネトレイト》された遊戯者の情報は全陣営に公開される。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※




（……将棋のように駒を並べる感覚で、私たちを配置する、と？）

（そうなるね。そして、配置された遊戯者の名前やプロフィールは、他勢力には【？】としか表示されない）

　可か憐れんが発言し、そして朝あさ人とがルールを補足する。

（《看破》というのは……）

（次のページに説明があるよ）




※※※※※【獣王遊戯祭　詳細ルール《２／６》】※※※※※

【《看破ペネトレイト》について】

・情報がマスクされた遊戯者プレイヤーの「顔」と「名前」をクオリアに申告し、《看破》と宣言。

・その内容が正しかった場合《看破》成功となり、対象の遊戯者の「顔」「名前」「配置された軍事拠点の場所」のすべてが公開される。それは遊戯ゲーム進行中継続する。

・その内容が正しくなかった場合《看破》失敗となりその時点で所有しているすべてのＣＰを失う。又、ゲーム終了まで《看破》の権利を失う。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※




（……獅し子し王おう学がく園えんで行われたフェイクポーカーの《審判ジヤツジ》に近い発想、ということか）

（キミにとっては苦い思い出、だね？）

（……ふん）

　かつてフェイクポーカーで可か憐れんに敗れた『水みず葉は』の言葉を受け、朝あさ人とが続く。

（誰がどの拠点に配置されているのか……。その情報は次のページに書かれてる【戦争】ルールを大きく左右する、重要な情報になる）

　続いて彼が示した内容は、この都市運営シミュレーションが決してただの箱庭、内政のみのゲームではないという証あかし。敵対勢力への攻撃手段を示唆するもの。




※※※※※【獣王遊戯祭ベステイア　詳細ルール《３／６》】※※※※※

【《戦争》について】

・５０００ＣＰを支払い、《戦争》を仕掛けられる。

・１人以上の遊戯者が《戦争》を宣言し、クオリアシステムに申請することで発動。

・《戦争》を仕掛ける側を「攻撃側」、仕掛けられる側を「防衛側」とする。

・各クラスはそれぞれ国境を接する区画の「軍事拠点」に対して《戦争》を行える。

・軍事拠点を有していないクラスに対してのみ「総督府」に対して《戦争》を行える。

・《戦争》を仕掛けた「軍事拠点」あるいは「総督府」に遊戯者が配置されていなかった場合、その場所の所有権は無条件に「防衛側」クラスから「攻撃側」クラスに移る。

・《戦争》を仕掛けた「軍事拠点」あるいは「総督府」に遊戯者が配置されていた場合、勝敗を決するためのミニ遊戯を始める。遊戯内容はクオリアシステムによってランダムに指定される。

・あらかじめＣＰを支払い「軍事拠点」を強化しておくことで、その投資ＣＰ額に応じて、ミニ遊戯に何らかのボーナスが与えられる。

・尚なお「攻撃側」「防衛側」ともに複数人の遊戯者が対象となる場合、その全員が参加する形式の遊戯が選択される。

・ミニ遊戯で「攻撃側」クラスが勝利した場合、その「軍事拠点」あるいは「総督府」の所有権は「防衛側」クラスから「攻撃側」クラスに移る。

・ミニ遊戯ゲームで「防衛側」クラスが勝利した場合、その「軍事拠点」あるいは「総督府」の所有権は移動せず、「攻撃側」は賠償金として５００００ＣＰを「防衛側」に支払う。

・《戦争》によってＣＰが０を下回った場合、マイナスの数値として計算する（普段から限界を超えて投資できるわけではない。あくまでも《戦争》の賠償金でバーストしてしまった場合の救済措置である）。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※




（拠点Ａに紅ぐ蓮れんが配置されていたとして、そこと隣接する敵対勢力の拠点に僕がいる。この場合、僕が紅蓮を攻めることも、紅蓮が僕を攻めることもできるけど──離れた拠点Ｃにいる可か憐れんさんは僕らの関係に介入することはできない、ってことだね）

（わかりますけどそのネットリとしたいやらしい解説はどうにかなりませんか!?）

　朝あさ人とのいかがわしい解説に可憐の怒りが炸さく裂れつするが、仲間たちはあっさりと流して話を続ける。

（戦争を仕掛け、勝てばよし。ただし負けた場合のペナルティは大きい。──これは、かなり慎重な立ち回りが重要になりますね）

　感想を述べたのはフラヴィアだ。

（攻撃した、負けました、ＣＰを５００００も奪われました……では、話にならないからな。拠点に配置された遊戯者プレイヤーの顔や名前が非公開なのは、知れば遊戯者同士の相性や得意手を考え、攻略が非常にやりやすくなるからか）

　生徒会の騎士ならぬ『棋士』の異名をとる『水みず葉は』──即すなわち静しず火かがそう呟つぶやく。

　彼女が注目しているのはさらに次のページ、【外交】の項目だった。




※※※※※【獣王遊戯祭ベステイア　詳細ルール《４／６》】※※※※※

【外交について】

・総督および遊戯者は他陣営との外交を行い、情報やＣＰの取引が可能である。

・もしも同盟契約を結んだ場合、解消するまで同盟国同士の《戦争》は不可となり、同意があれば同盟相手の「軍事拠点」に自国の遊戯者を配置することができる。ただし「総督府」には配置できない。

・同盟関係にある異なるクラスの遊戯者が同じ「軍事拠点」に配置されており、その状態で《戦争》が発生した場合、同盟関係の遊戯者同士でタッグを組んでミニ遊戯に挑む。

・その場合の勝利報酬の配分は両クラス間での協議で決定する。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※




（つまり、同盟国同士ならタッグを組めるわけか。戦略の幅が広がりそうだ）

（色々書いてありますが、つまりは《戦争》という名のミニ遊戯ゲームで勝ち続け、他のクラスを駆逐すればいいということですね。お兄様なら余裕ではないでしょうか）

（どうだかな。ほれ、《戦争》以外のルールもかなり膨大だ）

　紅ぐ蓮れんは次ページを示す。




※※※※※【獣王遊戯祭ベステイア　詳細ルール《５／６》】※※※※※

【ＣＰ（シビリアンポイント）の用途について】

・毎日付与されるシビリアンポイント、ＣＰは以下の用途に消費、使用することができる。


　１．建物を作る。居住施設、雇用を促進する事業など、詳細は別項を参照。

　２．雇用を増やす。１名あたり１００ＣＰを支払う。

　３．「軍事拠点」の維持費を毎日１拠点あたり１００ＣＰ支払う。

　　　１日に消費するＣＰを増やせば《戦争》時の遊戯を有利にするボーナスを得られる。

　　　１拠点あたり５００ＣＰまで増資可能。

　４．研究に投資する。支払うＣＰによって作成可能な建物、「軍事拠点」のボーナスを拡大する兵器アイテムなどが入手できる。

　５．教会に寄付を行う。設定された国民ＮＰＣは総督の寄付額に応じて信徒となり、その数×１００ＣＰを宗教税として総督に寄付する。



※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※




（このままだと、私たちが得られるのは１日あたり１０００ＣＰ。つまり……）

（拠点の維持費、１つあたり１００──５つで５００ＣＰを払ったら、残りは５００ＣＰしか残らない）

　ユーリの言葉に朝あさ人とが答え、そしてため息を漏らす。

（……明らかに不利な条件だね。こちらが１日５００ＣＰ、トップは１２８５００ＣＰを毎日使える計算になる。ここまでトップとの差があると、もう笑うしかない）

（２倍、３倍ならまだ望みはあるかもしれん。だが、これだけ圧倒的な資本の差があっては、正直どんな手も虚むなしく感じる……文字通り、圧殺されるぞ）

　朝人の嘆きに『水みず葉は』が続き、わずかな沈黙がのしかかる。

（……そして、最後のルール──）

　だが、その空気に潰されることなく。

　ユーリが目を通した文言。それは──……。




※※※※※【獣王遊戯祭　詳細ルール《６／６》】※※※※※

・皆さんのあらゆる意思決定、シミュレーションの進捗は、国民に見られています。常に「王」にふさわしい行いを心掛けましょう。




【以上】

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※




（この遊戯ゲームは正真正銘、次期国王を決める選挙、ということですね。ですが、これは……やはり、あまりに不平等な条件に感じます。運営側に抗議するべきでは？）

（そうはいかないさ。あのペンギンが言った通り、これは候補者の器──事前の国民からの評価が正当に反映されている、ってだけの話だ。平等な条件を主張することこそ不公平。──クオリアは、絶対にそれを認めない）

　事前準備の差。圧倒的な経済の不調、絶望的な低支持率、ドン底の数字。

　ある意味、それはユーリに対し『お前は無能だ』と言っているに等しい。

　だが紅ぐ蓮れんの言葉を受けて、ユーリは。

（……はい。甘んじて、受けます。不利は承知の上で、私はすべてを賭けると決めたのですから）

（なら、いい。……やるしかない。配られたカードで勝負するさ。……やることは多いが、まずは一歩ずつクリアしていくことだ。拠点を空にしたままだと、他の区画に攻められたらあっさり陥おちる。早めに配置するべきだろう）

　次に重要なのは……一にも二にも、まずは情報。

（現時点で最も弱く、最も強いのがＦクラス。第六区画……つまり、俺達だ）

　五年間の無敗、絶対勝利のチケット。砕さい城じよう紅蓮を保有する価値は、それほど大きい。

（敵にしてみれば、俺の位置だけは絶対に掴つかみたいところだろう。俺の配置された拠点を掴み、《看破ペネトレイト》をかけて位置情報を抜けば……後始末は一気に楽になる）

（紅蓮のいない場所を狙って拠点を奪い、囲んで同時攻撃、かな？）

（他にも兵器の開発やら投資やら、遊戯を有利にする手段が複数あるからな。俺の所在が不透明なうちはそうした策を打つのも難しいが、居場所が割れれば可能になる）

　朝あさ人との質問に答えつつ、紅蓮は次に打つ手を思考する。

（まずは留学生に紛れた遊戯者プレイヤーを特定すること、逆にこちらの遊戯者を特定させないこと。この二つを並行してやらなきゃならない）

　言いながら、紅蓮は端末に送られてきたデータをメッセージ画面に添付する。

　それは──ＡＲモニタに表示されていた、Ｆクラスの座席表だ。

（確認だ、ユーリ。この座席表だが……他のクラスの分は見られるか？）

（はい。私達のものも隠せませんが、その代わり他陣営の分も見られます）

　座席表にはクラスに所属する留学生、全員の名前が書いてある。

　それと教室の内部を照らしあわせれば、全員の顔と名前が一致するはず、だが……。

（ですが……お兄様。正直に相手陣営が、座席表に従って座るでしょうか？）

　用心し、他の生徒に話をつけて席を交換する。

　遊戯者プレイヤーの正体を掴つかむ《看破ペネトレイト》には顔と名前が必要だ。遊戯者ではないかとアタリをつけ、《看破》を仕掛けても一致しなければ、大きなペナルティを受けることになる。

（打っておいて損のない布石です。……今からでも遅くありません。不自然なのは承知の上で、せめてお兄様だけでも席替えをしてはいかがでしょう？）

（……そう、だね。一般生徒が難しいなら、僕と代わるだけでも撹かく乱らんにはなると思う）

　可か憐れんと朝あさ人とのメッセージが、危機感を反映するように素早く届く。

　だがそんな即レスを眺めながら、気のない表情で紅ぐ蓮れんは次のメッセージを入力した。

（いや。席はこのままでいい）

（え……!?）

（普通に考えれば、馬鹿正直に座席表に従う遊戯者はいない。すり替わり、入れ替わるのが前提──だからこそ、このままでいいさ。ヘタに小細工するより裏の裏を狙う）

　手段を問わなければ、紅蓮にとって敵陣営の遊戯者を特定することは容易たやすい。

　ひとりずつ声をかけて話をすれば、遊戯者には特有の『色』が視みえる。

　紅蓮の異能、共感覚の前に嘘うそや偽装は無意味だ。それこそ自らの脳を自力で改造する、御み嶽たけ原ばら水みず葉はレベルの暗示や欺ぎ瞞まん、異能力のたぐいが無い限り、まず見破れる。

　だが、それは諸もろ刃はの剣。そんな聞き込みをした時点で『砕さい城じよう紅蓮』は遊戯者だ、と宣言するようなものだ。こちらの正体というカードを切る危険は、得られる利益より大きい。

（では、拠点への配置はどうする。……我々Ｆクラスの拠点は５つ、便宜上名をつけると、最も中央寄りの一号拠点はＡ・Ｃ・Ｄクラスと国境を接している）

『水葉』が険しい顔で言う。

　つまり最も攻められやすく、守りづらい激戦地。

（区画東側を守る二号拠点はＣクラスと、西側の三号、四号はＤクラスと接している。事実上、どことも国境を接していない安全地帯は区画東南の総督府のみだ。素直に打つなら、激戦地に砕城紅蓮を配置し、他を実力者で固めるべきだろう）

（そうか。なら、そうしておけ。総督府にユーリ、それ以外は適当に）

（は？　……もっと考えるべきだろう、勝つ気がないのか!?）

（別にいいさ。今日はまず、戦争は起きない。明日には再配置できるようになってるから、今日に限ってはどこに遊戯者を配置しても同じだよ）

（え？）

　あっさりと打ち込まれた情報に、静かな緊張と疑問が仲間達を襲う。

　振り返るような怪しい真ま似ねをする者はいない。だが、それでもポーカーフェイスの裏で疑問に取とり憑つかれたか、すぐにメッセージが着信した。

（……どういうことですか？　まさか、私の知らない情報を……!?）

　ユーリの危機感を感じさせる文面に、紅ぐ蓮れんは平然と返信した。

（シンプルに、旨うま味みがない。俺達は１０００ＣＰしかない最弱、だが俺の関与が示唆され、ヘタに手を出せば反撃を喰くらう可能性があるくせに、潰しても得られるのは安い拠点だ）

　言わば痩せ細った犬のようだ。

　ヘタに手を出せば噛かみつかれ、倒したところで戦利品もほとんど旨味がない。

（リスクだけ大きく、リターンがない。不ま味ずいくせに毒のある虫を食う鳥はいないさ）

　そんな相手を──初日から本気で潰しにかかる者はそういないだろう。

（……では、今日のところは様子を見る、ということですか？）

（ああ。他にやることもあるからな。そうしよう）

（他に……です、か？）

　隣席に座ったユーリが向ける哀願の眼まな差ざし。

　遊戯ゲームより優先すべきことなどない、とその顔が言っているのを悟って、

（ああ。──まずは、授業だ。せっかくまともな勉強をするチャンスだってのに、ずっと謎システムでお喋しやべりしてるなんて、態度が悪いにもほどがある。教師にも悪いしな）

（……そ、そんなことですか!?）

　疑問をぶつけ、不安げな目をこちらに向けるユーリ。

　その素直な反応に、ついついからかいたくなる悪戯いたずら心を抑え、紅蓮は想おもう。

（まずは、外交からだ）

　たったの１０００ＣＰ。トップ層との絶大な資本の差、地力の差は──

　それこそ静しず火かやユーリが言うような、『普通』のやり方では絶対に埋まらない。

（自分に力が無いのなら、ある者を操り、動かせばいい）

　酷薄な結論を誰にも言うことなく、砕さい城じよう紅蓮はトークアプリを止めて端末を閉じる。

　ＡＲ技術の紹介を終え、ペラペン先生はすでにいない。

　これから始まる午前中の授業、普通のカリキュラムを楽しみに待ちながら。




（勝ち筋は、もう──見えている）




　最初の授業が始まるまで。

　紅蓮は頬ほお杖づえを突きながら、あたりを囲む『普通』の留学生達を眺めていた。
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●北欧サバ味み噌そ会談




「サバ味噌定食。……ご飯大盛りで」

『かしこまりました。お席へお持ちいたしますので、少々お待ちください』

　表示されたコードを端末で読み取り、食堂の管理ＡＩに決済を済ませる。

　チャリン♪とコインが跳ねるような音をたてて会計が終わるのを確認すると、紅ぐ蓮れんは不自然にならぬよう、そっとあたりを見回した。

（午前中の授業は、あんなもんだろうが）

　初日ということもあってか、自己紹介やオリエンテーションめいた話し合い、授業方針の説明などで半日が過ぎた。偽装の必要上、他のメンバーとは他人を装っていたものの……。

（……思い切り浮いてたからな。黙っててもキャラが濃い奴やつらってのは問題だ）

　内心、思わず苦笑する。朝あさ人とはタレント顔負けのイケメンぶりだし、『水みず葉は』や可か憐れんにフラヴィアも世間的な基準で言えば超絶美少女。

（ただ名前と好物を語るだけで、あんなに盛り上がるとは……。

　マンガだけかと思った。ガチで女子ってキャーとか叫ぶものなんだな……）

『白しろ王おう子じ朝人です。……好物は、焼きたてのパンかな？　よろしくお願いします』

『キャ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!?』

　朝あさ人とがはにかんだ笑みを浮かべて自己紹介すると、即座に上がった黄色い悲鳴。

　何事かと思ったが、単に魅了された女生徒が声を抑えきれなかっただけらしく……。

「ガチの一般人ってのは面白いもんだ。キャーって歓声をアニメ以外で初めて聞いたぞ」

「そういうものなのですか？　詳しくはありませんけど、あれはあれで異常な気が……」

　感心する紅ぐ蓮れんの隣へ滑り込むように現れた人影に、声をかける。

「おう、可か憐れん。昼、何頼んだ？」

「フルーツサンドとサラダのセットを。お兄様は、和食ですか？」

「ああ。お前の味み噌そ汁しるに比べたら落ちるだろうが、やっぱり舌に合うからな」

　クラスで唯一偽装の必要がないのが、可憐だ。

　名簿に同じ苗みよう字じ『砕さい城じよう』で登録されている以上、距離をとったところで不自然なだけ。ならいっそ普通に接して問題ない、ということで積極的に間近にやってくる。

「はきゅんっ♪　……嬉うれしいことを言わないでください。今、喉元まで彼女たちと同じ、尊さが形になったような声が飛び出す五秒前でした……！」

「何な故ぜそうなるのかよくわからんが……。他の連中も昼飯か？」

「ええ。無事、クラスに溶け込めたようです。一部を除いて……ですが」

　女子を中心に人脈を築きつつある朝人、逆に男子の頂点に君臨しつつあるフラヴィアの姿は、このアルセフィア王立学園学生食堂にはない。教室で持ち寄った料理や弁当をつまみつつ談笑しており、その盛り上がりぶりはちょっとした合コンのようだった。

（まあ、現物を見たことがあるわけじゃないが。あんな感じだろう）

『水みず葉は』は目立たないよう、その圧倒的な美貌を持ちながら慎重に立ち回っている。

　人目を惹ひかず、物静かな物腰でお嬢様然とした態度をキープしながら、社交辞令以上の会話をせずに距離を保っている感じだ。そのあたりの演技力はさすがと言っていい。

「あれでコミュ力がもう少しまともならな……」

「ですね。現状、高たか嶺ねの花はなといった雰囲気を保ててはいますけれど」

　中身は多少アレでも、そうした面では信頼に値するのが『水葉』──御み嶽たけ原ばら静しず火かという人物だ。そして残るはユーリ、彼女だが……。

「ユーリを見たか？」

「ええ。別のところで食事をとる、とふらりとどこかへ行ってしまいました。

　一般生徒に会食を誘われていたようですが、すべて断ったようですね」

「……必要以上に仲良くはできない、そういうことなんだろうが」

　アルセフィアという姓を公開している時点で、彼女が王族関係者ではないかと噂うわさが立つのは避けられない。

　それゆえ興味を持った生徒に囲まれていたが、彼女は丁寧に、かつ決定的な距離を保ちプライベートなことは一切口にすることなく、そうした誘いを断っている。

「そんなところも貴族っぽい、と一般生徒の方々は感心していましたが……。あまり続くと、感心が反感に変わるかもしれませんね。少々、注意が必要かもしれません」

「だな。……だが、それはお前も似たようなものだぞ。もう少し他人に関心を持てよ」

「お兄様だって、アニメの話題を振って思い切りお滑りになっていたような……」

「……そ、そんなことはない……！　忘れろ、頼むから。……くっ」

　一般人の前での自己紹介。そんな突然の事態に少々混乱しつつも、前々から考えていた趣味の日常アニメ鑑賞と今期の推し作品を絡めた挨拶でフレンドリーを狙ったのだが。

『砕さい城じよう紅ぐ蓮れんだ。好きなものは……アニメ、かな。人生で大切なことを学んだ』

『へ～。具体的にはどんなのが好きですか？』

『日常系かな。ゆるふわで波乱がなくて共感性羞恥を突かれるような面倒くささがなく、延々何も考えずに見てられるようなヤツがいい。具体的には今期なら……！』

『そ、そうなんだ……!?　あの、次、次お願いします！』

　……かなり強引に流された気がして、若干傷ついたものの、それはそれで。

「まあ、偽装の観点から見てあまり仲良くなるのも何だし、いいか……」

「お兄様、意外とガチで傷ついているのでは……。お兄様のためでしたら、男女を問わず適当な一般留学生を狩ってきますので、どうぞいくらでもご歓談を！」

「するな。ここは何でもかんでも遊戯ゲームで解決するようなところじゃない。

　……その点は、前いたあそこよりずっと普通っぽくてテンション上がるんだが」

　とはいえ、遊んでばかりもいられないのも事実で──。

「可か憐れん、すまないが食事は一人で頼む。知った顔に挨拶をしてこなきゃならん」

「……知った顔、ですか？」

「ああ。どうせ来るだろうと思っていたが、予想通りだ。……『頼む』」

「はい。……わかりました、『お兄様』」

　言葉尻に力がこもる。紅蓮が何気ない会話に混ぜた含みを察して、可憐は身を引く。

　悪いな、と軽く会釈してから、紅蓮は自然光あふれる食堂を大きく見回した。

（北国だから、太陽光を採り入れる工夫をしてあるのか。眩まぶしくて、暑いくらいだな）

　南側の壁と天井がガラス張りになっており、白を基調とした洒落しやれた席がずらりと並ぶ。かなり高さがあり、城壁の端とアルセフィアの街並みが一望できる絶景は、学校より高級ホテルのラウンジを思わせる。そんな中、大勢の生徒が昼食を愉たのしんでいるが。

（よく見れば──見えない壁が、あちこちにある）

　人種、国籍、言語。各国ごとに隔離された留学生達の接点となるのが、この食堂だ。

　古こ今こん東とう西ざい、食事を共にするのは外交の常じよう套とう手しゆ段だんである。トップ同士が食事を交えながら大きな交渉をまとめるのは、旧時代から現代まで続く外交戦のひと幕だ。

（そもそも、この食堂の作りそのものがそのために用意されている……か）

　利用者はまず入り口でタッチパネルを使い、食事を注文する。

　その後オープン状態のカフェテラス、あるいは個室を選んで席につけば、自動的に端末から位置情報が送られ、給仕役のドローンが食事をそこへ運ぶ、という仕組みだ。

　開放されたテラス席、人目を避ける個室。両方が用意されているのが──いかにも密談、交渉の場に使えと言わんばかりで、その意味を理解している者はすでに動いていた。

（ざっと見ただけだが、すでに数組が個室を利用している。他の勢力が初期交渉中……か。当然だろうな、うちのように大差がついてるならともかく、さして差がないのなら」

　トップ、Ａクラスに追いつくため下位や中堅が結託すれば、逆転の可能性は十分にある。

　そんな動きをむしろ当然のことと感じながら、紅ぐ蓮れんはテラス席を軽く見渡して、目当ての人物がいるであろうグループを見つけた。

「……北欧まで来て、サモワールで紅茶か。普通の品には見えないが、私物か？」

「ああ。我が家に伝わる伝統的なものだ。これで飲まなくては、茶とは言えない」

　怜れい悧りな美貌でつっ、と剃刀かみそりのように鋭い視線が流れてくる。

　ざわり……と食堂の一画で動揺が波打つ。オープンテラスの一画、見るからに屈強そうな男子生徒が中心に集ったそこは、活発なロシア語での会話をピタリと止めて、突然自分達のエリアに入り込んできた異物──砕さい城じよう紅蓮を、警戒の眼まな差ざしで睨にらんでいる。

　そんな中、彼らの中心に位置する人物。

「ストロベリー・ジャムをたっぷりと入れるのが本国流だ。一杯どうだ？」

　獅し子し王おう学がく園えんの制服を身につけたロシア美女の誘いに。

「遠慮なく頂こうか。──ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。先日以来だな」

　平然と乗って、紅蓮は軍隊教育を受けているであろうロシア人留学生達の間に入り──煌きらびやかな装飾の施されたロシア式湯沸かし器サモワールからティーポットを外し、煮出した紅茶に熱い湯を加えて適度な濃さに調整してカップに注ぐ女、その名前を呼ぶ。

「ふふっ……。捨てたオンナに話しかけてくるとは、例の『ルール』を見たからかな？」

「その妙な認識は捨ててくれ。俺はお前とつきあった覚えはないんでな」

「つれないな。……交渉には親しみが必要だ。ここは乗ってくれてもいいだろう？」

「適度な緊張感と距離感も必要だよ。特に、手を組めるか組めないか──シビアな判断を下すためには、お互いに譲歩する気があるかどうかってのは重要だ」

　旧ソ連の秘密諜ちよう報ほう機関、ＫＧＢにその源流を求めるロシア系遊戯者プレイヤー集団。

　国家間遊戯ゲームや大企業の代理として利益を貪る《黒の採決ブラツクバウト》に絡む工作員。

　そのボスにしてかつて紅蓮と戦い、情報戦で手玉に取られた過去を持つ女……！

「話次第じゃ妙な手先をけしかけてきた件や、それ絡みのトラブルは忘れてもいい。大した損害じゃないにせよ、クオリアの正式調停を受けるのはそっちにとっても失態、減点対象だろう？　上に痛い腹を探られるリスクが減るはずだ」

「……さてな。あの道化師のことなら、我がロシアとは無関係だが？」

　日本、獅し子し王おうレジャーランドで《獣王遊戯祭ベステイア》参加者を決める選抜戦を行っている最中、非正規の遊戯者プレイヤーである《道化師》を使い、介入してきた黒幕は彼女──ミラだ。

　巧みに隠蔽しているし、証拠はない。まずクオリアの調停を受けても罪に問われる事はないだろうが、正式な司法の場に引き出される事そのものが経歴の汚点になる。

「失態は失態だ。……お前の国は伝統的に、身内の失敗に厳しいだろう？　上のポストを空けるためなら積極的に足を引っ張るヤツが大勢いる。隙は少ないほうがいいはずだ」

　強がるなよ、と言外に含みを持たせ、紅ぐ蓮れんは自分で椅子を引き、ミラの正面に座る。

　すかさず、美しい白磁のティーカップに琥こ珀はく色いろの紅茶が注がれ、ジャムの小瓶とともに差し出されるが──芳香を漂わせる湯気だけを嗅ぎ、口はつけずに。

「お互い、握り合ってる『情報』は同じだ。……妥協できると思わないか？」

「《看破ペネトレイト》。素性が割れれば守備に設定された配置が割れる。お前という最強の駒の顔と名前は、資本主義者どもにさぞ高く売れるだろう。……私自身のそれよりも、な」

　砕さい城じよう紅蓮とミラ。二人は互いの顔と名前、そして素性を誰よりもよく知っている。

『そうではないか？』『きっとそうだ』──まことしやかに語られる推測が、確定する意味は大きい。ロシア系遊戯者の主力であるミラ、そしてかつての最強が──。

「配置が漏れるのは、核弾頭の配置図に等しい最重要情報。だが……報復として私の情報をお前が晒さらすとしても、お前の情報につく値段を考えれば釣りがくるな」

　からかうように言う女スパイに、紅蓮は平然と返す。

「だからこその追加だ。お互いの不干渉──俺はお前を知らないし、お前も俺を知らない。その体を保ってくれるなら、インチキ親父おやじに調停は取り下げさせてもいい」

「確約しないあたりが狡こう猾かつだな。ホイホイと食いつけば裏切るつもりだろう？」

「お互い様だ。隣人は大切にしよう。そして後で裏切ろう。そんなものはお前ら欧州系の独壇場、ややこしい外交の場は最も得意とするところ……違うか？」

　旧時代、文明ストラテジーゲームの定跡からネット上で生まれた名言に、ミラは──

「……ふふふ」

　あえて答えず、自分のために淹いれた紅茶を優雅に嗜たしなむ。

（この女があえて目立つオープン席に居たこと。それが既にメッセージだ）

　ただ景色を楽しみ、食事をしていただけなどと思えるほど、砕城紅蓮は初う心ぶではない。

（俺はこいつの名前と素性、その正体を知っている）

　ロシア系の遊戯者、闇の世界に熟達した女スパイ、熟達の工作員と。

　だがあちらもそれは同じこと。かつて最強の伝説を残した遊戯者、砕城紅蓮の名前と顔、そして彼に比べれば小粒とはいえ、獅し子し王おう学がく園えんの参戦メンバー全員の情報を得ている。

　賭けられるチップはあちらが上。だが……！

「名前を変えもせず、顔もそのまま。プライドの高さは相変わらずだな、ミラ」

「……ほう。我がＤクラスの情報を見たのか？」

「公開されている座席表を確認しただけだ。……あのレジャーランドで再会した時、俺はお前だとすぐわかった。あの頃から顔を変えてなかったからな」

　それが、常に命がけの遊戯ゲームを続ける者にとってどれほどの難行か──。

「顔や素性がバレるリスクを負っても、お前は自分を貫いた。ロマノフ王朝から続く家名、伝統に誇りを持つお前なら、偽りの名を名乗ったり、他人に自分の名を貸したりしない」

「……大したものだな。いつものその赤い『眼め』の力か？」

　じっと、ルビーのように淡く煌きらめく瞳を見つめながら、ミラが囁ささやく。

　つっ……と、透明なマニキュアを塗った滑らかな爪が顎を掻かき、猫を撫なでるような手つきで伝うのを感じながら、紅ぐ蓮れんはいささかも動じることなく、彼女を見つめ返した。

「そんな小細工すら必要ないな。昔、俺に近づいた時すら偽名を使わなかったお前の──『みら』を名乗っていた少女のこだわりを思えば、当然だろう」

「……！　覚えて、いるのか……!?」

「当然だ。あの一件は胸むな糞くそ悪い思い出だらけの《黒の採決ブラツクバウト》でもトップクラスにムカつく出来事だったからな。お前というより、お前に命じた大人が気に入らなかった」

「そ、そうか……。い、一番、か。くふふふふふ……♪」

　なぜか嬉うれしげに、ミラは頬を赤らめると己が身を抱く。ゾクゾクと背筋を伝う快感に、愉悦にわずかに背中を揺らしながら、彼女はそっと紅蓮の耳元に舌を寄せた。

「……ときめくぞ、紅蓮。たとえ悪であろうとも……お前の一番は、嬉しい」

「これだ。あの頃の初う心ぶな女の子はどこ行った。束縛大好きのドＳしか残ってない」

　細い眼に熱を帯びて言うミラを押しのけると、紅蓮は呆あきれた顔で続けた。

「お互い、致命傷になる情報を握っている者同士。……利害は一致するはずだ」

「同盟を組もう、とでも言うつもりか？　……お前と組めるのは確かに大きい、だが……陣営としてのＦクラスに魅力はない。支持率皆無の落ちこぼれではな？」

　そう、交渉の材料──カードはあちらの方がより多く握っている。

「私は直接日本入りし、そちらの選抜メンバー全員の顔と名前を知っている。お前の価値を私と同等と見積もっても──残り４人分の情報に、いくらの値をつける？」

「こちらの【軍事拠点】、４つ。この場で交渉に応じるなら、５つ全部くれてやる」

「な……!?」

　あまりに唐突な条件に、冷徹をモットーとするロシア人の貌かおにすら驚きが浮かぶ。

　それも当然だ。ゲーム開始から数時間も経たっていない序盤も序盤──それなのに、領地の護まもりを担う軍事拠点をすべて差し出すなど、まさに自殺行為。

「……支払うつもりのない条件を出して、私を釣るつもりか？」

「即応じると言ったろう。俺はうちの総督から全権を任されている。総督府は譲れんが、その他の領域はすべてくれてやるよ。手続きは今、この場でできる」

「……食事が来たようだ。食べながら、続きはゆっくりと考えるとしよう」

　パキッ！と音をたててミラが指を鳴らす。すると待機していたドローンが進み出ると、二人の座ったテーブルに料理のトレイを並べていった。

「ボルシチに黒パン、サラダか。……定番というか、相変らずロシア人らしい食事だな」

「民族の誇りは食事によって培われるからな。お前は例の駄菓子は止やめたのか？」

「あの当時はあれが俺のアイデンティティだったからな。飯より駄菓子だった、が」

　ミラは運ばれてきたロシア風スープ、ボルシチにサワークリームをたっぷりと載せて、優雅な手つきで匙さじを運ぶ。対する紅ぐ蓮れんは器用な箸さばきでサバ味み噌そ煮にの骨をとり──。

「……美う味まい。さすが北欧、魚がいける。だが米は減点だな、固い」

　炊き立ての白米に載せて食はむ。その仕草に、ミラはどこか驚いた様子だった。

「……変わったな。あの頃の……現世に現れた魔王じみた頃とは、違う。お前は……」

「衰えた、そう言いたいのか？」

「いや。……ふふっ、可愛かわいくなったぞ？　日本食とやら、ひとくちくれないか」

「食べかけをか。行儀の悪いヤツだな……ほら」

「はむっ……♪」

　差し出されたサバのひとかけらを、紅蓮の箸をねぶるようにミラは口にする。

「んっ……。美味い、な。お前の……ククク。私に取り入るために、こんなことまでする。お前のその無意識の媚こびが……私に屈したことが、何よりも……キモチイイぞ♪」

「そんな覚えはないな。これは普通の接待の範はん疇ちゆうだよ」

「フフフ……。そういうことにしておいてやろう。私のボルシチも食べるといい」

「貰もらおう。サワークリームの味はけっこう好きなんでな。で……同盟、受けるのか？」

　差し出されたスプーンで、赤い根菜の色がついた独特のスープを口に運ぶ。

　牛肉のコクを引き出した深い滋味を感じるそれを舌から喉へ送りこみながら訊たずねると、ミラはきゅっとセクシーな眉をひそめて、難色を示す。

「今度は話がうますぎる。半日足らずで事実上、Ｆクラスを降伏せしめたも同然の事だ。戦う前から私に屈服し、脱落するでもなく……何を企たくらんでいる？」

「依頼主がアレだからな。初期値が１０００ＣＰじゃ何もできんし、差は開く一方だ」

　付け焼刃の内政など意味がない。それほど日々のＣＰ獲得量に圧倒的な差がある。

「だったら国境を接する強者の傘下に入るのは、弱者の生存戦略としては悪くない。５つ拠点を抱えていても、配置できるのが俺以外じゃ心もとないんでな」

「その点、総督府のみに絞ればお前がいる。守りは鉄壁、まさに難なん攻こう不ふ落らくか。とはいえ、時間があれば軍事力の強化や同時攻撃で……貴様すら破れるかもしれんぞ？」

「そうだな。だが、すでに降伏した相手を攻撃するヒマがあったら、他のライバルを潰すべきだって……そんな当たり前の計算すらできないお前じゃないだろう？」

「他の連中を全員束にしても、お前一人の方が怖い。当然、その計算もできるがな」

「お前にはな。だがお前のスポンサー……ロシアの上層部はどう判断する？」

「……！」

　そう、それが国家に従う遊戯者プレイヤーの最大の利点であり、欠点。

「お前は政府の犬だ。その意志に従って遊戯ゲームを行う──代行者に過ぎない。事実上の降伏を上が知れば、増大した軍事力で他勢力の攻略を命じるのが筋だろう？」

「……降伏の話を、この場限りで握り潰すこともできるのだぞ」

「国家への忠誠、鋼の秩序、日頃それを謳うたい文句にしてそれか。さすが貴族、誇りも何もなく勝利だけを目指す汚い行動だな。素晴らしい、イギリス辺りが喜ぶだろう」

「……欧州連合に情報を売るつもりか!?」

「他でもいいがね。くだらない噂うわさ話ばなしだが、喜ぶ奴やつは大勢いるだろう」

「……悪魔め……！」

　国境を接する関係上、ロシアと欧州連合の仲は最悪に近い。

　経済協力こそ活発なものの、だからこそ発生する利権をめぐる駆け引きは熾し烈れつであり、互いに攻撃材料を常に探している状態だ。外部からサボタージュまがいの告発がされれば、ミラの後釜を狙う遊戯者やその他勢力からの告発により、失脚しかねない。

「完全降伏とはいかないが、軍事拠点数が倍になる。初期ＣＰ１０００のＦクラスじゃ宝の持ち腐れだが、お前なら活いかせる駒だ。電撃的な成功は話題になり、今後の支持率上昇も見込める──何なら詳細なレポートにしてメリットを説明してやろうか？」

「不要だ、こちらでやる。……確かに、いいことばかりだが。重要な問題もあるぞ？」

　スプーンを振り、ボルシチをかき混ぜながらミラは指摘する。

「ＤとＦが併合したなら、国境を接するＡ・Ｅ・Ｃが動く。同盟を組んでくるとは思わんが、将来の脅威を先に始末する程度の交渉はするだろうな」

　そうなれば、３クラスを実質、Ｄクラス単独で相手する窮地に陥る。

「Ｆクラスは毒餌だ。お前達を食って他国の危機感を煽あおり、守備に回って袋ふくろ叩だたきにされるくらいなら、手に余る領土など獲とる必要はない」

　際限ない国境の拡大、守備に割く人的リソースの浪費や維持コストの増大は破滅を生む。

　古代ローマ帝国の滅亡の原因、そのひとつは緩衝地帯だった周辺国家を征服した結果だ。支出が収入を上回り、巨大すぎる領土を維持できなくなる。

　それと同じ過ちを犯しかねない罠わな。そう断言するミラに、紅ぐ蓮れんはつまらなそうに言う。

「……話、ちゃんと聞いてたか？　だから、【同盟】なんだよ。【降伏】じゃない」

　ルール上、降伏してしまえばゲームそのものから脱落してしまう。

　だが、同盟であるならば──同盟関係にある勢力の拠点に、遊戯者プレイヤーを配置できるのだ。

「拠点は明け渡す。Ｆクラスの防御はこちらの遊戯者でやる。お前のとこの雑魚道化より腕は上だ、防衛戦なら簡単にはやられない。その隙に空いた遊戯者を攻撃に回せばいい」

「敵の攻撃を誘って受け止め、反撃によって空白同然の拠点を食いちぎれ、ということか。それで、貴様のメリットは何だ？　Ｆクラスは見返りに何を求めている？」

「序盤、どこにも喰くわれずに生き残れる。ある程度盤面が進んだら──そう、Ｅあたりが脱落したらおこぼれを貰もらえりゃ文句はないさ。俺は雇われだ、勝ちに行く気はない」

「それを、信じろと？」

　明らかに信じていないミラの眼光。当然だろう、目の前にいるのは五年間不敗。

　生き馬の目を抜く《黒の採決ブラツクバウト》であらゆる猛者を蹂じゆう躙りんし、勝ち残り続けてきた伝説だ。それがただ生存のために、大きなメリットもない悪手を打つなど──信じられない。

「何か意図があるのだろう？　私を出し抜く、何らかの秘策が……。あの時のように私を利用し、騙だまして、ボロクズのように捨てる卑劣でいやらしい方法がな」

「さあな。人聞きの悪いことを言うなよ。……それに」

　紅ぐ蓮れんはそっと、ミラの耳元に唇を寄せる。

「裏切るつもりなのは、お互い様だ。……同じ悪党、似た者同士だろう？」

「……同じ、か。お前と、私が？」

　探るような眼め。甘い誘いを警戒しながら毒を除よけ、利を貪ろうとする獣の面。

　毒餌を蹴飛ばし、喰える餌だけを噛かみ千切ろうと謀たばかる害獣じみた女スパイは──。




「ッ……！」

「んっ……。手付だ。貰っていくぞ」




　紅蓮のネクタイを強く引っ張り、強引に迫る。

　淡い唇がその頬に触れ、粘膜がチュッと音をたてて吸いつき、離れてから……！




「契約は受け入れよう。そちらからの軍事拠点引渡し後、我々はＦクラスと同盟、互いの顔と名前は情報機密として他国には流さず秘匿する……。この条件で書面を送る。サインしろ。契約してやる」

「……了解だ」

　どこか満足げな面持ちで、空になった食事のトレイを置き立ち去るミラ。

　その背中を見送ると、紅蓮は面倒くさげな顔でため息をつき、振り返る。




「……今のは必要だったからだ。そんな顔するな、可か憐れん」

「おにぃざまっ……!!　おにぃざまが……けがされっ……ブッ殺……!!」

「ヤンキー漫画みたいになってるぞ。修羅の闘気を出すんじゃない──それに、これはお前のためでもあるんだ」

「え？」

　怒りに震える妹に声をかけると、きょとんとする彼女に背を向け、紅ぐ蓮れんは歩き出した。

　それから数分後。ＦクラスのＤクラスへの同盟、軍事拠点の明け渡しがクオリアで実行。

　承認され、事情を知る遊戯者プレイヤー達の間で、初日から激震──走る。





　　　　＊






「……どういうことですか!?」

「どういうことも何も。遊戯ゲームの全権は俺に委ねるって話だろ。ありゃ嘘うそか？」

　食ってかかるユーリを、飄ひよう々ひようと紅蓮はいなしてみせる。

「ええ、その通りです……！　ですが、それでも、説明を求めます！　理解できません、よりによってＤ──ロシアと同盟など……。彼らが信頼に値するとでも言うのですか!?」

「そんなはずないだろ。身内だって平気で裏切るぞ、あいつらは。朝から晩まで互いの足を引っ張り合う陰謀マニア、旧時代からの筋金入りだ。信用なぞカケラもできん」

「そ、それがわかっているのなら、なぜっ……!?」

　昼休憩が終わった、午後の授業中のこと。

　ＡＩプログラミングの講義中、オンラインで行われる講義を聞き流しながら、紅蓮とユーリは隣席で、タブレット端末を衝つい立たてがわりに声をひそめ、顔を寄せて言い合う。

　周囲が気になるところだが、そこはクオリアを応用した感覚没入システムの穴がある。

　感覚欺ぎ瞞まんによって生徒が仮想空間に没入しているのを逆手に取り、紅蓮とユーリは自分の机に仕込まれたシステムを一時的に止め、送信される仮想感覚を切っているのだ。

　眠ったように机に肘をつき、うつむいたポーズのままで固まっているクラスメイト。

　耳が痛いほど静かな教室に、ふたりだけの声が響く。

「……自国の拠点をすべて明け渡して属国化同然の同盟を結ぶなど、こんなやり方をしては国民の支持は得られません。ただでさえ少ないＣＰが、もはやゼロに……！」

「なったところで、問題があるのか？　たったの１０００ＣＰに」

「っ……！　ゼロよりは、取れる手段が増えるはずです！　それを……！」

「そういうのを焼け石に水って言うんだよ。それに、この手は今だから使える手段だ」

　ヘタに景気回復や軍事強化など、国民ウケのする政策を取った後ではダメだ。

　人間は感情という不条理なプログラムで動く蛋たん白ぱく質しつの機械。彼らは上位者に一方的に期待し、それが裏切られると被害者として攻撃性を露あらわにする性質を持っている。

「だが、今は大丈夫だ。誰ひとり俺達に、ユーリに期待していないからな。１０００ＣＰはほぼ最低値、知名度ゼロ。投票ゼロ。正真正銘、失うものは何もない」

　──それこそが。

「他の陣営にはない、圧倒的にデカいアドバンテージなんだってことに気づけ、ユーリ」

「で、ですが……！　なぜ同盟相手にロシアを選ぶのですか。貴方あなたさえいれば、拠点を守ることもできたはず。独立独歩のまま少しずつ進むことも……！」

「それは死人の手だ。考えを変えろよ、俺達は、というか」

　この第六区画は、ユーリエル・アルセフィア総督の施政は。

「もう、とっくの昔に死んでるんだ。埋葬されて腐った死体をチューブにつないで延命し、ただでさえ残り少ない体力を消耗し尽くして火葬されるのがお望みか？」

「……っ……！　では、考えが、あると……？」

　悪口が出てくる間は、嫌われてはいてもまだマシだ。

　真にどうしようもない状態とは、それが存在しないように扱われること。

　存在を無視され、悪口すらない。死よりもなお虚むなしい【無】こそが──今の、第六区画。

「存在を認知すらされていないのが、今のユーリの現状だ。理解してるな？」

「……はい」

　細々と観光地の振興など、乏しい税収でとれる手段をとってはいた。

　だが、表立って目立つのは日本ヤクザ。ユーリエル・アルセフィア、第六区画総督の顔も名前も国民にはほぼ伝わっておらず、ほとんどいないものとして扱われている。

　町娘として出歩いていても、それどころか接触を断って偽装工作を行ったとはいえ、闇の遊戯者プレイヤーとしてヤクザたちに接触してさえ、正体がばれなかったのは……。

「誰も、お前を、見ていない。だが──今、すべてのエリアが、視みているぞ？」

「……！」

　開幕早々の属国化。

　突如出現した美う味まそうな餌。切り取り勝手の獲物。

「コレがＡクラスやＥクラスじゃ、そうはいかない。あいつらは比較的外交がマトモで、他国に根回しして侵攻を抑えるくらいの寝技は使うからな。中国、Ｂクラスとの接触も考えたが、あそこは敵を挟んで反対側だからな。地理的に無理がある、それだけだよ」

　ロシア＝Ｄクラスだけに美お味いしい思いはさせられない。

　Ｆクラスという果実を求め、Ｄクラスは他国の矢面に立つだろう。その程度にロシアと他国の関係は悪く、適切な大義名分さえあれば喜び勇んで襲いかかる。

「……貴方は。大国間に、戦争の火種を撒まいたと。そういうことですか……!?」

　ハッと気づいたような、ユーリの貌かお。

「ああ。──まあ、それだけでもないが」

　水面に投じた石は波紋を作る。ひとつの石が跳ね、ふたつ、みっつと連鎖して──。

　それと同じだ。紅ぐ蓮れんが打ったＤクラスへの降伏、属国化という石は跳ね、場を乱す。

　静かに始まり、進んだのでは絶対に勝ち目がない初期アドバンテージの差。それを根底からひっくり返すための布石、それを読み切れないユーリは──。

「ユーリ。あんたは優秀な遊戯者プレイヤーだが、政治家としては二流だな」

「……そ、それは……！」

　政治という巨大な遊戯ゲーム、その盤面を読む経験に乏しい。

　当然だ、形ばかりの総督、名ばかりのヤクザの使いパシリでしかなかったのだから。

「だが、そのままじゃだめだ。政治家は遊戯者になれる。だが……」

　その逆では、だめだ。主体がどちらにあるかの差はあまりに大きい。

「遊戯者の勝敗は時に運、偶然にも左右される。運を信じてダイスを転がす。乱数が思い通りになることにすべてを賭ける。そんな風に運と戯れるのも遊戯者の度量だ。……が、政治家にそれをやられたら、たまったもんじゃない」

「……！」

　ユーリは言葉に詰まる。追い詰めるつもりはない、だが紅蓮は容赦なく続けた。

「このゲームの本質は、内政ゲーじゃない。外交とコミュニケーションが肝だ。クオリアが絶対公平な裁定システムである以上、初期値に差があっても逆転の手段は必ずある」

「なら！　……余計に、賭けを打つ必要があるのでは!?」

「ない。政治という遊戯に、乱数の介在する余地はないんだ。……将棋や囲碁と同じ類、言っただろ？　まともな相手なら、思考は読みやすくて助かるってな」

　淡々と何の感情も込めずに言う紅蓮に、小国の姫はゾッとするような怖おぞ気けを感じた。

「どこまで……読めているというのですか？　貴方あなたは……！」

「さあな。だが、そんな俺を望んだのは、ユーリ。……あんただろ」

　怪物と手を握ることを選んだのなら。

「恐れるな。ぶれるな。しっかり目を開いてついてこい。──教えてやるよ、この政治ゲームのやり方をな」

「……その言葉。信じても、いいのですね……？」

「さあな。……そろそろ授業に戻るとしよう。あまり長く接続を切ってると怪しまれる」

　紅蓮の素っ気ない言葉に、ユーリは不安に揺れながらも端末を操作する。

　目を閉じ、仮想空間に戻っていく姿を眺め、紅蓮は自らも同じように続いていった。





●造られし《兄妹きようだい》との邂かい逅こう




　そして、放課後。




「ねえ、帰りどうする？　いきなりホテル帰るのもなんだしさー！」

「あ、朝あさ人とクンたちのグループと合流しない？　あちこち観光めぐりするらしいよ」

「フラヴィア様と行く第三区画教会見学会、参加者募集中！　祝福せよー！」

「ウザっ!!　スタンプ連打すんなし!!」




　ざわつく留学生たち。大きく二分されたグループ、主にリアルが充実していそうな少年少女が列をなし、楽しげに今後の計画を練っている……キラキラした世界。

　男子の中心はフラヴウィア・デル・テスタ、女子の中心は白しろ王おう子じ朝人。

　そんなグループから離れた、教室の中央近くで──。




「……考え抜いた軍事拠点と遊戯者プレイヤー配置がすべて無駄になったわけだが」

「悪い」

　わざわざそっと忍び寄ってきた『水みず葉は』の囁ささやきに、素っ気なく紅ぐ蓮れんは答えた、が。

「反省の色がカケラもないその態度……！　……暴君め。結婚したらＤＶを繰り返しつつ離れられない女を踏ふみ躙にじるタイプだろう!?」

「無意味なことをしない主義なだけだ。怪しまれる前にさっさとホテルに戻れ」

「……ふん。では、先にホテルに戻る。セキュリティのチェックもしなければ」

「ああ、それなんだが。ついでにもうひとつ仕事を頼めるか？　詳細はアプリで伝える」

「ん？　これは……了解した。安全を確保しておけばいいんだな？」

「やり方は任せる。経費はこっち持ちだし報酬も出すから適当に請求書を回してくれ」

　端末のメッセージアプリを起動、依頼の内容を送信しながら言う。

　一流の秘書めいた氷の表情で教室を出ていく『水葉』。

「お兄様。タネツケチワワと何を話してらしたんですか？　もし性的な視線を向けられたのであれば、二度と同じことがないよう全力で調教しておきますが」

「ご褒美にしかならんからやめとけ。それで症状が悪化したらどうする」

『水葉』の下校と共に空になった教室。席を立たない紅蓮に声がかかった。

　可か憐れんは苛いら立だちも露あらわに指を噛かみつつ。

「まあいいです。次に何かやらかしたら容赦しませんが。……ところで、放課後はどうします？」

「どうしたもんかな。朝人達は？」

「朝あさ人とさんやフラヴィアさんは、一般生の方々とアルセフィア観光やレジャーに向かうようですが……合流しますか？」

「それはそれで普通っぽくてアガるな。ユーリはどうする？」

「そんな風に馴なれ合あうつもりはありません。このまま、ホテルへ戻るつもりです」

　──劣勢の顔を視みれば、遊戯者プレイヤーの格が計れる。

（冷や汗をダラダラ流したり、笑ってごまかすのは三流。ポーカーフェイスを保って二流、感情すら偽り、自由にできて一流）

　その点、ユーリは二流から一流に近い段階には達たつしているだろう。

　ほぼ完璧なポーカーフェイス。圧倒的な不平等条約を勝手に結ばれながら理性でそれを制御し、感情を封じ込めているのだから。年齢にしては立派な素質と言っていい。

「そうか。なら可か憐れん、悪いが一緒に帰ってやれ。単独行動はまずいからな」

「はい。お兄様はどうなさいますか？」

「そうだな。まだ決めてないが。初日だ、まっすぐホテルに戻るのもなんだし」

　端末を出し、適当に帰路で寄り道できそうな場所を検索していると。




「ちょりぃ～っす!!　お邪魔しま～っす!!　……ひょえー、ゾロゾロ残ってンねぇ～」




「「!?」」

　無遠慮に教室のドアが開かれ、可憐とユーリが振り向く。

「何者ですか。……日本人のようですが、Ｆクラスの留学生、で、は……!?」

「え……!?　あの……何ですか、その……」

　誰何すいかの声をあげたユーリが困惑し、可憐が言葉を繋つなごうとして口ごもる。

　それほどまでに、その人物──教室の入り口に立つ人物の姿は異様だった。

「日本人？　いやー国なんてどーでもいいっしょ。言語も人種も国籍も単なるタグってね。くっだらネェモンに縛られる筋合いはありませんよーっと」

　整った顔立ちに軽薄そのものの笑みを載せ、目には深い隈くまがある。

　髪はくすんだ栗くり色いろ、制服は大胆に開襟し、その下に「Ｉ　ＬＯＶＥ　ＳＩＳＴＥＲ」と蛍光色のロゴがプリントされたシャツが覗のぞいており、首にはゴツいヘッドフォンをかけている。

　街中を闊かつ歩ぽするチャラい若者の化身とも呼ぶべき少年──。

　しかし異様さを放っているのは、彼自身ではなく、彼がその腕に抱えているモノ。

「くぅ……んっ……にゃむ……」

「ちょ待、ストップ。マイシスター。首をしゃぶられたら兄ちゃんヤバいって！」

「にゅっ！」

　首に吸いつくソレを、チャラい少年が必死で引き剥はがす。

「赤ん坊にしては大きすぎますね。年齢は７歳か、８歳くらいだと思いますが……」

「子持ちを見る目やめてーや!!　妹!!　これ妹だから!!」

　そう、お姫様だっこの要領で彼が抱えているのは、獅し子し王おう学がく園えんの制服に身を包んだ幼女。どう見ても高校生には見えないが、常に抱っこされるような年齢にも見えない幼い少女だ。

　最高の工房で細心の注意を払って造られたゴシック人形のように美しい、薔ば薇ら色の頬。濃い黒髪は光に映えると紫に煌きらめき、高貴な印象を与える。

「ほらー、みんな見てるっしょー？　おねむしてないで、自分の足で歩こうな？　な？」

「にゅむ……やだ。おっぱい……」

「ふおおおおお、だからオレの首は乳首じゃねえってばー!?　ちょっ、アッー!!」

　８歳ほどの少女を抱きかかえた少年は、軽薄なノリのまま漫才めいたやり取りを繰り返す。その光景を、Ｆクラスの教室にいた留学生たちは困惑気味の眼まな差ざしで見つめていた。

　もちろん、その視線の中には──。

「……！」

「あらあら……？　何事でしょうか？」

　女子に囲まれていた朝あさ人とや、男子の壁を作っていたフラヴィアも含まれる。

　しかし彼らはあえて過剰な警戒を視線に込めないように意識していた。放課後に突如現れた不審人物とくれば、他クラスの遊戯者プレイヤーの手先である可能性を真っ先に疑うからだ。

　朝人の演技は見事なものだ。驚き、不審げに少年を視みている。だがその眼めは鋭く、もし不審な動きをしたら即座に動ける体勢を作り、紅ぐ蓮れんや可か憐れんを守ろうとしている。

　対するフラヴィアは、自然だ。周りの女生徒達とほぼ同様、平和ボケとしか言いようのない様子でのんきに頬に手を当てて、事態を理解できていませんよ、という顔をする。

「へーえ……」

　ちゅぱちゅぱと首をなぶられながら悶もだえていた少年が、ピタリと止まり、愉たのしげな笑みを見せた。

「イイねイイねぇよく溶け込んでるじゃん！　全ッッッ然！　見切れなかったわぁ」

「……!?」

　少年の言葉の意味を察して、ユーリがハッと息を呑のむ。

（入場から今まで茶番を演じ、教室内の反応を探っていた……？　あの何気ないしぐさの中で観察を完了させていたのだとしたら。さりげなさ、視野の広さ、ともに脅威……！）

「んじゃお次は座席表を見せてもらおっかなーっと。どれどれー？　砕さい城じよう紅蓮とオマケの奴やつらは……あ、見ーっけ!!　おたくが獅子王学園の遊戯者と第六区画の総督さん？」

　少年は一切隠すことなく、跳ねるように紅蓮の席に来てそう訊たずねた。

「総督って……朝の説明にあった、あのゲーム？」

「もしかして参加者の人なのかな。……βテストみたいなの？」

　そんなひそひそとした会話が交わされる。幸い、今のところはそんな他た愛あいない噂うわさ話ばなしで済んでいるようだが、続けば面倒なことになりかねない。

「いきなり来て妙なことをわめくチャラ男に、答える義理はないな。可か憐れん、通報」

「はい、お兄様。アタマスッカラカンガルーの襲来は、どこの管轄でしょう。保健所？」

　率直に会話を打ち切ろうと断ずる紅ぐ蓮れんに可憐が続くと、少年はちょっとちょっとォ、と慌ててすがりついてくる。

「せっかく会えたのにその態度、ちょびっとばかし冷たいんじゃねえの～、紅蓮サマ？」

「……何の話だ？」

　ナンパな態度の裏に潜んだ悪意を軽く受け流しながら、紅蓮は問い返す。

　すると少年はその質問を待っていたとばかりにニヤリと笑みを浮かべ、自分を指さしながら爆弾発言を投下した。




「凍とう城じよう紫し[image: ]れん。トーゼン知ってますよね？　アンタがこさえたガキの名前☆」





　　　　＊






「お、お、お兄様の、こ、ここ……子供っ……!?　私は産んでいないのに、ですか!?」

「落ち着け。お前が産む前提なのがまずおかしい。──何なんだ、あんた。いきなり押しかけてきて妙な言いがかりをつけられるのは、困るな」

　混乱し、ニワトリのように声をあげる可憐を抑え、紅蓮は紫[image: ]を見つめる。

「さっさと出ていってもらおうか。あんたの言うことは、さっぱりわからないんでね」

　紅蓮の冷めた声は、群衆の耳には届かない。

　あくまで限られたスペース、至近距離にいる人間にのみ聞こえる独特の話法だ。

　興味深げに注目している生徒達にペラペラと情報をしゃべらないようにする配慮だが、凍城紫[image: ]と名乗った少年に、そんな気遣いはカケラもない。

「へーえ、シラを切ろうってワケねえ。ＯＫ、ＯＫ。未み恋れんちゃん、Wake-Upウエイクアツプ」

「にゅう……」

　無駄に滑らかな英語で言うなり、抱えていた幼女の体を空中へ投げ出す。

　いきなり支えを失った意い識しき朦もう朧ろうの少女──しかし、その華きや奢しやな身体からだは制服の裾を花弁のように開きながら、まるで猫のようにしなやかな身ごなしで床に降り立つ。

　ぼうっとしていた眼め。ついさっきまで眠そうにしょぼしょぼと開いては閉じていたソレが、隣に立つ少年に肩を叩たたかれ、後ろから顎を掴つかんで向けられた途端──

「──視ろ。コイツは、どうだ？」

「ん…………」

　それはまるで、石化の怪物メデューサの首を掲げる英雄のごとく。

　小学校低学年ほど、にしても華きや奢しやな印象を与える幼女の顎を掴つかみ、視みせつける。

　その幼女の『眼め』に紅ぐ蓮れんは心当たりがあった。

「お前は……」

「とうじょう」

　舌足らずの発音。あどけない言葉遣い。

「とうじょう、みれん」

　しかしそこには、まるで人語が通じる昆虫のような、得体のしれない空気があった。

　言葉は通じる。意志はある。だがこちらを見る眼、その深い黄金の瞳。

　まるで瞳孔が複数あるかのようにブレて見える。錯覚としか思えない奇妙な現象。

（……瞳術系の、異能か……）

　ズキリ、とこめかみに痛みが走り、紅蓮は予想される異能を想定する。

　感覚を媒体とする異能は多い。時とき任とうミミの絶対聴覚をはじめ、紅蓮の異能──共感覚もまた、視覚を用いて相手を読み切るモノだ。

（日本における異能開発、その源流は古代日本、戦国期の忍術修行──第二次大戦時代に再評価された実験データが基になっている）

[image: ]

　その中に、瞳を媒体とした術がある。猫のように光る瞳の動きを利用した瞬間催眠法、その系譜は脈々と現代まで生き残り、遺伝子の片へん鱗りんは紅ぐ蓮れんの眼めにも残っている。

　そうした性質はほぼ生まれつきのものだ。しかし、遺伝子治療と投薬により、人為的に異能を与えたり、性質を変更する技術は、ごく一部の旧家にのみ伝わっている。

（《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の連中は、俺が組織を潰して以後あちこちに分散されたはず。白しろ王おう子じに買われたヤツがいるくらいだが──）

　そうした者により創つくり出され、送り込まれた存在だと考えるなら。

「凍とう城じよう、未み恋れん。悪いが……心当たりはないな」

　内心の警戒を一切表に出すことなく、紅蓮は『眼』の煌きらめきさえ制御しながら言った。

（そう。顔も、名前も。砕さい城じようの分家にも凍城なんて家は聞いてないし、親戚一同が集まる面倒な行事でも見た覚えはない。──そもそも、これは……）

　紅蓮は強烈な違和感を覚え、内心で眉をひそめる。

　未恋、と呼ばれた少女の思考が読めなかったのだ。

　人の心を色で認識する、紅蓮固有の異能が機能していない。

　記憶を辿たどれば、似た感触の者はいた。直近であれば、それこそ御み嶽たけ原ばら水みず葉はが近い。

　だが、水葉の《明めい鏡きよう止し水すい》が文字通りの『無』、空白そのものだとしたならば。

（……まるで、『眼』を塞がれ、隠されたような圧迫感がある……）

　水葉との違いは、強制力の差だ。

　水葉の異能が『自己の強化』なら、この幼女のそれは──『他者の弱体化』。

　黄金の瞳によって何かを奪われ、押さえつけられるような感覚を受けながら、紅蓮はごくあたりまえの困惑のみを表に出して告げる。

「で……何が言いたいんだ？」

「えぇ～!?　何そのフツーの反応。紅蓮サマめっちゃノリわりーのなー。もっとこう最強らしく特別感バリバリの返し技とかないんスか～？　──ま、いーけどさ。未恋ちゃん、ついでにそっちもやっちゃって☆」

「ん」

　紫し[image: ]れんが耳元で囁ささやくと、答えになっていない吐息じみた答えを返して、幼女──凍城未恋の視線が別方向を向く。

　可か憐れんと、ユーリのいる方向を。

「どこの馬の骨かは知りませんが、お兄様には指一本触れさせませんよ？」

「……!?」

　紅蓮を守るように立ちはだかる可憐。

　一方、隣で鋭く警戒していたユーリはビクリと硬直し、その顔色がどんどん蒼あおくなっていく。いつもと何ら変わりない可憐の様子に、脂汗を流しながらユーリは問う。

「か、可か憐れんさん。貴女あなたは、平気なのですか？　あの、『眼』が……！」

「え？　『眼め』……ですか？　多少不気味な色を帯びていると感じますが……ッ!?」

　そこまで言って、可憐はようやく気づいた。

（ユーリエルさんの首に……汗、が……！）

　サーチライトのように向けられる幼女の視線、その感情や意志を感じさせない黄金の瞳に睨にらまれただけで、ユーリが、《黒の採決ブラツクバウト》に個人で参戦するほどの人物が。

　怯おびえているのだ、と。

　つっ……と、白磁の肌を伝っていく滴。それは──恐怖のサイン。

　幼女とは思えないその『眼』から受ける無形の圧力に、その肉体が負けたのだ。

　恐怖に対する反射を抑え込めなくなった時点で、すでに冷静ではなくなっている。

　敗北の徴候、圧倒的不利を認める無意識のしるし。それを目撃した可憐は、ただ無言で幼女とチャラ男を睨み、いざとなれば自らを盾にせんと立ちはだかった。

（よくわかりませんが、私は影響を受けていない……なら、せめて一太刀なりと！）

　この場で挑んでくるなら、『負け』が許されるのは可憐のみだ。

　もしこの二人組が悪質な異能者、それも初見殺しに類する何かを持っているとしたら。

（お兄様なら、負けるはずがありません。ですが、それでも……）

　明確な勝ち筋を作るためには、相手の手の内を知る必要があるはずだ。

　自分がそれを、相手の奥の手を引き出せば、紅ぐ蓮れんの勝率はさらに上がるだろう。

（さあ……来るなら、来なさい。お兄様の栄光、幸せ、その礎となるためなら……！）

　この命すら惜しくない。覚悟を決めた可憐が、動揺を抑えたユーリが、ふたりが固唾かたずを飲んで見守る中、注目を一身に集める奇妙な幼女は──。

「９５００……くらい」

　と、つぶやいた。

「ありゃ？　……んー、ハズレってことかなぁ～？」

　無む垢くな幼女の台詞せりふに、いかにも期待外れと言わんばかりの態度で言うチャラ男。

　その意味のわからない言葉と態度に、思わず可憐は疑問を抱く。

（９５００？　何の数字でしょうか。暗号、それとも……？）

　常識的に考えるなら、明日以降の獲得ＣＰ、あるいは一週間後などのＣＰか。

　今現在行われている遊戯ゲームで４ケタの数字がカギになるものといえばそれしか思いつかず、もし紅蓮が何らかの手を打って増やすであろう数字を予想したのだ、としたら。

（まさか……未来視？　そんな能力者だとでも……!?）

　ありえない、と否定することは簡単だ。

　だが上位クラスの遊戯者プレイヤーが持つ異能、オカルトじみた能力はもはや何でもあり──

　何が起きてもおかしくない。奇矯な態度も、異能者だと考えればあり得る……が。

「……すー」

「って、ちょいちょいちょい！　もう寝ちゃったのかよ未み恋れんちゃぁん！」

「は……!?」

　突然、糸が切れた人形のように、幼女は背後にもたれかかる。

　チャラ男こと凍とう城じよう紫し[image: ]れんは、慌ててその体を支えると、米俵を抱えるようによいしょっと声をあげて持ち上げる。

「まー用事は済んだし、ここらで退散しますわ。……じゃ、そゆことで」

「ちょっと、待ちなさい。その子を……まさかずっと抱えて運んでいるのですか？」

　立ち去ろうとする紫[image: ]に、呆あきれ気味で可か憐れんがそう尋ねる。

「え？　そりゃーそうでしょ。ゲームやってて聞いたことない？」

　むしろ何が理解できないのかわからないとばかりに紫[image: ]は瞬まばたきをして。




「『武器は装備しないと意味がない』──って」




　紫[image: ]が口にしたそれは、古典的なＲＰＧによくある注意書き。

「いつどこで遊戯ゲームが始まるかわっかんないしぃ。オレってば頭悪いんで、せめて超つええ武器を抱えてないと心配で心配で禿はげちまうんスわ～！　禿げたらせっかくのイケメンが台無しっしょ？　なーんて」

　戦時の必需品、平時のお荷物。

「ま、ビミョーに重いのがメンドイけど、兵器ってそういうモンだしね～」

　皮肉げにニヤリと笑って振り返る紫[image: ]に、可憐は反感を露あらわに食ってかかる。

「……人間を、モノのように。いえ、兵器のように扱っている……と？」

「へ？　そりゃ兵器だし。みんなそうっしょ？　オレも、未恋ちゃんも、紅ぐ蓮れんサマも」

　きょとんとして紫[image: ]がつぎつぎと指をさしていく。

　それから煽あおるように首をかしげて。

「あっれー？　キミ、知らないワケ？　あそこの家はさ、遊戯者プレイヤーなんて使い捨ての鉄砲玉じゃん？」

「そ、それは……！」

　思い当たる節が無いわけがない。

　純然たる搾取構造、遊戯者という実を育て、貪るのは本家のみ。そんな構造が嫌だから、人間らしい暮らしを求めて、紅蓮と可憐は家を捨てて獅し子し王おう学がく園えんに入ったのだから。

「ま、話はここまでってことで。とりあえずの目的は達成したしね。──おっと。この中に本物の紅蓮サマが混じってるなら、最後に伝言を残しておこっかな」

「くー……」

　寝入った幼女を抱き、優しく揺らす手の穏やかさとは裏腹の、腹底の読めない声で。




「オレたち、おもしれー遊戯ゲームを期待してここにいるんで。名前も顔も一切隠しませーん。戦争歓迎！　遊戯推奨！　いつでも挑戦待ってますんで──」




　享楽主義。快楽主義。

　遊戯で戦い、強敵と対たい峙じし、相手を上回り、圧倒することを心底楽しいと感じる中毒者。

　その本質を隠すことなく曝さらけ出し、凍とう城じよう紫し[image: ]れんは。




「──愉たのしい遊戯を始めましょうや」




　挑発的な言葉を残し、紫[image: ]は重たげに幼女を抱え、教室を出ていく。彼が重みに耐えかねるかのような重い足取りで立ち去るのを確認して、紅ぐ蓮れんはため息をついた。

「……あいつら、可か憐れんの名前は知らずか。一応、本家の連中は契約を守ったらしい」

　本来、砕さい城じよう家との契約によって可憐は遊戯者プレイヤーとしての教育を受けないはずだった。

　可憐自身が遊戯によってその権利を勝ち取ってなお、砕城本家は相反する二つの要求を両立するため、それなりの手間をかけただろう。たとえば名前や顔、素性などを隠しての遊戯者教育、外部からの指導員を招く、あるいは純粋なＡＩによる研究など。

　そうした工作の結果か、最強者たる紅蓮の名は知られていても、妹──可憐の存在は、知られていない。苗みよう字じという共通点から同族であることはわかっても。

「一軍はもちろん、二軍も含めれば《黒の採決ブラツクバウト》において、砕城の遊戯者は多いですから」

「そっちの誰かだと思ったんだろうな。しかし、初日からでかいのが釣れたもんだ」

「……まさか、お兄様。お残りになられていた『用事』とは……!?」

「座席表で『砕城』と『アルセフィア』なんて名前が並んでりゃ、たとえ桃もも貝がいでも察しがつくだろう。一人や二人は来ると思ってたよ」

　そしてそれは、高確率で遊戯者だ。傘下の工作員や一般生徒に紛れた諜ちよう報ほう員の可能性もあるが、どのみち手がかりに違いはない。観察する価値はあると踏んだ。

「だからほとんどが下校した後も残っておられたのですね。ですが……」

　可憐は今しがた出ていった奇妙な二人組を思い、感じたことを口にする。

「あの幼女は確かに底知れぬものを感じました。ですが、連れのチャラ男の方は小物……それこそ、獅し子し王おう学がく園えん生徒会メンバーと大差ないように感じましたが」

「そう感じたならそれが今のお前の限界だ。──ありゃあ擬態だよ」

「擬態……ですか？」

「あのチャラい雰囲気は意図してやってる。軽薄で考えなしのバカ、そんな印象を他人に植え付けておけば、ここぞという時に判断を狂わせられる」

　この程度、卑ひ怯きようのうちにも入らない。油断を誘い、惑わせるための策としては。

「定番だが、効果的だ。わざわざ乗り込んできたのもな」

　ターゲット──座席表から目星をつけた関係者を挑発しつつ、凍とう城じよう紫し[image: ]れんと未み恋れんの兄妹きようだいは、しっかりと教室全体を観察していた。

「あの幼女、寝ながら時々……瞬まばたき程度の一瞬、まるでカメラのシャッターを連続で切るみたいに眼めを開けていた。一秒にも満たないから、まず普通に話してりゃわからない」

　そして、まるでサーチライトのように。

「入ってきた直後、全体をグルリと見渡したのに気づいたか？　あの幼女はメインカメラ、チャラ男の方はサブカメラ……ふたり分の観察力で、教室内の全員を分析してたんだ」

「器用な……。ではもしかして、聞こえよがしに会話を続けたのも」

「ああ。あえてでかい声で聞こえるように言いながら、周囲の反応を確認してたんだ」

　死ぬほど迷惑なやりくちだが、効果的だ。事実、ほんのわずかだが警戒心を見せていた朝あさ人とは目をつけられたかもしれない。フラヴィアや不在の『水みず葉は』は微妙だが──。

「入れ替わった『砕さい城じよう紅ぐ蓮れん』か、あるいはその仲間と思われたかもな。特に朝人あたりは候補になってるだろう。総じて──底知れない、かなり厄介な連中だな」

　そう結んだ紅蓮に、

「……あの者は、いったい……！」

　搾り出したようなユーリの声が、断末魔じみて響く。

「ユーリエルさん!?　……汗、が……！」

「ええ……。不覚、ですが。あれが消えて、気が抜けた途端に……すいません」

　まるで頭から水でもかぶったかのように、ユーリはひどく汗をかいていた。

　美しい頬、彫像のような腋わきから下着まで濡ぬれそうなほどに。顔色は蒼あお褪ざめ、よほど痛むのか頭を押さえてしゃがみこんだ姿は、まるで末期の病人めいている。

「あれは……幼い女の子の姿をしたモノは、本当に……ヒト、でしょうか？」

「……そうとしか見えませんでしたが。ユーリエルさんには違って見えたのですか？」

「ええ。あの『眼』……黄金の眼で睨にらまれていると、石に閉じ込められたような圧迫感、それと……頭痛と、視界にノイズがかかったような、おかしなものが」

　断続的に襲いかかる頭痛。感覚がブレ、顔も声も、ほぼあらゆる『記憶』が──。

「……ありません。あの男の方はしっかりと覚えています。ですが、幼い女の子であったという以外、あの幼女の記憶がないのです。顔も、声も、すべて……！」

「……そんな！」

　ユーリエル・アルセフィア。王女にして遊戯者プレイヤーたる彼女の異能は『瞬間記憶』だ。

　一瞬『視みた』だけの映像を写真のように記憶し、いつでも思い出せる力。かつて名探偵、シャーロック・ホームズが備えていたと言われる写真記憶以上のソレを持つ、彼女が。

「何も憶おぼえていない……憶えられないなんて」

「思い当たる節がないわけじゃない。《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の進退を賭けて水みず葉はに勝った時、研究資料を全部破棄させるついでに、研究途上の資料をいくつか見たが」

　その中にあるモノ──視覚を媒体とする瞳術系の中に、際立つ異能がひとつあった。

「《魔凍の瞳》……ひとことで言うと、『異能封じ』の異能だ」

　異能者にとって、その能力はその人格、性格と密接に繋つながっていることが多い。

　これがあるから強い。これがあるから勝てる。自信の根幹、最も大切な武器──

　その認識を狂わせ、瞬間催眠によって文字通り『封じて』しまうという。

「とはいえ自信の根幹、なんて曖昧な話だからな。根本が別にあったり、そもそも異能を持ってない奴やつには効かない。正直、汎用性に欠けるシロモノだ」

　龍りゆう殺し、ドラゴンキラーが存在するとして──

　ドラゴンがいない戦場に、それは必要とされるだろうか？

　異能殺しの異能とは、そういうものだ。ドラゴンのごとき怪物が闊かつ歩ぽする最上位の魔境、それこそ《獣王遊戯祭ベステイア》の局面では鬼札となろうが、利権争いなどでは無用の長物。

「何かの手段で欠点を克服して、投入してきたとしたら……厄介だな。存在は知ってても、実際に見たのは初めてだ。機関のクズども、解体されてもしつこく研究してたらしい」

「……お兄様……お怒り、なのですか？」

「怒り？　ああ、そうかもな。あの人間をお中元のハムくらいにしか思ってないクズが、居心地のいい巣を追い出されたくらいで大人しくなると思ったのが間違いだった」

　心のどこかで、信じる気持ちがあったのだろう。

　あの場、《伊邪那美機関》という異常な世界を壊してしまえば──非人道的な研究や、人間を改造して兵器に変えるようなろくでもない真ま似ねに金を出すヤツなど砕さい城じよう家以外にはいない、と。

　自分がしたことの罪を悔い、止やめるかもしれない……。

　そんな風に期待する心がゼロでなかったとは言えない。

　そんな甘さがあるからこそ、紅ぐ蓮れんは──。

「……潰した後、研究員ひとりひとりまで消そうとはしなかった。その結果が、白しろ王おう子じの《億年スイッチ》や凍とう城じよう未み恋れんだと思うと、自分の甘さにヘドが出そうだ」

　捨てたはずのゴミが回収されず、腐って悪臭を放っていたのに気づいたような。

　そんな腹立たしさに、苦いものがこみあげてくるのを感じながら。

「……帰るか。気分直しに、寄り道していこう。ついてくるか？」

「はい。……どちらへいらっしゃるのですか？」

　ユーリの質問に、紅蓮は少しばかり照れた顔をして。

「『ＳＨＯＷＡ通り』の駄菓子屋にな。瓶のラムネ、知ってるか？」

「はい！　知っています、お兄様！　その、ジュースですね!?」

「いや、違うぞ可か憐れん。こう最も中なかみたいな皮の中に粉が入っててストローで吸うヤツだ」

「……え？　ラムネが、粉……ですか？」

「ああ。ちなみに公式ではひっくり返して、瓶型の底からストローを刺して中身を吸う。だが俺としてはやはりあの形だと、瓶の口からストローを入れたい派だ」

　くだらない話題。面食らった顔の可憐に、あえて語る。

　それだけで気が楽になる、簡単なスイッチ、マインドセットの儀式、だが──。

「……すべてを賭けた遊戯ゲームを行おうとしている時に、観光を……!?

　そんな、とても……そんな気にはなれません。……私は、ホテルに……」

「わかった。それならそれで、いいんだが」

　血の気の引いた顔でスカートを握りしめるユーリに、紅ぐ蓮れんは囁ささやく。

「汗、顔、筋肉の緊張。──視みえてるぞ、恐怖のサインが」

「！」

　弾はじかれたように、ユーリはハンカチを取り出し、頬を拭う。

　わずかに濡ぬれたしっとりとした感触。あの幼女に受けたプレッシャーによるものだろう、ハンカチを握る指までも細かく震えていることに気づいて、彼女は愕がく然ぜんとした。

「ちょっと間を空けてから帰った方がいい。恐怖は思考を鈍らせる。精神のブレを整えるには、ちょっとした息抜きが一番だ。……そのあたりも、教えてやるよ」

「で、ですが……裏工作の可能性があるのでは？　毒物を混入される可能性がある以上、食事やお菓子などは最低限、ホテルのみに限定すべきでは……！」

「そうやって手を狭めるのが困るんだよ。警戒心を強めるのはいいが、外にある程度信頼できる拠点や逃げ道、予備のルートを作っておく必要がある」

　そう告げた紅蓮に、可憐は何かを察したようにハッと顔を上げた。

「お兄様。もしや、『水みず葉は』さんに……？」

「そういうことだ。そろそろ仕事は終わってるだろうから、行ってみるとしよう」

　言いながら、紅蓮は席を立つ。凍とう城じよう兄妹きようだい襲来のショックでざわつく教室、遠巻きに注目する仲間達の視線を受けながら、あえてすべてに背を向けて。

「行こうぜ。……ほら、お姫様」

「……仕方、ありませんね」

　辛つらそうな面持ちで、差し伸べた手をユーリはとる。

「お兄様！　そのようなサービスは不許可です！　不ふ埒らちです！　性的に危険です！」

「いや、手をつなぐくらいどんな検閲がキツい国でもＯＫだろ。ダメなのか？」

「いけません。結婚前の男女が手をつなぐなど許されないと都条例で決まっています！　ですが妹との場合は特例で許されますので、どうぞこちらへ♪」

「……あの、アルセフィア王国に東京都条例は適用されないのでは……。そもそも東京都はそんなことを禁じているのですか？」

「しーっ！　黙っていてください、というより貴女あなたが手を放せば済む話ですよ!?」

「え？　……きゃっ!?」

　慌てて手を放すユーリ。ガルガル唸うなる可か憐れん。

（可憐にも困ったもんだな。……ま、そこが可愛かわいいところだが）

　そんなふたりを連れて、紅ぐ蓮れんは放課後の廊下を歩いていった。





　　　　＊






　その後、ＳＨＯＷＡ通り──駄菓子屋にて。




「いいか、キッズどもよ。このような初歩的な遊戯ゲームとはいえ、修練を以もつて挑むもの……。戦場が端末上の仮想ゲームとなろうと、その基本は変わりない。即すなわち」

　真剣な言葉と共に、ポニーテールに髪を結わえた少女はギュッ、と強く札を握り。

「観察し、推理し、研けん鑽さんできぬ者に勝利はない。──見よ、《神風三枚返し》!!」

　パンッ!!　と鋭い音を立て、構えたカードが地面に叩たたきつけられる。

　すると即座に風が舞い、地面に並べられた他のカードが三枚ふわりと浮き、裏返る。

　日本古来の子供用遊戯、『メンコ』──カードはおろかその風圧で群がるギャラリーの服の裾、自身のスカートすらきわどく揺らしながら、少女は不敵に笑った。

「す、すっげ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　さすがニポンジン、本場は違うぜ！」

「お姉ちゃん、次バケモン！　バケモンやろ!?　カードデッキ持ってくるからさ！」

　まさに英雄。圧倒的勝利を刻んだ少女を、敗北の悔しさも忘れて子供達が取り囲む。

　絶賛を浴びながら、彼女はフフッと心地よさそうに笑った。

「フフ……バケモンだと？　バケモンマスターと言われ、旧大戦以前の版まで全カードデータを網羅している私に勝てると思うのか、お笑いだな。かかってくるがいい！」

「マジで!?　じゃあ、ゲーキンは!?　ゲームキングでも勝負できる!?」

「決闘デユエルか。異国のキッズよ──見るがいい、我が氷剣の冴えをな！」

　スチャッ、とまるで侍が刀を抜くかのごとくキマッたポーズで、両手に違うゲームのカードデッキを構えて見せる侍ポニテ。駄菓子屋の門前、子供の休憩スペースで……！

「……お前は何をやってるんだ、『水みず葉は』」

「はっ!?」

　ビクッ……ポロリ。

　紅ぐ蓮れんが声をかけると、ポニーテールが跳ね上がり、ケースごとデッキが落ちる。

　瞬時に肌が赤く染まり、耳たぶまで紅潮した顔で、彼女はギクシャクと振り向いて。

「……どこから、見た？」

「『いいか、キッズどもよ』からです。……子供相手に、大人気ない……」

「メンコは楽しいですけど、スカートをもう少し気にしたほうが……。

　メンゴ、で済む年齢ではないと思いますよ、メンコだけに。……ふふっ……♪」

「うまいこと言った、みたいな顔をするなっ!!　猛烈に寒いぞ、そのダジャレは！　あと遊戯者プレイヤーたる者、たとえ子供相手であろうとも手を抜くわけにはいかなくてだな……!?」

　口々に声をかける可か憐れんとユーリに、スカートの裾を押さえて叫ぶ『水みず葉は』。

　気合を入れるためだろう、キュッと結んでいたポニーテールを慌てて元に戻しはじめた彼女を眺め、紅蓮は改めて場を見回した。

「……すごい数の子供だな。もしかしてお前が集めたのか？」

「ああ。私ひとりで全商品の毒見をするわけにもいかないのでな」

　駄菓子屋の門前には、二十人を軽く超える子供がいた。

　アルセフィア王国第六区画の子供たちだろう。本来は観光客の目を避けて裏路地にいる貧困層の子で、服は薄汚れ、風呂なども十分ではないらしく、汗や油のにおいがする。

「私のオゴリ、ということで全商品を無作為に買い、この子達に食べてもらった。当然、万が一の場合は医療機関に通報、治療と賠償なども含めた契約は口頭でしてある」

[image: ]

「そんにゃことせんでも大丈夫やてぇ。誰もお菓子にイタズラなんてしとらんよ？」

　店の奥にちんまりと座っていた老婆が、よろよろと震えながら顔を出す。

「日本からこの店への輸入ルート、および生産企業には理事長を通じて手配した。安全は確保できたと思うが、念には念を入れたかったのです。……すいません、お婆ばあ様さま」

「ええよお。……うちの店に街の子供らがぎょうさんきてくれるの、初めてやからね」

　日本人らしい老婆は、にこやかに微笑ほほえんで子供達を眺める。

「そうか。ここは本来、観光客向けの施設だから……もしかして高いのか？　この値段」

「さあ。お兄様におわかりでないのなら、私にもちょっと……」

「……日本から輸入していますので、どうしても少し。できるだけ値段は抑えましたが、観光客向けの施設なので高めに設定している面もありまして……」

　顔や名前は出していないが、この施設の裏の仕掛け人であるユーリがうつむく。

「お嬢さん、よく知ってるねえ。けど、駄菓子は本当は子供らのためのもんじゃからの。こうして坊やたちに来てもらえて、わしゃあ嬉うれしいよう」

「いえ……そんな！　お婆様には、大変お世話になっています……！」

「なんかねえ？　日本で年金暮らしをしとったら、なんやら外国から……第六王女さまが、駄菓子屋をやれるもんを探してる、なんちゅうて話を聞いた時は驚いたけんど」

「都内の家を処分し、日本の駄菓子文化を伝えるためにわざわざこの国へ移住したそうだ。……このご年齢でもその覚悟、同じ日本人として尊敬せざるを得ないな」

　店へ出てくる老婆のもとへすっと寄り添い、手をとり支えるユーリと『水みず葉は』。

　そんな二人の意外な一面に、可か憐れんは驚きを隠さずに言う。

「それはそうかもしれませんけど……意外ですね。正直『水葉』さんはお年寄りや子供とうまく接することのできるタイプには見えませんでしたが」

「失礼だな、砕さい城じよう可憐。私はおばあちゃんっ子だったのだ。両親とは……その、少々……折り合いが悪かったからな。自然、話し相手はそうなってくる。それに」

　幼い日の記憶。『姉』をどこかへ売り渡され、両親を憎んだ日々。

　その中で『水葉』の癒いやしとなったのは、同居していた祖母と近所の子供達だった。

「同年代とは話が合わなかったが、ガキどもの相手なら得意だ。地元に帰れば未いまだに当時の子分が大勢いるぞ。バケモンとゲーキンでは無敵のチャンピオンだったからな」

「意外な過去だな……。だが」

　言いながら、紅ぐ蓮れんはキラキラとした目で『水葉』を見ている子供達を見る。

　彼が持っているのはくしゃくしゃのカード。すべて純正品ではない、日本からの輸入品。公式戦でも使える本物は値段が高くて手が出せないからだ。だから……！

（ネットでダウンロードした画像をプリントした、ダミーカードで『遊戯ゲーム』を学ぶ）

　紅ぐ蓮れんが知る、それがあらゆる世界の裏路地にある『常識』だ。

　暴力が廃された今の世界でのし上がるためには、遊戯ゲームの実力を身に付けるのが一番早い。先進国では安定した社会の陰で行われ、逆に貧しい国々では公然と行われている。

　それは娯楽であり──ハングリーにのし上がるための、新時代の武器なのだ。

「さて、それでは……砕さい城じよう紅蓮、命令は実行した。私はホテルに……」

「えー!?　ゲーキン勝負は!?　逃げるのかよー！」

「ばけもん[image: ][image: ]！　バケモン[image: ][image: ]！　お姉ちゃん、勝負してー！」

「……こ、こら！　なつくな、キッズども！　あわわわ……」

「ふふっ。……いいではありませんか、もう少しだけなら。……ねえ、みなさん。良ければ私とも遊んでくれませんか？　バケモン、ゲーキン、両方できますよ？」

　そう言いながら進み出たユーリを、子供達はぽかんと見上げて。

「うわぁ……綺き麗れい。お姫様？」

「こっちのニポンジンも綺麗だけど、なんていうか……エラい人って感じがする！」

　ユーリの顔や素性は知らなくとも、その身にまとう気品は伝わるらしい。

　若干気後れした様子の子供達に、む？と眉をひそめて『水みず葉は』は言う。

「どうした、お前達。怯ひるむことはない、遊んでくれるというのだから、遠慮する方が無礼というものだ。勝てはしないだろうが、胸を借りてくるがいい」

「……ほんと？　一緒に、遊んでくれる？」

「はい。むしろ、お願いします。……私と、遊んでくれませんか？」

　すっと腰をかがめ、子供と視線を合わせて『お願い』するユーリ。

　その優しい心遣いに子供達も警戒を解き、ほっとした様子で周囲に群がりはじめた。

「へへへ、姉ちゃん、悪いけどゲーキンなら負けないぜ！　最強カードで……！」

「ん？　……ひどく粗悪なコピーカードだが、これは確か第四十二弾の禁止カードだな。確かに当時猛威を振るったが、後に上位互換の対抗カードが出た。──コレがな！」

「へ？　えええええっ!?　ちょ、お姉ちゃん、待って！　ズルい！」

「問答無用。勝負の厳しさを思い知れ──受けろ、滅びのエクスキューション！」

「うわあああああああん！」

　正面切って大人気なく子供を蹴散らしている『水葉』。日本直輸入の最新カードをしっかり網羅している彼女のプレイングに、ギャラリーから歓声が上がる。

「……では、こちらは『一億ボルト』で反撃です♪　はい、効果は抜群ですね？」

「わ～ん！　ま、またギリ負け……！　もう一回！　もう一回やろ！　次は勝つ！」

「ええ、もちろん。何度でもお相手しますよ。ふふふっ……♪」

　対するユーリのプレイングは、あえてレア度の高い強力なカードを抜き、子供達とある程度戦力が釣り合うように──それでいて最後には必ず自分が勝つ、絶妙ぶり。

「お兄様、あれは……」

「うまいもんだな。可か憐れん、あの打ち回しは参考になるから見ておくといい」

　ユーリが繰り出すモンスターの描かれたカードと技を眺め、紅ぐ蓮れんは感心する。

「接待プレイにはいくつかの種類があるが、共通するのは相手をもてなす、という点だ。気遣いを悟られることなく、自分の満足ではなく相手を満足させるために打つ」

　その点、今彼女がやっていることはその理想形と言える。

「ガキどもを楽しませるために、ギリギリの勝負を演出してギリギリで勝つ。ガキどもはもう少しで手に入る勝利、栄光に目が眩くらんで攻撃に意識が寄り……」

「守りが甘くなって、余計に勝てなくなるわけですか。朝あさ人とさんに勝ったという遊戯ゲームの技、その片へん鱗りんとも言えないものでしょうが……異能頼りの遊戯者プレイヤーではないのですね」

　それどころか、今の時点だと可憐より上だろう。

（ヤクザの代打ちで培った実戦経験がある。可憐はその点先日デビューしたばかり。……ＧＰみたいな点取り遊びとは違う、独特の緊張にまだ慣れていない）

　こればかりは文字通り、場数を踏んで覚えるしかない『経験』の差だ。

「あの調子だと、当分動けそうにないな。……何か食べて待つとするか。可憐、おごるぞ。何でも好きなものを買うといい。ここの品しな揃ぞろえはなかなかのものだぞ」

「はい、お兄様♪　ですが私は詳しくありませんから、何かオススメを……」

「しょうがないな。……長くなるが、聞くか？」

「はいっ♪」

　子供相手の遊戯に興ずる仲間を横目に、紅蓮と可憐は駄菓子を選ぶ。




　それから、数時間後──。

「お姉ちゃん、お姫様、またねー！」

「絶対遊んでよ、約束だよ、サムライ師匠！」

　そんな風に口々に言いながら、日の暮れかけた街並みを子供達が帰っていく。

　ホクホク顔で膨らんだポケットを握りしめているのは、「遊んでくれたお礼」として、ユーリが平等に配ったお菓子だろう。彼らは皆その場で食べず、家へ持ち帰って家族と分けようとしていた。そんな姿を、どこか眩まぶしそうに第六区画の姫は見つめる。

「なかなか、いい顔をしてたじゃないか。……最初に会った、あの時と同じだな」

「子供は、好きですから。……弟を思い出します。それに、これは」

「罪滅ぼしのつもりか？　自分がもっとうまくやっていたら、あの子達は──」

　輸入品で高いとはいえ、数十円の駄菓子。

　アルセフィアの貨幣価値でも、そう高くはない。だがそれすら買えない子供達。

　ぼろをまとった姿、不潔な様子。貧困の原因、責任が為政者にあるとしたら。

「──もっと、幸福だったでしょう。弟も、あの子達も……」

　でも、とユーリは小さく、深い闇を窺うかがわせる声音で言った。

「私は、そこまで強くない。だから──貴方あなたが、欲しかったのです」

　その決断は、どれほど辛つらかったのだろう？　根拠のない自信や希望にすがり、思考停止するのではなく。純粋に自分の実力を判断し、本当に『勝てる』者に託した。

（だが……悔しくない、はずがない）

　ヒーローになりたい。世界を、家族を、守る力が欲しい。誰だって一度は願うことだ。

　それを徹底的に否定され、夢を砕かれ、闇に沈んで希望を失いながら、それでも──。

「ユーリ。……お前みたいなヤツを知ってるよ。療養中で、今は日本にいる」

「そ、そうなのですか？」

「ああ。家族想おもいなのに、肝心の両親といろいろとあって──売られるようにして遊戯者プレイヤーになり、頭やカラダをいじられちまった。けど、最後に残ったのは……『妹』だった」

　どれほど壊れようとも、ずっと互いに寄り添っていた。

　それはまるで、生き別れ同然の身でありながら『弟』を守らんと誓った誰かのようで。

「きっと気が合う。まあ真ま似ねしちゃいけないところも多々あるけどな……。

　特にバカエロ体質だけは絶対にダメだ、これ以上増えられたら俺の身が持たん」

「ば、バカエロ!?　なんですか、それ。私の日本語が間違ってなければ、その……えっ」

「……だいたい今のお前の想像通りだよ。察してくれ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　真っ赤になってうつむくユーリ。

「……それだ。その顔が見たかった」

「え？」

「『町娘』の顔だよ。学校のお前はずっと『お姫様』の顔だった。責任感とルールに押し潰されそうになって、自分から手を狭めて負けそうな……そんな顔だ」

　闇の遊戯者として経験を積もうと、決して逃れられないもの。

「代打ちで賭けるのは金と、せいぜい自分自身だからな。自分より大切なものを賭けて、本気で戦うのは誰だって怖い。慣れてなけりゃ、なおさらだ」

　だからこそ息抜きが必要なのだ。追い詰められたメンタルを調整するために。

　敗北を想像して萎縮した心では、あらゆるタイミングが一手遅れる。

　実力の近い敵や格上を相手にする場合、それだけで致命傷になりかねない──弱点。

「心をセットして、切り替えられるようになるといい。それだけで、楽になる」

「……はい」

　ユーリは素直に頷うなずき、買い込んだ駄菓子をほくほくと抱える男を見上げる。

（まるで、子供みたい。……あの日、最初に出会った時と）

　心を切り替える、と紅ぐ蓮れんは言った。彼はまさに、その言葉通りに実行しているのだろう。駄菓子を好み、妹を愛するよき兄、どこにでもいそうな市民としての顔と。

（冷酷とも思える……思い切りの良さ。何もかも捨てて、勝利をめざす……）

　遊戯者プレイヤーの顔。だが、心のどこかで不安を感じる自分を、ユーリは自覚していた。

（この遊戯ゲームには、私と、ユリウスと……そして、この国に暮らす、すべての人の）

　百万に達たつする運命を、賭けている。頼れる者は紅蓮だけ、その実力もこの身で確かめた。彼なら勝てるはず……そう言い聞かせてなお、感じる不安の正体とは。

（穏やかな笑みの裏に、冷酷な遊戯者の顔を秘めているように。もし、彼が……）

　王位を得た時。何もかも自分が彼に譲り、弟と共に国を去った後、心を切り替えて別人のように豹ひよう変へんし、暴君になる可能性は？　いや、それどころかもっと……。

（この状況で『勝つ』最善の道は──勢力を、乗り換えること）

　ユーリは紅蓮を必要としている。だが、紅蓮はユーリを必要としていない。

　優しい顔や、気遣いすらも仮面なら。彼はいつか裏切り、自分のもとを去るのでは？

（報酬は口約束。……差し出せるものすらない、このままでは……）

　危機感に震える姫君の隣で。

「……いい遊び仲間ができたじゃないか、『水みず葉は』。また明日も約束したんだろ？」

「あ、あれは、あのキッズどもがどうしてもと言うからつい……。わ、私は決して楽しみにしているなどという事はないからな。勘違いするな！」

　帰路につきながら和やかに話す、紅蓮と『水葉』、そして可か憐れん。

「とてもそうは見えませんけど。……実態を知るとどんどんポンコツぶりが見えるのは、獅し子し王おう学がく園えん生徒会の運命なのでしょうか。……ともあれ、そのギャップを武器にお兄様に近づこうなど、卑ひ猥わいな考えは許しませんからね。自重しなさい、自重！」

「だ、誰がするか！　う、奪われるなら我慢するが、私から近づくなどありえない！」

「つまり誘い受けを狙っているわけですね!?　このタネツケチワワは……！」

「い、犬を視みるような眼めで見るな……！　いかん、お姉様以外の女にゾクゾクするなど、私のプライドが許さない……！　くっ……震えるな、私……！」

「無駄にカッコよく言うんじゃない。お前がそれ言うと次のコマには堕おちてそうだ」

　そんな会話を聞きながら、ユーリはわずかに遅れ、三歩ほど後をついていく。

　夕暮れの街。どこか寂しい光の中を、売国の姫は親鳥を追う雛ひなのように。

　──信じて、います。

　ただ小さく、胸の奥で呟つぶやき……ただひとりの希望、紅蓮の背中を見つめていた。





●スキヤキホテルの夕べ




　夜、スキヤキホテル、大浴場　現地時間22時30分ごろ──。




「……癒いやされる……。ヤクザ連中のセンスは最悪だが、この風呂だけは見事だな」

「天然温泉、露天風呂だからね。旧時代に使われた超深度採掘装備を使って汲くみ上あげた、アルセフィアで唯一の施設だよ。それなりの売りになると思うんだけど」

「まともに観光やってりゃよかったのに。寂れたカジノだの密輸だのと、何で余計な事に手を出すんだか。由ゆ留る木ぎもそうだが、裏稼業に夢見すぎだろ」

　かぽ[image: ][image: ]ん……と謎の音さえしそうな、古き良き公衆浴場の風情。

　金メッキ加工されたライオンの彫刻だの、中央が凹へこんだ奇妙な風呂椅子だの、ところどころに違和感はあるものの、スキヤキホテルの大浴場はリゾート施設として十分な規模だ。

　ローマ風呂、露天風呂、泡風呂などなど。

　源泉かけ流しの天然温泉が楽しめる浴槽に、サウナやマッサージ。人手不足の折に閉鎖されていた施設もすべて復活し、今の客は皆、日本からやってきた留学生で──。

「へい、らっしゃい。お客さん、お若いのにこってますのう？」

「おほっ……いて、いたたたっ!?　ゴキゴキ言う！　けど……気持ちいィ[image: ][image: ]っ!!」

　興味本位でマッサージを受けた学生が、強こわ面もての三助に筋肉をもみほぐされる声がする。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと白しろ王おう子じ朝あさ人とが浸つかっているのは、ごくオーソドックスな岩風呂だ。

　屋根つきの半露天で、空には見慣れぬ北半球の星座が視みえる。その美しい星空のもと、緑色のいかにも効きそうな色をした温泉に浸かる風情は、たまらない。

「風呂あがったらカジノ行こうぜ、カジノ。女子グループも誘ってさ！」

「いいね～。でもここ、リアルマネーは賭けられないようになったんだっけ？」

「つい昨日経営者が変わったんだってさ。かわりにＧＰってポイントを賭けられるようになってるらしくて、ネットショップやホテル内の買い物に使えるらしいよ」

「へ～。従業員のおじさん達もさ、顔怖いけど愛想いいし、なかなかいいホテルだよね」

　近場できゃっきゃとはしゃいでいる、仲良しっぽい男子グループの会話。

　湯煙ごしに聞こえてくる日常感あふれるトークに耳を傾けながら、

「……なんで俺の場合はああいうイイ感じの日常トークにならず、腹黒イケメンとの湯煙血まみれ劇場みたいなヤツになるんだろうな。納得いかん、うらやましい……」

「ああいうのがお好みかい？　中学時代の僕なら、お好みに合ったかもね」

「どうだか。三つ子の魂百まで。昔からそのねっとりした性格は変わらんだろうよ」

「決めつけは良くないなぁ。ピュアピュアな僕と出会ったら、紅蓮もきっとノックアウトだったと思うよ？」

　ぴゅー、と温泉水を水鉄砲の要領で飛ばして遊ぶ紅ぐ蓮れんに、朝あさ人とが微笑ほほえみかけた。

　紅蓮はあからさまに顔をしかめる。

「気色悪いこと言うな。だいたいお前には嫁がいるだろ。他の奴やつを口説いていいのかよ」

「姫ひめ狐こ姉さんならむしろ喜ぶと思うけど」

「……そういうもんなのか？　うーむ、お前らカップルはわからん……」

　会話の内容はキラキラした青春とはほど遠いが、それでも、無邪気にはしゃぐ留学生の賑にぎやかさはなかなかに日常力が高いＢＧＭで、紅蓮の表情は自然と緩んだ。

　ふと、紅蓮はあることに気づいた。

「……しかし、三助やってるオッサン共、どっかで見たような顔ばかりだな？」

「ああ、彼らはみんなヤクザだよ。紅蓮が抜けたあと、フラヴィアが全員ハコかぶらせて、億ドル単位の借金を背負わせたんだけどね」

「……さらっとえぐい額だな、おい。あいつらの人生何回分だ、それ」

　ホテルの経営権をめぐり、昨夜行われた麻雀マージヤン勝負を思い出す。

　名前を変え、正体を隠して代打ちとしてやってきたユーリを紅蓮が降くだした後、面倒なのであとの決着はフラヴィアに任せ、放置していたのだが……。

「もしかしてあの破産ヤクザども、雇ったのか？」

「僕じゃなく、フラヴィアがね。大おお儲もうけどころか億ドル単位の借金を背負い、帰国したら責任を問われて殺されかねない。弱り切ったところを……」

[image: ]

「だいたい把握した。……心を救うのは、新興宗教のお家芸か。えげつないな」

　敗北の心理的ショック。借金による経済的な締め付け。

　遊戯ゲームによる圧倒的な順位づけ──『こいつには勝てない』という楔くさびを打ち込まれた人間の行く末には、ふたつのパターンがある。敗者として死ぬか、勝者に媚こびて犬となるかだ。

「いらっしゃいませ～っ！　お坊ちゃま方、お背中お流しいたしますかワレ♪」

「誠せい心しん誠せい意いのおもてなしがモットーでございますワイ。ご奉仕いたしますぜェ……！」

　強こわ面もてのヤクザどもがありふれた留学生に媚び、サービスに心を砕くありさまは、まさに洗脳そのものだ。『聖女』により根底から作り変えられた彼らはある意味、無残で。

（……だがまあ、ヤクザを続けるよりは、人に迷惑もかからないだろ）

　報いを受けるだけの罪は犯したやつらだ。残りの生涯をフラヴィアの奴隷となって、人に奉仕することになるとしたら──それは立派な償いの道、となるかもしれない。

「まあ、単にあいつの私腹を肥やすだけなのかもしれんが。ところで朝あさ人と、このホテルのカジノってまだ営業してるのか？　そんな話をしてる連中がいたが」

「一応ね。フラヴィアが理事長に申請して、獅し子し王おう学がく園えんと同じＧＰ決済を導入したんだ。ホテル内での買い物やネット通販が自由にできるＧＰのみを賭ける、健全な遊びだよ」

「健全……ね？」

　皮肉げに紅ぐ蓮れんは哂わらう。遊戯者プレイヤーの『健全』など、カケラも信用できるものではない。

「基本無料のアプリゲーム、あれは第三次大戦前からある文化なんだが、当時はゲーム内通貨やガチャを回せるアイテムをバンバン出してうまみを味わわせ、勝ち取ってＳＮＳで承認欲求を満たすところまでセットの、えげつない商売だったらしい」

　今の時代でも似たビジネスモデルは健在だが、法規制によってだいぶマシな形に落ち着いている。それでも破滅するまで課金を続けるような奴やつは残っているが、そこからはもう自己責任の範はん疇ちゆうだろう。

「それと同じだ、って言うのかな？」

「テスタ教団のやりくちがどうか知らんが、そうなりそうな危うさはあるだろ。やめろとまでは言わないが、よく監視しておいてくれ、朝人」

「え？」

　思いがけない言葉に、朝人はまじまじと紅蓮を見つめて。

「……もしかして、僕に任せてくれるのかい？　紅蓮」

「ああ。考えたんだが、お前らは基本何もさせずに放っておくと、余計な事をするだろ。それよりは適当に働かせて、忙しくしてもらってたほうが面倒がない」

「ひどいな。……ま、だいたい合ってるけど。何かをしてると気が紛れるからね」

　クスリと朝人は笑み、思いがけない配慮を見せた『友達』に。

「このまま一緒の部屋で同どう棲せい……じゃなかった、ルームシェアさせてくれれば完璧なのに。もっと絆きずなが深まると思わない？」

「ギリギリ許容できるのは二段ベッドまでだな。いちいちお前を認識してたら、安心して眠れん」

　ホテル到着後、『緊急お兄様宿泊会議ｉｎアルセフィア～』なるものが開催された。

　議長は可か憐れんである。そして猛烈な協議の結果、『害虫追放条例』が可決し、朝あさ人とは一般留学生が多く滞在している、一段階下のスイートルームに移動することになった。

（さすがにあのまま遊戯ゲームが終わるまで一か月同居はイヤだからな……正直、助かった）

　他のメンバーもそれぞれ個室に移動。

　紅ぐ蓮れんは今のＶＩＰ用スイートをそのまま使うことになったのだが──……。




『お兄様のスイートルームに寝室が２つ……。どういうことか、理わ解かりますね？』

『専属の護衛を侍はべらせるべきだな。……僭せん越えつながら、私が犠牲になろう……くっ……！　屈辱だが、止やむを得まい。隷徒として……これは、しご……とっ♪』

『最後！　最後の喘あえぎ声は何ですか、いやらしい！　お兄様に発情したタネツケチワワを近づけることなどあり得ません。護衛役ならば当然、この私が勤めます！』

『あらあら、うふふ♪　それでは争奪戦という形になるのでしょうか？　この私も当然、立候補したいところなのですが……残念ながら今日は先約がありまして』

『？　不審な動きを……。ですが競争相手が減るというのなら望むところ。では……！』

『勝負、だな……！』




　──と、白熱した遊戯を繰り広げる可憐と『水みず葉は』、ふらりと姿を消したフラヴィア。




　そんな女性陣を横目に、リフレッシュしようと大浴場へ来たところ、しっかりと朝人がついてきており……結局、二人で温泉を楽しむハメになったのだった。

「ひどいなあ。……僕としても姫ひめ狐こ姉さんと一緒の方が嬉うれしいけど。紅蓮との時間でも、満足できるよ？」

　人懐こい笑顔を浮かべる朝人に、紅蓮は猛烈に嫌そうな顔で答える。

「俺でもいいとか言ってる時点で尻が軽い。もっと恋人を大事にしろよ」

「大事にしてるじゃないか。女の恋人は姫狐姉さん、そしてもうひとつの恋人は──」

「色目を使うなこっちを見んな。『水葉』といいお前といい、無敵のヤツが多すぎる！」

　はあ、とため息をつくと、紅蓮は波をたてながら浴槽に顔を沈める。

「ただでさえクソな環境でストレスが溜たまってるんだ。これ以上煽あおるなよ」

「そうかい？　普通の生徒と過ごす留学生活、君なら気に入ると思ったけど」

「あのな。俺を日常とついてりゃ何でも喜ぶバカだとでも思ってるのか？」

　紅ぐ蓮れんが好むのは、ストレスフリーな生活だ。

　友達が欲しいと思っても、ドロドロした人間関係だの面倒な派閥だのに興味はない。

「なるほど、クラスの連中は普通っぽくて多少アガるが……。それ以外は一挙手一投足が外交戦、腹を探り合う陰謀のサバンナだしなぁ」

　げんなりした様子で紅蓮は言う。

　例えるなら、おいしそうなケーキに腐ったドブの水をぶちまけるようなモノ。

　まったくもって嫌になる。

「ま、留学生活は遊戯ゲーム漬けのドブみたいなもんだが……」

　癒いやしはある。それだけが、紅蓮にとっての救いだった。

「学校帰りの駄菓子屋は楽しいし、ガキどもと遊ぶのも悪くない。……こうして温泉に入るのも、相手がお前じゃなきゃバッチリ楽しめそうなんだけどな」

「そっか……残念だね。紅蓮の癒しになれるよう、頑張るよ」

「何をだよ。……さて、サウナにでも入ってくるか。限界まで温まってから水風呂に入ると、これがまた乙な気分になれるんだ」

「そういうことなら僕もいいかな？　……人目もなさそうだしね」

　ついてくる朝あさ人とに、紅蓮はじんわりと嫌な顔をして。

「勝手にしろ」

　諦めたようにそう言った。




　そんなやりとりから、数分後──……。

「……姫ひめ狐こ姉さんが、そろそろこっちに来るんだ。観光ビザ申請が通ったらしいから」

「ほう？　……良かったじゃないか、夏休みはまだ長い、恋人と一緒に楽しめよ」

「世界戦の舞台を夏休みと言い切るあたり、君も本当にタフだね、紅蓮」

「その程度に思ってないとやってられないことを、知ってるだけだ」

　木製の壁とベンチ。焼けた石が発する遠赤外線が身をジリジリと温めるサウナの中。タオルを腰に巻いた紅蓮と朝人は、貸し切りのそこで横に並び、話し続けていた。

「お前といい、ユーリといい……抱え込み過ぎると自滅するぞ。いつものドタバタな空気みたいに、飄ひよう々ひようと受け流すやりくちを覚えたほうがいい」

「そういうものかな？　……どうしても、大切なものがかかってくるとね」

「賭け代の大きさに影響されるようじゃ話にならないな」

　少額だから負けていい、高額だから負けられない。そんな価値観ではいずれ死ぬ。

　何な故ぜなら賭け代とは提示された条件であり、１００％自分の意思で決まったものではないからだ。仮に自らそれを賭けたんだと自認しているとしても、相手から巧みな誘導をされてその考えに至った可能性もある。

　故に、負けていい勝負などない。負けるべき勝負ならあるかもしれないが。

「ま、いきなりサガを変えろとも言わんさ。──で、聖せい上じよう院いんは一人で来るのか？」

「ううん。観光ビザは他にも希望者の分を申請したらしくてね。確定してるのは楠くすの木きさん、桃もも貝がいさん、佐さ々さ木きさん──あと、体調次第だけど『静しず火か』さんもこっちに来るかもって」

「……治療の経過について、何か聞いてるか？」

「後遺症はほぼなし。《陰陽相克ダブルフエイス》は若干衰えたものの、染みついた遊戯ゲームセンスは健在。──フフ、強力な助すけっ人とになるかもね」

「あいつにはあのまま日常に戻ってもらいたかったんだがな。……でも、元気そうでよかった。参加者以外への裏工作は仕掛けてこないだろうが、安全には気をつけてやれ」

　遊戯申請が通り、世界戦が始まった今、クオリアによる不正監視は始まっている。

　その監視網を掻かい潜くぐって妨害するには、かなりの覚悟と手間が必要だ。

（昔受けた兵糧攻めなんかは、連中のホームだからできた事だしな）

　今回、アルセフィアは各国資本が入っているとはいえ中立地帯だ。

　あまり大っぴらな干渉、たとえば遊戯と無関係な身内の旅行者を誘拐、脅迫するなどのわかりやすい手段は選べまい。とはいえ、抜け道はあるのだが──。

「……ま、いいさ。佐々木や桃もも貝がいたちは貴重な日常枠だからな……。動画チャンネルで癒いやし成分を補給するのにも限界があるし、もう既作は全部観みたからな」

「佐々木さんの動画、もう30件以上上がってたはずだけど……全部？」

「意外と楽しいぞ。新作はレトルトカレーを山ほど買って、各味レビューするってだけの死ぬほど地味な企画だったが」

　気づいたらカレーが食べたくて仕方なかった。そうした『共感』を呼び起こす能力も、紅ぐ蓮れんは高く評価している。自分にはないもの、欠けているものを佐々木は持っているから。

「……ふふっ」

「何だ朝あさ人と、ニヤニヤして」

「そうやって好きなもののことを話している君を見てると、可愛かわいいなって思えてね」

「キモい。やっぱり失うせろ」

「そういうところがよけい可愛いと思うよ。反応がすごく素直だから」

「……ああ言えばこう言いやがって。ったく……！」

　サウナの熱で滝のように流れる汗を、濡ぬれたタオルで拭う。

　タオルそのものも熱されていたが、それでも湿気が払われて気持ちよく──。

「どうせ嫌なら、もう少し嫌な話を済ませておくか。こんなところまで長々とついてきたんだ。何か聞きたいことでもあるんだろ？」

「察しが良くて助かるよ、紅蓮。……Ｄクラスに軍事拠点を売った件、あれは何だい？」

　朝あさ人との表情は、ユーリのような不満や不安ではない。

　これまでの戦いで砕さい城じよう紅ぐ蓮れんを知っているからだろう、信頼を感じさせる笑顔だった。

「一見すると保身に走って勝負を捨てた負け犬の手……。けど、紅蓮のことだ。他に何か意図があってのことだろう？　軍事拠点への配置にしてもそうだ。あれは……」

「『水みず葉は』に全部任せてある」

「だろうね。普通の手だ。侵攻が予想されるＣクラス側に『水葉』さんと僕、可能性こそ低いものの、万が一動いたなら最強クラスだと思われるＡクラス側にはお姫様」

　擬似的な同盟を結び、本来は安全なはずのＤクラス、ロシア側にフラヴィアを。

　そして最後の砦とりで──総督府に砕城可か憐れん、そして紅蓮を配置した。

「侵攻を阻み、裏切りを警戒し、守りを固める。当たり前、当たり前。定跡中の定跡で、奇をてらうところがまったくない。君は、何を考えているんだい？　……紅蓮」

「何も。今日、それから明日までは『見けん』だ。どんな遊戯ゲームもルールやシステムをしっかり把握するまでは動けない。地図無しで地雷原を歩けって言うようなものだ」

「ルール説明は教室でしたはずだけど？」

「あれは基本ルールだ。それだけだと思い込めば裏をかかれる。そうだな、まずは……ルールの曖昧な部分にメスを入れて、把握し直すつもりだよ」

「ふぅん。《獣王遊戯祭ベステイア》を……解体するつもりなんだね、紅蓮は」

　複雑な陣取りゲーム。人気投票めいたＣＰ配布。

　そのルールに隠されたマスクデータ、公にならない法則を解き明かすこと。

「それを終わらせてこそ、勝ち筋が見えてくる。……ＣＰの計算式、民意を反映した数字の正体をきっちり掴つかむところから始めるさ」

「そのためには時間経過が必要。盤面を動かし、再配布されるＣＰの数値から計算する。そのために、今日中に大きく状況を動かす必要があった……そういうことかい？」

「理由のひとつはな。他にもいくつかあるが、ここで説明する気はない」

「そうかい？　あいかわらず、つれないな……。するりと逃げる、幻の美女のようだね」

「気持ち悪い例えをするな。もっとシンプルな理由だ」

「え？」

　朝人がきょとんとする中、紅蓮は汗だくのまま立ち上がり──。




「水風呂に行ってくる。熱中症になったらたまらん」

「あ、僕も行くよ。いいかい？」





　　　　＊






　──ざぱん……!!




　全身の火照り、熱された細胞が一気に引き締まっていく感覚。

　心臓麻ま痺ひを防ぐため軽く水をかけてから、一気に思い切りよく浸つかる。

　キンと冷えていく感覚の中で、隣に座った朝あさ人とが耳元近くで囁ささやいた。

「今日、僕はあちこちのクラスの生徒と交流したよ。例のＢクラスの遊戯者プレイヤー……『凍とう城じよう』以外、Ａ、Ｂ、Ｅであからさまに遊戯者らしい人物は見えなかった」

　みんな擬態がうまいね、と苦笑する朝人に、

「俺が知ってる《黒の採決ブラツクバウト》絡みの遊戯者は、よく言えばベテラン……悪く言えば年寄りが多かったからな。いかにも只ただ者ものじゃない雰囲気をまとってたが」

　能ある鷹たかは爪を隠す、と言われるが、それは間違いだ。

　真の強者は実力を隠す必要がない。紅ぐ蓮れんのように好きでそうしている者を除けば。

　彼ら彼女らは社会に溶け込む気がさらさらなく、一見して常人離れしていた。

「今回は表向き学生の大会だしね。そういうタイプはいないんじゃないかな」

「まあ多少サバを読む奴やつもいるだろうが。一人知ってるしな」

　とはいえ、それでもギリギリ20歳前後だろう。若い世代の遊戯者が集まっている以上、ある程度社会に溶け込む訓練を受けている可能性は高い。

「例の、Ｄクラスのミラだったかな。その人は教室に来てなかったね。国際交流会を名目に、各クラスにアプリで連絡をとって、各区画を観光して回ったんだけど」

「……何だそれ、リア充こわっ……。お前のそのコミュ力だけは震えるな」

「僕としては遊戯ゲームの実力で怖がって欲しいんだけどね。けど、Ｃだけは……」

　あまりにもわかりやすすぎて、名簿を見た瞬間に判明した。

「クリステラ・ペトクリファ……18歳、ヴァチカンの修道院に通う『聖女』」

「ゆくゆくは教皇か、ってか。ヴァチカン奇き蹟せき修道院──ね」

　出身校名を一いち瞥べつし、紅蓮は水風呂に頭まで軽く浸かって火照りをとってから告げた。

「知ってるよ。世界規模で宗教的な権威、利権を侵害する組織や企業との遊戯を担う……言わば裏の実行部隊。ヴァチカンの遊戯戦力を担う『影』の養成校だ」

「獅し子し王おう学がく園えんみたいなものかな。……そんなものがあるんだね」

「特徴として、概念系の使い手が多い。だがＩＴや周辺技術に疎い連中が多くてな──。アナログな遊戯じゃ強いが、クオリア時代にはあまり適応しきれてない奴らだ」

　だが、この世界戦に出てくるということは、他国に抜きんでた実力があるということだ。

「クリステラとかいう女子については、俺は詳しく知らないが。有名なのか？」

「裏の情報じゃなく、表のね。テレビなんかによく出る有名人さ」

　年齢は18歳だが、穏やかな童顔でもっと若く、あどけなく見える顔立ち。

　透き通る青色の髪をふわりと柔らかなボブカットにまとめ、司祭の帽子を冠かぶり穏やかに手を振る姿は、すでに拝謁を許す教皇のような、静かな権威と慈愛を醸すという。

「いわく『神に愛されし子』。１００を超える奇き蹟せきを起こしたと言われ、正式に『聖女』の称号を最年少で授かった。その異名の由来は──絶対的な『幸運』」

　とある紛争地に単身現れ、非暴力と説法により平和を説いた。

　理想論を疎んだ者が怒りに任せて石を投げた瞬間、神風が石をあらぬ方向へ飛ばした。

　退廃の限りを尽くす大富豪のもとへ貧者の苦しみを説き、寄付を求めた。

　冗談交じりに『ワニの池で泳いだらくれてやる』と富豪は笑ったが、彼女は迷わず人肉すら喰くらう爬は虫ちゆう類るいの池を悠々と泳ぎ、噛かみ痕ひとつつけることなく対岸へ渡ったという。

「さまざまな慈善事業、寄付なんかで有名な彼女がわざわざ短期留学してきたんだ。興奮気味の子も多かったけど、あそこはね──俗っ気のない子ばかりで取り入る隙がない」

　アプリで誘い、直接声をかけても、引っかかったのは一般校出身の一般人のみ。

　クリステラをはじめとする奇蹟修道院の中核メンバーは誰ひとり誘いに乗ってこず、顔すら聖職者のヴェールに阻まれて、ほとんど見ることができなかった。

「聖人系か。……面倒臭いんだよな、あいつらは」

「知ってるのかい？　紅ぐ蓮れん」

「何度か戦ったからな。多かれ少なかれ、フラヴィアの『同類』だよ。厄介だろ？」

「……概念系。乱数を固定したり、超常的な現象を引き起こす異能者だね」

「たいていは独自のルールに基づいて有利になったり不利になったりするから、その点を暴けば比較的対処はしやすい方だけどな。そういう欠点のない奴やつもいて」

　とある大聖堂で囲んだ遊戯ゲーム。日本企業の出資による文化遺産買収を賭けた戦いは──。

「遊戯には勝ったが、法則を見切るまでの間に作った赤字でトントン、ってところだった。勝てない相手じゃないが割りに合わない、旨うま味みがない──そういう奴らだ」

　聖職者として清貧であり、貧しいが故に利益が出ない。おまけに一度教会の敵とみなせば熱狂的な情熱で襲いかかり、損得なしに狙ってくるのだ。

「……フラヴィアが群れで襲ってくると思うと、絶対近寄りたくない相手だね」

「他の連中と喰い合ってくれれば楽なんだけどな。しかし、本物の『聖女』か」

　こちらの手札にいるのは、信用ならない裏向きの『聖女』。

「ニセモノの聖女とホンモノの聖女。世界宗教とローカル宗教。その両方が集まってる。ぶつかれば世紀の宗教戦争になるだろうね。……ひどい皮肉だ」

「まったくだ。……さて、さっぱりしたし、身体からだでも洗ってくるかな」

「背中でも流そうか？」

　水風呂からざぱりと上がり、ざっとお湯をかけて身体を温める紅蓮に、朝あさ人とが言う。

　すると紅蓮は振り返り、あきれた笑みを含んだ顔で──。




「勤勉さは褒めてやる。だが、せっかくの休息時間に俺の嫌いな話題を続けるのはいただけない。──それさえなきゃ、友達になれるのによ。ホント、お前って不器用だよな」




　それこそ本当の友達のような気安さでそう言った。





　　　　＊






　風呂から上がり服を着ようとしたところで、スマホに着信があるのに気づいた。

　開いてみるとメッセージアプリの新着が[image: ]になっており、相手はすべて可か憐れんだった。




『お兄様！　ご無事ですか!?　もしやあの粘着ストーキング腹黒風ヘタレ仮面と温泉欲情っているのでは!?』

「……誤字なのかわざとなのか突っ込みにくいな……」




　わざわざスタンプまで貼り付けて危機感を煽あおる書き込みに、思わず笑みがこぼれる。




『変なことなんて何もねえよ。過保護にもほどがあるぞ』

『ああ、お兄様、ご無事だったのですね……！　可憐は心配でなりません。明日から私が直接お守りします！』

『できるか。ここの風呂は混浴じゃないだろ』

『できます。権力とはこういう時に使うものですから！』

『よせと言うのに。他の客もいるんだから、おとなしくしてるように。以上』

『ああっ、お兄様……！』




　つれなくトークをしめくくり、アプリを閉じようとしたその時だった。




「ん……？　こいつは……？」




　怒ど涛とうのように書き込まれていた可憐のメッセージに埋もれた、控えめな誘い。




『相談がある。……部屋に来てくれないか？』

　差出人は『水みず葉は』──つまり、静しず火かだ。

　先日何を血迷ったのか姉を真ま似ねた変態行為に及んだ前科があるものの、基本的に彼女は紅ぐ蓮れんに積極的なアクションを起こすタイプではないのだが──。

「……さて、どんな爆弾を持ち込むつもりなんだか」

　訝いぶかしみながらも、紅蓮はそっと着替えのシャツに袖を通した。





●法則ルールを読め




　スキヤキホテル・御み嶽たけ原ばら『水みず葉は』の部屋　現地時間23時30分ごろ──。




『今着いた。悪いが開けてくれ』

『了解した。ロックは解除する、そのまま入ってかまわない』




　──来るがいい！




　メッセージアプリに貼られたヤケに濃い武将のスタンプに意外性を感じつつ、紅蓮は『水葉』こと御嶽原静しず火かに用意されたスイートルームの扉を開ける。

　最初に感じたのは、ほのかに熱く湿った空気だ。

　石せつ鹸けんかシャンプーか、清潔感のある花のような香りを含んだ湯上がりの空気。

「男と女じゃ、やっぱり違うもんだな……やけにいい匂いがする」

「ば、ばきゃものっ!?　い、いきなり、なんとハレンチなっ……!!　誘ってるのか!?」

「誘ってない誘ってない。お前の姉さんとそっくりな香りだと思ってな、『静火』」

　ヤクザ風の悪趣味な調度品を片付け、飾り気のないビジネスホテルっぽく模様替えした部屋で、紅ぐ蓮れんを出迎えた人物は──湯上がりの髪をポニーテールにシュシュで束ねた娘。

　外で冠かぶっていた姉そっくりのウイッグを外し、温泉の香りを漂わせる肌に薄いシャツを羽織り、部屋着らしいホットパンツを穿はいた御み嶽たけ原ばら──『静しず火か』だった。

「変装はしてないんだな。まあ、セキュリティは強化したし、問題ないだろうが」

「う、うむ……。お姉様になりきる意味では本来おはようからおやすみまで、ずっとあのお姿をするべきだとは思うのだが。正直、あの姿だと妄想に歯止めが利かなくて……」

「……なりきるタイプなんだな、お前。姉のヤバいところだけ真ま似ねするな。というか……それを口実にして本性さらけ出してるだけじゃないのか？」

「そ、そんなことはない！　品ひん行こう方ほう正せい、質しつ実じつ剛ごう健けん。健全かつ健康が私のモットーだ！」

　居丈高に怒ってみせるものの──まるで腹が立たない。

　その理由をすっと指さしながら、紅蓮は呆あきれた顔で言った。

「下着、透けてるぞ。そんなエロい恰かつ好こうで男を出迎えておいて品行方正はダウトだ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　ど、どこを見ているっ!!　い、イヤらしい……！」

「いやらしいのはお前だ。というかワイシャツの下に真っ赤なブラとか、透けて当然だろ。白は隠蔽力が弱いんだし、下地の処理をしっかりしてないからそうなる」

　そう言いつつ、紅蓮は端末を軽く操作して写真を呼び出し、画面を静火に向けて。

「濃い色の上から白とかの薄い色を塗ると、どうしても下の色が透けるんだ。ほら、このプラモの装甲の色とかそのままだろう。もう少し塗装を濃いめにしろよ」

「……若い女の透けた下着をプラモデル扱いするな！　というか、何だこの小学生女子と映った写真は。貴様、ロリコンだったのか!?」

「変なところにばかり気がつくやつだな……。最近、模型作りにハマッてるんだよ。この子は近所の模型屋の子だ。コツを教わってるんだがこれがなかなか」

　ひょんなことから知り合い、夏休みを利用してみっちり教わる予定だったのだが。

「このくだらない騒ぎのせいで、そうもいかなくなっちまったからな……。まったくいい迷惑だ。それで、わざわざ風呂上がりに呼び出すとか、何かあったのか？」

「ああ。……その、砕さい城じよう可か憐れんとの護衛役争奪戦で負けてな」

「知ってる。というか、さっき俺の部屋に来てた」

　ここに来る前に紅蓮は一度、着替えを置きに部屋に戻っていた。そのときに、ネズミをしとめた猫みたいな顔でやってきた可憐とバッタリ会ったのだ。

　勝利を報告しつつ護衛役として空いた寝室を使いたいと言ってきたのだが──。

「ま、普通に追い返したわけだが。可憐のことは好きだが、さすがに同じ部屋はな」

「そ、そうなのか？　そういえば、Ｆランク寮でも同居はしていなかったな……」

「ひとりになれる時間ってのは貴重だ。四六時中誰かと一緒だと疲れる。で？」

　脱線しかけた話題を正し、水を向ける。すると静火はこほんと咳せき払ばらいし、

「……気分転換に、と思い、ホテルの中をうろついていたら、フラヴィアに会った」

「同じホテルで暮らしてるんだ、そういこともあるだろう。問題でもあるのか？」

「そういうわけではないんだが……ヤツが話しかけてきた内容が、な」

「内容？」

「『悩みを抱えていますね？』と、そう声をかけてきたんだ」

　そう口にした静しず火かの表情はやや青ざめていた。その反応からして、フラヴィアの指摘は図星だったのだろう。

「『悩み』の具体的な内容には言及しなかった。ただ、悩みがあるなら誰かしらに相談した方がいいとアドバイスされてな」

「で、俺を呼び出したわけか。……俺に相談して役立ってやれるかはわからんが」

「役立つさ。カラダの悩みは医者に。遊戯ゲームの悩みは最強の遊戯者プレイヤーに。何の矛盾もない」

　フ、と自嘲気味に苦笑して、静火は切り出した。

「端的に言おう。──怖いんだ」

「……怖い？　何がだ？」

「お姉様の代わりでい続けることが、だ」

　不安げに唇を震わせ薄手のシャツにしわができるほど強く腕を抱える静火。

　かつて姉、水みず葉はの代わりにＳランク４位の生徒会役員を演じていた彼女の気持ちを想像して、紅ぐ蓮れんは申し訳ない気持ちになる。《獣王遊戯祭ベステイア》における戦略として仕方ないとはいえ、御み嶽たけ原ばら家の当主たちが双子の娘を互換可能品な何かと扱っていたのと同じように扱ってしまっているのは事実だ。しかし必要以上の重圧を与えたいとは思っていない。

　紅蓮はあえて気安く見える笑みを浮かべた。

「気にするな。お前に水葉と同じ遊戯を期待したりしない。お前はお前らしくやれ」

「あ、ああ……。私も、そう思いたい。だが、唯一の武器たる分析力や観察力も砕さい城じよう可か憐れんの劣化レベル。こんな私に、できることなどあるだろうか？」

「…………。なるほどな」

　悩みの根源を理解して紅蓮は呟つぶやく。

　現状持たない能力、置かれていない環境を嘆いた悩み相談ほど不毛なものはない。それは解決の糸口などない、ただただ悩みを吐き出し愚痴りたいだけの相談だから。

　論理的思考能力の高い静火がそんな無駄な循環命題に囚とらわれたままになるとは考えにくいと思っていたが、現在が日付変更前の時間であることに気づけば真意が読める。

「俺に何か意見を言いたい。提案したい。だが、その考えが本当に正しいのかわからない。──それがお前の不安か」

「……ッ。わ、わかるのか？　私はまだ何も言ってないのに」

「わざわざこんな時間に呼び出したのがもう答えだ。……言ってみろよ、お前の考えを」

「あ、ああっ！」

　表情を輝かせて静しず火かは室内のアナログ時計を一いち瞥べつして言った。

「間もなく深夜０時。ＣＰの配布が行われる。つまり──ＣＰ獲得条件の特定をするには、毎日このタイミングに配布前後の各陣営の状態とＣＰ推移を観測し、データを集めるのが最善手。……と、思うのだが……」

　早口でまくし立てた後、上目遣いに紅ぐ蓮れんの表情をうかがう静火。

　生徒会時代、彼女は今のような『情報』と『分析』をもとに全生徒を掌握、ＧＰの変動を監視し急激に上昇する者がいればクオリアの記録から対策を立て、Ｓランクへの挑戦者を悉ことごとく返り討ちにしてきた。

　御み嶽たけ原ばら静火の性能は決して低くない。常人の中においては、頂点に近いだろう。

　ゆえに白しろ王おう子じ透とう夜やも、彼女を偽のＳランクと見抜きながら番犬、門番の役目を与えていたと考えられる。静火を超えてくる者がいれば、それはどこかしら逸脱した存在──あのバトルマニアが好む傑物だろうから。

　──が、その超高性能フィルターも《黒の採決ブラツクバウト》の世界に足を踏み入れれば凡俗の一人。

　それを自覚しているからこそ、かつての番犬は自信を失なくしている。

「情けない顔するな。着眼点は正しい。俺も、日付変更前後のＣＰ変化には注目してた」

「……ッ。本当か!?」

「ああ。というかさっき可か憐れんの劣化だと言ったが、それは間違いだぞ」

「え？」

「可憐は知識の詰め込みによって構築されたデータベースの使い方が上う手まい。同じ情報を参照して戦えば、確かにお前は勝てないだろう」

「む……。わかってはいるが、ハッキリ言われると傷つくな……」

「どうして傷つくんだ？　情報の使い方は可憐に勝てないだろうが──情報の集め方は、お前の方がよほど上だぞ」

「……へ？」

　言わばデータサイエンティストとマーケターの違いだ。統計データを集め分析する人間と、それを活用する人間は異なる。それは本来、どちらが上とか下とかいう問題ではない単なる役割の違いでしかないのだ。

「データ集めと分析に特化してる人間が、その使い方が上手い人間と同じ土俵で競おうとするから勝てないんだ。──お前は、俺や可憐が使うためのデータを用意することに全力を注いでみろ。その理想的な掛け算こそが、最高の結果を呼ぶ」

「……そんなこと、考えてみたこともなかった」

　目から鱗うろこが落ちた時の顔とは、まさにこんな顔なのかもしれない。

「私自身が遊戯ゲームで戦う以外にも……」

「貢献する方法はあるってことだ。お前ん家の両親と違って、優生思想じゃないんでな」

「フ、フフ。そうか。私はまだ御み嶽たけ原ばらの呪縛を外せていなかったのか」

「仕方ないさ。十何年も刷り込まれてきたら、そりゃあな」

　今もまだ心の深い場所には御嶽原家の価値観が根づいているだろう。

　それはそう簡単に打ち破れるものじゃないことは、砕さい城じよう家の教育による人格分裂に今も苛さいなまれている紅ぐ蓮れん自身がよくわかっている。

「まあとにかくお前は今のお前にできることを自信を持ってやればいい。需要はある」

「そ、そうか。なら、こっちに来てくれっ。こっちだ……！」

　ご主人様に構ってもらえる犬のようなテンションで静しず火かが部屋の奥に紅蓮を引っ張る。

　飾り気のないビジネスホテル風の部屋で、唯一異彩を放つもの、大型のデスクトップ型パソコンとモニタの電源を入れ、公式情報にアクセスする。

「スマートデバイスの普及で、こうした個人用ＰＣの需要は減った。今個人でこの手の物を使うのは、デザイン関係や物書きのような専門職がほとんどだが」

　そう言いながら、小気味よくキーボードを叩たたく。

「こうした多人数での情報処理、検討にはこちらの方が適している。……出たぞ」

「ああ。……これが現時点での、各クラスのＣＰか」

　椅子に座ってＰＣに向かう静火の後ろ、うなじのあたりに顔を寄せて画面を覗のぞく。

　アルセフィア王国の各区画、衛星写真を元に再現されたリアルな街並みが色分けされ、配布されたＣＰと現在のＣＰが表示された。




　Ａクラス　初期ＣＰ　１２９０００　[image: ]　５５０００　拠点数：５

　Ｂクラス　初期ＣＰ　　９８３００　[image: ]　９８３００　拠点数：５

　Ｃクラス　初期ＣＰ　　７５１００　[image: ]　３５０００　拠点数：５

　Ｄクラス　初期ＣＰ　　３８４００　[image: ]　１００００　拠点数：10

　Ｅクラス　初期ＣＰ　　１１７００　[image: ]　１１７００　拠点数：５

　Ｆクラス　初期ＣＰ　　　１０００　[image: ]　　１０００　拠点数：０




「まず私が着目したのは初期ＣＰだ。これはおそらく単純な国民からの投票数じゃない」

「……根拠は？」

「現在のアルセフィアの総人口を調べた。──２００万人。そう聞けば、貴様ならこの数字の矛盾に気づくだろう」

「仮に国民１人が１ポイントを保有し、それを投票によって分割していると考えた場合、全クラスに支給されるＣＰは合計３５３５００。──少なすぎるってわけか」

「そう。投票率が１００％にならないのは仕方ないが、20％未満は明らかに異常値だ」

「そんな投票率だと、もはや選挙も成立しないな」

「そこでいくつか仮説を立ててみた。ひとつは『国民全員に投票権があるわけではなく、特別な資格を持つ者か無作為に選ばれた限られた国民のみ投票している』説」

「バイアスをかけてる、と。たしかにペラペン先生は『全国民が注目している』とは言ったが、『全国民が投票している』とは言っていないな」

「ああ。この仮説が正しければ、我々のやるべきことは、その限られた権利者を探し出し、投票を促すこと──」

「──と、確定するには早い。そうだろ？　データサイエンティスト」

　静しず火かの言葉を遮り、紅ぐ蓮れんは意地悪く笑う。

「流石さすがだな、砕さい城じよう紅蓮。貴様を前にすると丸裸にされてる気分だよ。……くっ」

「お、おう。とりあえず頬を赤らめて震えるのは後にして、他の仮説を聞かせてくれ」

　女騎士めいた所作を軽くスルーして先を促すと、静火はコホンと咳せき払ばらいして気を取り直し、知性の閃ひらめきを感じさせる仕草で、細い顎に指をかけた。

「『国民全員に投票権があり、なおかつ何らかの係数を掛けている』説」

「なるほどな。投票数と比べてマイナスになるような数字を掛け、それを以もつて『民意』としている。──ありそうな話だ」

「まだ確証はなく、まったく情報が足りないが……恐らくは──」

　静火は顎から指を離し、桜色の爪をモニタの一部につきつける。

　それは各クラスに配布された初期ＣＰ、その下２ケタ。

「10の位から下の２ケタ、端数がない。となれば１票に対して３ケタの数字を掛けて、ＣＰを算出している可能性がある。……そういうことだろ？」

「！　……やはり、読んでいたのか……」

　静火の説明を待たずに言う紅蓮に、静火は驚きを隠せない。

　しかし、彼の方はそんな反応に見向きもせず、モニタの別の個か所しよを指した。

「最初に教室で説明された時にな。今現在の、各国ＮＰＣの様子は？」

「あ、ああ。ＶＲで仮想国家に入り込み、街角を歩くこともできるが──今はログインの手間をかけるより、ストリートビュー表示で観みたほうが早いだろう。少し待ってくれ」

　数回のクリックとキー操作で画面を切り替える。

　リアルに表示されたＮＰＣ、都市運営シミュレーション画面。

　各区画の総督が行う行政策を反映し、現実よりも遥はるかに速く流れる時間の中で──仮想国家はめまぐるしい発展と衰退を見せていた。

　俗に箱庭ゲー、国家運営系のシミュレーションは多い。たとえばカリブ海の島を舞台に、大統領になるトロピカル系ゲームなんかが有名だった。言わば、これはその超発展系。

　静火が画面を見ながら説明する。

「まずはＡクラス。ＣＰを消費した投資によってＮＰＣはより繁栄を謳おう歌かし、技術投資と軍事投資により富国強兵路線が進んでいる。あたかも、これは……」

「まさしくアメリカ合衆国、だな」

「物々しい軍事施設のせいで、三次大戦前の雰囲気も醸し出しているが──」

「そこは仮想世界ならでは。御ご愛あい嬌きようってやつだな。見ろよ、ＮＰＣもニューヨーカーだ」

　ハンチングやジーンズ姿の労働者と、高級スーツの投資家たちが歩き回る超高層ビル街。Ａクラスの繁栄と安定は見事なもので、不満や不安を抱くＮＰＣは少ない。

「次にＢクラスだが──何もしていないな。ＣＰはそのまま現状維持、動かずだ。まるで眠れる獅し子し、といったところだが」

「眠ったままでいてほしいもんだ。場を荒されると面倒くさい──外見イメージはステロタイプな中華街と、欧米をコピーしたみたいな高層ビルか。だが」

　ＶＲで再現された街並みを眺めながら、紅ぐ蓮れんは少しだけ楽しそうに言う。

「このインチキくさい看板や裏路地の屋台みたいな猥わい雑ざつな風情は嫌いじゃない。なかなか再現度が高いな、昔行った香港や天津、広州の裏路地はこんな感じだったぞ」

「そういうものなのか？　……私は海外は初めてだからな」

「どこも似たようなもんだ。観光客というか、外の目に触れる部分は発展を強調して取り繕ってるが、裏に回れば汚くて醜いものがあふれてる」

　そういった裏表のなさでは、日本が間違いなく一番だろう。

　日本で最も治安が悪い地区でも、他国の首都の表通り以上に安全で、トラブルが少ない。

　そうした安定性、ノーストレスな生活環境を、紅蓮は気に入っていた。

「Ｃクラス、ヴァチカンは……」

「見ればわかるな。国民がほぼ全員、十字架を提げてるんだから」

　多額のＣＰを投入。ＮＰＣが最も集まる導線の中心に大聖堂を建立、教育・宗教に人的資源を投入し、そこから派生してほぼ全住民が宗教的に一致団結している。

「まるで宗教国家だな。宗教の効能、その最大のものは『共通規格化』だ」

　常識──あらゆる行動の基準が、同じ宗教を崇あがめているという点で一致する。

　宗教とは群衆をまとめるために、極めて有効なツールなのだ。

「まずはＮＰＣの統治を優先したのか、それとも単なる趣味の問題か。まだ初日で効果も判然としないが、これからに注目……ってところか」

　そして次に表示したのは、Ｄクラス。ロシアの勢力圏は、無骨なコンクリートの建物が林立し、あちこちに国旗が掲揚され──そして何より、巡回する軍の姿が目立っていた。

「使ったＣＰはほぼ全部軍事、技術投資か。まるで旧ソ連の軍拡だな」

「我々から得た分も合わせ、軍事拠点数は最大の10。これを活いかして他国への積極的な侵攻を企たくらんでいる……そうとしか思えない。現時点では最大の脅威……」

　そう静しず火かが分析する中、紅ぐ蓮れんは短く評する。

「そう考えて周辺諸国が団結し、潰そうとする可能性もある。が、逆にその武威で他国と結ぶって選択肢もあるだろう。軍事力ってのは、手堅い投資先だよ」

　金食い虫ではあるが、あって損のないモノだ。

　国民の雇用も確保でき、食いっぱぐれないためか評判も悪くない。しかし……。

「残るＥ、Ｆクラスは……うん。たるんどる、としか言えないな」

「初期配置のままからまるで動いてないからな。やる気なし。政治家失格だ」

「貴様、何を他ひ人と事ごとのように……」

「ま、そうしろと言ったのは俺だしな。Ｅクラスも同じく『見けん』に回っているが……。ま、資産の少ない勢力からすりゃ迂う闊かつに動かず、温存ってのが定石だろう」

　初期に構築されたままの素っ気ない街並み。

　Ｅ、ＦクラスのＮＰＣは服装や外見も無個性で、仕事もないのか道端にたむろしていた。

「ＮＰＣの不満はかなり高いな。Ｅはうちよりマシだが、傾向はほぼ同じだ」

「初日にしてはそれなりに動いた方、ってところか。さて」

　ちらりとホテル備えつけの時計を見る。

　アナログな分針がカチリと動き、とうとう０時を指す。静火が間髪入れずにデータ更新を行った瞬間、各区画に表示されたＣＰが大きく変動した。




　Ａクラス　ＣＰ　５５０００　[image: ]　２８２０００（＋２２７０００）　拠点数：５

　Ｂクラス　ＣＰ　９８３００　[image: ]　１９６６００（＋９８３００）　　拠点数：５

　Ｃクラス　ＣＰ　３５０００　[image: ]　１４９１００（＋１１４１００）　拠点数：５

　Ｄクラス　ＣＰ　１００００　[image: ]　２４８２００（＋２３８２００）　拠点数：10

　Ｅクラス　ＣＰ　１１７００　[image: ]　　１６９００（＋５２００）　　　拠点数：５

　Ｆクラス　ＣＰ　　１０００　[image: ]　　　１０００（＋０）　　　　　　拠点数：０




「なっ……!?」

「予想通りだ。……しかし、かなりハネたな。チャートが面白い形になってるぞ」

　順当な伸びを見せるＡ・Ｂ・Ｃクラス。だがそれを遥はるかに上回る驚異的な成長を見せたＤクラスは、合計ＣＰ２位。初日の獲得ＣＰ額ではＡクラスさえ凌しのぎ、頂点を獲とった。

「……やはり、我々が軍事拠点をＤクラスに売ったせいか？　それにより国民の支持が、Ｄクラスに集中したと考えれば……この伸びもありえない話ではない」

「獲得ＣＰは民意の反映、その条件に嘘うそはなさそうだな。ははっ、素直な国民だ」

「笑っている場合か!?　……我々のプラスは０。誰ひとり国民の支持を得ていないと推察できる。ここからどうやって逆転すると……!?」

　まさに暗中模索。暗闇の中で両手両足を縛られ、動けないような状況だ。

　国民の人気を得られるような施策は打てない。ＣＰが足りない。軍事拠点もすべて失い、自衛のための戦力こそ辛うじて保持しているものの、もはや形ばかりの状況で。

「できる。というより、予想が検証により確定した、これが一番大きい」

　言うと、紅ぐ蓮れんは静しず火かのうなじ越しに手を伸ばし、画面を示す。

「今回、俺はこの『０』を観測したかった」

「え？」

　獲得ＣＰ０。その絶望的な数字を眺める紅蓮の口元には確信犯の笑みが浮かぶ。

「分析屋のお前なら気づいてるだろ？　──データが比較しやすくなってることに。鍵を握るのは、ＥクラスとＢクラス」

「……！　そうか、ＥとＦとＢはプラスの政策は何もしなかった点で同じ。それなのに、Ｆが獲得ＣＰ０なのに対してＥは５２００、Ｂに至っては９８３００もの数字を稼いだ。つまり、この差を分析することで──」

「獲得ＣＰの計算法則を浮き彫りにする第一歩になる」

「砕さい城じよう紅蓮。……貴様は、この遊戯ゲームの根幹。コアを裸に剥むいていくつもりか。──フン、いやらしい手管だ」

「……もともとこの遊戯、基本戦術は二つだけだぞ？」

　法則を見み出いだすまで『見けん』に回るか、法則など知らずプラスになるだろうと思われる政策を愚直に打ち続け、他国の追随を振り払って逃げ切るか。

「ＢとＥとＦは前者を選び、ＡとＣとＤは後者を選んだ。ただそれだけの話だよ」

「……！　どの勢力も不十分なルール説明の中、それぞれの最適解を選んだ、と？」

「当然だろ。実力に上下あれど、どいつもこいつも《黒の採決ブラツクバウト》に出る連中だ。やらしい手管こそが常じよう套とう手しゆ段だん。ボーっとしてたらあっという間に呑のみ込こまれるぞ」

「……ッ」

　ごくりと喉を鳴らし、紅蓮の横顔を見つめる静火。

　獅し子し王おう学がく園えんの生徒達とは文字通りレベルが違う裏世界の強敵を相手にして、Ｆクラスを任せられた紅蓮は、あらゆる点で不利な環境からの闘いを余儀なくされている。

　そんな盤面を、この男はどうやって覆してみせるのだろうか？

　状況にそぐわず胸中に浮かんだのは純粋な好奇心で、あまりにも場違いな高揚した感情に静火は思わず笑ってしまう。

「……お姉様がここにいたら、きっと今頃喜んでいるだろうな。性的な意味で」

「最後の補足はいらん。まあ、わかるけどな」

　崖っぷちの状況。死に瀕ひんした局面。ギリギリの縛りプレイをこそ水みず葉はは好むのだから。

　だが遊戯の快楽に耽ふけるつもりなどさらさらない紅蓮は冷静に思考を続ける。

「雑談はここまでだ。ほら、他のクラスの動向を見れば、ＣＰ獲得の傾向が見えてくる。たとえば、ここだ」

　紅ぐ蓮れんの指先はＣクラス、ヴァチカンの数字を示す。

「Ｃクラスは教会にしか投資していないのに、かなりＣＰが伸びてる」

「たしかに。アルセフィアは熱心な信者は少ないはず。宗教国家となり果てたＣの区画を見て、投票したくなる国民がそれほど増えるとは思えんな。……うむ」

「そしてＢ、Ｅ、Ｆは一切動きを見せてないって点は共通だが──」

　Ｅクラスのみ、初期獲得ＣＰから１１７００を割り、二日目は＋５２００と半減していた。

「実態は同じなのに、変動がないＢとＥの違いは、恐らく『固定票』の差だ」

「固定票……つまり、Ｂクラスは多少の失策では投票数を変えない、一定数の支持者を既に抱えている、ということか。逆に、Ｅは浮動票……」

「ああ。最初はご祝儀、期待値からちょっと増えてただけ、ってことだろう。今後も対策を打たなければ、ズルズルと減っていく──」

　が、Ｂは違う。保証された最低値。つまり──。

「純粋な国民投票によって保証された数字、ってことだろう。Ｂクラス、第一王女リングネス・アルセフィアの支持層は、多少他国が躍進しても動かない程度に堅いらしい」

　そして、と紅蓮は言葉を繋つなぎ、

「Ａ、Ｃ、Ｄの増収は政策を評価し、投票先を換えた国民による結果だ」

「もともと支持が薄く、ほぼ期待されていなかった……Ｅ、Ｆクラスの国民か！」

　考えてみれば当たり前の話だ。どこかが増えればどこかが減る。

　Ｄクラスの躍進の原動力はＥ・Ｆの国民を『喰くった』結果……が、それだけではない。

「恐らく、単純な得票数と係数に加えて、何らかのボーナスが働いてるはずだ。じゃないと減った分と増えた分の差額が釣り合わない。何かの条件を満たせば加算される、そんなマスクデータがあるはず」

「……不親切極まりないな。遊戯ゲームと言うなら、そこもしっかり説明してほしいものだ」

「だが、公平だ。俺達だけ知らず相手が知ってる、なら不公平だが、等しく誰も知らないのなら、マイナスの意味でバランスは取れてる。そういうことだろうさ」

　隠されたボーナス、マスクデータの正体を──。

「検証し、それを最大限に利用できれば、逆転の余地はある。何せ俺達の評価はドン底、ここからは上がるだけだからな」

　とりあえず、今公開されたデータから読める情報はこの程度か。

　そう考え、紅蓮は軽く息をつく。

　ひと息入れようとばかりに寄りかかっていた体を離し、今後の対策を考え──。

「ま、今日のところはこんなところか」

　数値の変化から読み取れることはある程度、読み取り切った。あとは明日以降に向けて具体的な行動を考えていきたいところだ。

　と、そう考える紅ぐ蓮れんに向けて、静しず火かはどこか熱っぽい視線を向けている。

「……すごいな、貴様は」

「ん？　あらたまってどうした」

「データの見方に一点のくもりもない。結論が出ない部分に関しても複数の仮説を出して、あえて曖昧なままの『情報』を武器として所有する。──貴様のような強者がデータの扱い方まで完璧ときたら、ますます私の立つ瀬がないな……」

「どうだかな。こうした仮説は複数の人間の視点で比較し、初めて真実に近づける。お前がいてこそ、仮説の精度は高まってるんだ。何度でも言うが、自分の価値を貶おとしめるな」

「砕さい城じよう……紅蓮……」

　頬を赤くしたまま惚ほうけたように見上げてくる静火に紅蓮は問う。

「どうした。今更のぼせたのか？」

「……べ、べつに何でもない！　カッコいい、などと。一ミリも思ってにゃいからな！」

「呂ろ律れつが回ってないぞ。様子もおかしいし、やっぱりのぼせてるな」

　大事な話はこれで終わりだ。他人の耳を気にする必要もなかろう。

　そう思って紅蓮は、静火を涼ませるために空気を入れ替えようと窓際に歩み寄る。

　窓のロックを外して押し開いた、そのときだった。




「──ふざけるなッ!!」




　突き刺すような敵意の叫び。

　紅蓮たちのいる部屋の遥はるか下方、ホテル一階入口からユーリエル・アルセフィアの声が、夜のしじまを引き裂いて聞こえてきた。





　　　　＊






　スキヤキホテルの最上階、スイートルーム。静火の部屋から窓越しに聞こえてきた声、その出所を探るため、静火が掌握していたホテル内セキュリティシステムに接続。

　先日経営権を得てから急ピッチで改装させ、取りつけさせた監視カメラのいくつかに、その人物──やたら花のある顔立ちの青年が映っていた。

「ユーリが突っかかってる相手の顔、誰だ？　──静火、照合できるか？」

「ああ。現在判明している参加者の顔面データと照合。……む、これは……？」

　ＡＩによる照合はすぐに完了した。何な故ぜならその人物の顔は、参加者の中でただ六人、最初から全員に公開されている人物のうちの一人。王位継承権を持つ、王子のものだった。




　Ａクラス、第一区画総督。カールス・アルセフィア。




「あいつ……いつから、ここに来ていた？」

「監視カメラを遡ってみてるが、わからん。今来たばかりなのか、それともカメラの死角をかいくぐったのか。くっ……番犬の役目も全うできぬとは、不覚！」

　今カールスがいるのはホテル正面入り口、玄関前だ。

　豪ごう奢しやな白のロールスロイス・シルバーゴースト。もはや骨こつ董とう品ひんを通り越して文化遺産に等しいクラシックカーを門前に停とめ、自らスーツ姿に白手袋でハンドルを握っている。

　長身、モデルと比べても世界レベルのスタイルをオーダーメイドのスーツに包み、金髪にハンチングを乗せてスポーティーな雰囲気を演出した姿は、まさに貴族。

「アメリカと縁が深い第一区画の総督にしちゃ、乗ってるのはイギリス車ってのが引っかかるな」

「公開されているプロフィールによれば、自動車好きらしい。古こ今こん東とう西ざいのクラシックカー、それもガソリンエンジンの旧車を数百台所有、レストアして自ら運転しているそうだ」

　紅ぐ蓮れんの述べた感想に、律儀に静しず火かがデータを参照して答える。

「カメラの過去ログを参照して、ホテル到着時からの足取りを追えるか？」

「……すまない。まだ工事が一部終わっていないんだ。重点的に配置したのは我々の居住区、最上階とその下のスイートルームまでで……」

　それ以外の階は時間がなく、ほとんど手つかずらしい。元々ヤクザ連中が設置していたカメラも回線切り替えの最中でほぼダウンしており、映像記録は残っていない、が。

「判別できる映像は、これだけだ」

「カジノか。そりゃまあ、一応一般公開してる施設だが」

　スキヤキホテル地下、オリエンタル・スタイルカジノ『ＢＡＫＵＴＩ』。

　その門をくぐる後ろ姿が一瞬再生され、すぐに消える。

「中の動きは追えないのか？」

「すまない、無理だ。……すべての監視システムがその後、５分ほど工事のため停止した。また、それからおよそ55分後にももう一度停止し──」

「その隙に外へ出た、と。……ザルセキュリティの最後の穴だな」

　あまりに的確に突かれた隙。前後の動きを完全に消しながら、肝心の一枚だけ残すのは。

（こちらに揺さぶりをかけている、ってところか）

　目的をぼかし、本拠地に敵のボスが出入りしていることを見せつける。

　まとまりのない団体ならそれだけで疑心暗鬼になり、内部から崩壊しかねない悪辣な手。一見虫も殺せぬ慈悲深い王子様のような姿をしながら、打つ手の陰険さは相当なものだ。

　そして、カールスが恐らくは目的を達たつし、悠々と出ていこうとした瞬間──。

「音声は拾えるな？」

「ああ。……ＯＫだ、リアルタイムで中継する」

　静しず火かの操作により、玄関前の監視カメラとマイクが起動。

　モニタに映し出されたのは白いサマードレスの少女──ユーリエル・アルセフィア。

　血の繋つながった兄王子に対するとは思えぬ険悪な表情。仇かたきを睨にらむような眼めで、

『ここは私の庭、私の領土、母様から継いだたったひとつの総督府だ。そこに土足で踏み込むなど……許されると思ったか、カールス！』

『厳しいな。しかしユーリ、これは兄としての忠告だが、もっとエレガントな言葉遣いはできないのかね？　いくら遊戯ゲームを学んだとはいえ……』

　フッ、と息を抜くような嘲りを織り交ぜて。

『言葉まで裏路地訛なまりの醜いものでは、いささか品格に欠けるというものだ。我々は常に国民の目に晒さらされる立場だということを忘れてはいけないな……妹よ』

『ッ、誰が……!!　私は、お前を兄などとは思わない!!』

『寂しいね。昔は兄様と呼び、慕ってくれたのに』

『一生の汚点だ……ッ!!　母様を謀たばかり、陥れるような男を、兄と呼んでいたなど!!』

『フフッ、まあいいさ。君がどう言おうと私にとって君は可愛かわいい妹だとも。そして旗色が悪い妹を心配し、少しでも助けになろうとカジノの客になった……それだけの話さ』

『……私の、カジノに？』

『ああ。経営元が変わったと聞いてね？　ディーラーも入れ替えたようだ、とても素敵な方にエスコートしてもらえて、たいへん楽しい時間を過ごせたよ』

　微笑ほほえむと、カールスはスーツの胸ポケットに手を入れた。

『！』

『小切手だよ。そう殺気立つことはないだろう？　暴力の廃されたこの時代に、拳銃でも取り出すと思ったのかね。だとしたら、時代遅れもいいところだが……』

　身構えるユーリの前で、カールスは無む垢くの純金でペン先が作られた万年筆を取り、サラサラと白紙の小切手にサインを記す。そして音高くページを破り──。

『使用料だよ。好きな金額を書き込みたまえ。……ああ、礼はいらない』

　にこやかに、そして。

『──【妹】を助けるのは、【兄】として当然だからね』

　ごく自然に見下しながら、自らのサインを入れた手帳のページを弾はじく。

　ひらひらと舞うそれを空中で掴つかむと、

『貴方あなたから貰もらうものなど、塵ちりひとつありません。……失うせなさい、さもないと』

　ビリッ……！　と、ページを破り、殺意を込めた遊戯者プレイヤーの眼めでユーリが言う。

『……ただでは、済ませない。二度と、来るな……!!』

　脅しではない。拒めば本気で殺されかねない、そう画面越しでも感じる殺意があった。

　そんな妹に、カールスはフッと再び笑む。どこまでも上位者としての余裕、まるで毛を逆立てる子猫を前にした飼い主のような態度を貫いたままで。

『そう毛嫌いしなくてもいいじゃないか。──明日、お茶会を開くつもりだ。武力に訴える連邦の女め狐ぎつねから身を守るため、いくつかの勢力と正義の結束を固めようと思っていてね。君たちもどうだい？』

『黙れ……！　そんな誘い、この私が乗るとでも──』

『ああ、失敬。もとよりユーリには訊きいていないよ』

　食って掛かろうとする妹を片手で制し、カールスは視線をすっと監視カメラに向けた。

　画面越しに、カールスと紅ぐ蓮れんの視線が交錯する。




『聴いているんだろう？　初日に拠点をすべて売り払うという離れ業を提案してみせた、黒幕。愛国心の強いユーリにはできない芸当だ。──私はキミに強い関心がある』




[image: ]

　紅ぐ蓮れんの存在を完全に認識していると言わんばかりの口調。

　カメラ越しに聴いていてもいなくても構わないと考えてのハッタリである確率は高いが、だとしても、相手に本当に見切られているのではないかと錯覚させるに十分な演技力だ。

　自分の声が相手にどう聴こえているか。自分の言葉が相手にどんな感情を呼び起こすか。

　すべて理解した上で、自在に操る。人心掌握に長たけた者のやり口。




『場所は仮想アルセフィア内、ＡクラスとＣクラスの国境──バベルの塔頂上、天空庭園会議室。開始時間と強制転移用ＵＲＬは、カジノのお問い合わせフォームから送っておく。会えるのを楽しみにしているよ？』




　余裕あふれる王侯の態度で言うと、カールスの乗ったクラシックカーは『幽霊ゴースト』の名に恥じぬ静かさで走り出し、都市の影に消えていった。





　　　　＊






「ユーリの頭ごしに俺をご指名か。……荒れるな、ありゃ」

「慰めに行った方がいいと思うぞ。これに加えて、今日のＣＰ配布を見れば……」

「ショックを受ける、と？　初期ＣＰが絶望的だったんだ、今更だろ」

「それはそれとして、現実に『お前は一切国民に支持されていません』とつきつけられたのだ。為政者にとってショック以外の何でもないだろう。……違うか？」

　監視カメラの画面の中で、サマードレスのユーリが静かに肩を震わせている。

　泣いているのだろうか？　うつむいた表情は見えないが、悲ひ愴そうな空気が伝わってくる。

　そんな映像を見ながら言う静しず火かに、紅蓮は気のない声で答える。

「そういうもんか？　知っていた答えを見て何な故ぜそうなるのか、意味がわからん」

「私もデジタルな方だと思うが、そのドライさはどうなんだ？」

「と、言われてもな。俺はユーリじゃない。ユーリの感情なんてわからんさ」

「ご自慢の『眼め』はどうした？　あらゆる人の感情や遊戯ゲームの流れを読むのだろう」

　訝いぶかしむ静火の視線に、紅蓮はそっと『眼』を隠すように手で庇ひさしを作りながら答える。

「生あい憎にくと、今日は調子が悪い。カメラ越しじゃ精度も落ちるし、何よりも──」

　あいつだ、と紅蓮は言葉を繋つなぐ。

「放課後に押しかけてきた二人組……子供の方、凍とう城じよう未み恋れん。あいつの『眼』は異能殺し、俺の感覚を狂わせて後遺症を残すだけの威力がある。まだ、感情の色が視みえない」

「なっ……！　たった、あの一瞬、視られただけなのにか!?」

　焦りを露あらわに、静火が驚きよう愕がくの叫びをあげる。

「不安にさせるから、他の連中には内緒にしておいてくれ。異能者が勝率を上げたなら、当然対策を練る陣営も出てくる。ま、こういうこともあるだろうよ」

「そんな軽い問題ではないだろう……！　最初から異能と呼べるようなものがない私や、白しろ王おう子じ朝あさ人と、砕さい城じよう可か憐れんはともかく、貴様やフラヴィアとの相性は最悪だぞ」

「だろうな。ま、そういうことだから、あまり俺に期待しすぎるな。──じゃ、俺はそろそろ部屋に帰るとするよ」

　困惑と不安を覗のぞかせる静しず火かを置いて、紅ぐ蓮れんは立ち上がった。

　一連のカールスの行動、その真意とは何か？

　ただカジノに遊びに来ただけなわけがなく、ユーリを挑発しに来ただけでもなく、当然紅蓮をお茶会とやらに誘いたかったわけでもないだろう。

　第四の理由がある。それこそが本当の目的。




（なるほど。……なんとなく視えてきた）




　内心で事の裏側を見通しながら紅蓮は静火の部屋を後にする。

　──さて、とりあえずは明日のお誘いに乗るか否か。よく考えて行動を選択するとしよう。





●幕まく間あい・残された者たちの宴うたげ




　──遠く、日本。獅し子し王おう学がく園えん──。




「水みず葉はさんのお見舞い、行ってきましたー！　実家から送ってもらったりんごをうさぎに剥むいてあげたら、シャリシャリ元気に食べてましたよ？」

「それはよかったですわね。順調に回復しているようで、何よりですわ。……でも前から思っていましたが、桃もも花かさんのご実家、なに農家なんですの？」

　ジャガイモだの米だのみかんだのと、季節感も土地柄も節操なしに農作物を送ってくる桃花の家に呆あきれつつ、パジャマ姿の楠くすの木き楓かえでは、夜の街を見おろしながら紅茶を淹いれる。

「いろいろですよ？」

「……いろいろ？」

　しゅるり、と音をたててリボンを引き抜く。

　交代で行っている水葉の見舞いから戻り、着替えながらの桃花の答えは──。

「はい。いろいろ作ってます！」

「そ、そう……いろいろ……？　そういうものなのかしら……？」

　勢いに押し切られ、楓は首を傾かしげつつ紅茶のポットを寝室へ運ぶ。

　するとそこには、先客達が待っており……。

「それはいいんですけど、なぜパジャマパーティー会場が佐さ々さ木きの部屋なんですかね？　桃もも花かさんか楓かえでさんちの方が、ド庶民の佐々木よりおもてなしっぽいですよ？」

「──……それぞれ、理由がある……──」

　獅し子し王おう学がく園えんＳランク寮の一画。最新鋭の設備を整えた高層タワーマンション。

　桃もも貝がい桃花、楠くすの木き楓、佐々木咲さき、そして聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こといった獅子王学園Ｓランク留守番組は、それぞれがパジャマとちょっとした料理を持ち寄って、お泊り会を開いていた。

「──……佐々木咲の私室は部屋が広くて物が少なく、スペースに余裕がある……──」

「あー、かもしれませんねえ。佐々木、ひと部屋しか使ってないですから」

　遊戯ゲームですべてが決まる学園、獅子王学園のＳランク寮ともなれば、その優遇は凄すさまじい。

　まともに借りれば年で億単位の維持費がかかるようなマンションが、無料で提供されている。が、無数の部屋や個人スペースを、佐々木はわずかしか使っていなかった。

「生活をそんなガラリと変えるのってイヤなんですよね。今の暮らしって基本、棚ボタ的に手に入った一時的なモノなので。１ＬＤＫくらいが佐々木相応です」

「ほえー……。佐々木さん、すごいです。ケンケンパ、ですね！」

「……桃花さん、たぶん謙虚と言いたいんですよね？」

　ドヤ顔で胸を張る桃花に佐々木が控えめに突っ込むと、姫狐が話題を変えた。

「──……桃貝桃花の家は、物が多い。それも、不用品が……──」

「桃花さん。あなたまたネットショッピングにひっかかったんですの？　ＧＰがあるからといっても、不要なものまでポチッていては溜たまる一方ですわよ」

「だ、だって見てるうちに欲しくなっちゃったんですよう！　楓さんこそ、この間業者の人がものすごくでっかいベッドを運び込んでたじゃないですか！」

「あれはいずれ紅ぐ蓮れん様をお招きした時恥ずかしくないように整えただけですわ。本当の、活いきたお金の使い方というものですわよ。……ふふふふ♪」

「──というわけで、楠木楓の部屋はベッドが使えなかった。消去法で、ここ──」

「し、しかたないではありませんか！　せっかく新調したベッドなのです、同どう衾きんするなら紅蓮様一択、女子ではいろいろと不都合ですわ。乙女心ですわよ！」

「ビミョーにえっちな乙女心ですね……と、佐々木は恋のさや当て的なものに突っ込むのをやめて、ピザを開けます。深夜！　ピザ！　……カロリー！」

「──……おいしい……──」

　寮専属シェフが焼き、コンシェルジュが届けたばかりのピザと英国風の紅茶。

　佐々木の部屋、安いクッションにめいめいもたれて舌鼓を打つ少女達──。

　子供っぽい動物プリントのパジャマな桃花、アダルトなネグリジェの楓。

　佐々木は素っ気ないＴシャツ短パンという姿だが、姫狐の寝間着は少々意外なものだ。
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「──……はむっ……。洋風の、味……──」

「普段ピザとか食べそうにないですよね、聖せい上じよう院いんセンパイって。彼氏の朝あさ人とさんとか洋風っぽい感じですけど、今から合わせておかないと結婚後苦労しちゃいません？」

「──……気が、早い。そ、そんな予定は、まだ……。それに、ピザくらい……──」

「食べそうに見えませんわよ、その点は佐さ々さ木きさんに同意しますわね。だって」

「ですねえ。桃もも花かのおばあちゃん以来、ひさしぶりに見ましたし。寝間着が和服の人」

「──……こ、これは、昔からの、習慣だから……──！」

　ゆったりとしたガーゼ生地の和服。いつも顔を覆っている眼帯も瀟しよう洒しやな縮ちり緬めんに変えて、しっとりとした和の装いを見せている。本人の言う通り、これが地なのだろう。

「それにしても。水みず葉はさんの復帰は、まだかかりますの？」

「お医者さんの話だと、回復はかなり早いみたいですけど……どうでしょう。普通なら、リハビリなどで年単位、復学とか遊戯ゲームとか不可能だ、って話でしたけど」

「……水葉さんなら、そのあたりは自力でクリアできそうですわね」

　獅し子し王おうレジャーランドで襲撃され、違法改造された強電流スタンガンで神経を焼かれた御み嶽たけ原ばら水葉は、いまだ病院にいる。少しずつ体調は改善しているようだが──。

「体が動くようになったら、這はってでもアルセフィアへ行きそうですわ。間に合うかどうかはともかくとして、手配はしておくべきでしょう」

「でも楓かえでさん、紅ぐ蓮れん様に電話くらいしてもいいんじゃないですか？　アプリのメッセージも上限アリなんて、桃もも花か的には捨てられた犬っぽくて切ないです」

「佐さ々さ木き的にもちょっと。紅蓮様、地味に動画を推してくれてるので。コメント機能とか、近況を質問するくらいのことはいいんじゃないです？」

　クッションをギリギリと抱きしめつつ寂しげな桃花、ピザのチーズをとろりと伸ばして言う佐々木。そんなふたりを交互に眺め、楓はきっぱりと言う。

「いけませんわよ。たとえ他た愛あいない情報でも──ネット回線を介する以上、途中で情報を抜かれる可能性はありますわ。特に海外のサーバーを経由するなら」

「──……楠くすの木き楓の判断を、支持する。ここからアルセフィアまでには、かなりの数、サーバーを経由しなければ通信できない。衛星回線を使っても、傍受は、可能……──」

「寝起きの挨拶とか、おいしいもの食べた時写真送ったりとか、そういうのもですか？」「──……だめ。食事や睡眠のタイミングも情報……私も、我慢、してるから……──」

　自分のデバイスをぎゅっと握りしめ、切なく言う姫ひめ狐こ。

　その身からふわりと香るような『恋』の甘さに、囲む三人娘が息を飲み……。

「まあまあまあまあ。……お熱いですわねえ。幼おさな馴な染じみとの恋、略奪愛……！」

「ロマンチックですねえ。お式はいつです？　ライスシャワーは任せてください！　ウチの倉に古米が山ほどありますから、トン単位で持ってこられますよ！」

「さすがにその量はいらないと思います、佐々木です。けど恋バナは興味深いです！」

「──……っ。か、からかうの……禁止……──!!」

　顔を赤くして俯うつむく姫狐。かしましい笑みがこぼれる中……。

「手配は……できた。あとは、水みず葉はの回復次第……。私達だけが先行する手もあるけど」

「そのあたりは要相談、といったところですわね。でも、朗報ですわ……！」

　話題をそらすように突き出したデバイスに注目し、楓は不敵に笑い。




「アルセフィア王国行きの航空券。……日程は自由に指定できる。予約完了、いつでも、問題ありませんわ……！」




　残された少女達の想おもいは、舞台の裏で密ひそかに動き始めていた。





●三国間会議はハーブティーとともに




　──時は流れ、翌日、午前。




「ううっ……難しいよう。ねえ、この変数の意味ってわかる？」

「さあ……。今、プログラムはほぼＡＩの自動構築が主流ですし、わかりません。言語を手打ちで組む授業があるなんて思いませんでしたから。誰かに聞いてみましょうか」

「そうだね。ええっと、できてそうな人、できてそうな人は……と」

　くりくりとした髪の女生徒が、どうやら旧知の仲らしいもうひとりに話しかける。

　その様子を自分の席に座り、聞くとはなしに聞きながら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは想おもった。

（授業そのものの内容は、面白いんだがな……）

　留学２日目、本格的に始まった授業。午前中に行われたのは実践的なプログラム構築だ。

　無数にあふれる情報の中から望むデータを検索する、簡単なＡＩ製作。

（簡単とは言っても熟練技術者レベルの話。最初からやらせるにはレベルが高い）

　個人成績は、座席表と共にリアルタイムで公開されている。進捗具合をＡＩが随時確認、評価を更新して発表するシステムだ。つまり、これは……。

（できない人間はできる人間に質問できる。コミュニケーションを促すシステム）

　人間関係を動かす布石のひとつ。事実、その見えざる手に動かされた女生徒ふたりは、開示された成績表を眺めていかにも『できそう』な人間に狙いを絞っていた。

「あのっ、ユーリエルさん。ゴメン、ちょっといい!?」

「ここのところなんですが……よろしければ教えて頂けないでしょうか？」

「え……？」

　突然声をかけられ、ピクリとユーリは反応する。

　起床、朝食、そして今朝の登校時に授業中まで、彼女はずっとあの調子だ。

　紅蓮の席から左。真横に位置するだけあって、意識せずともその様子は目に入る。

　蠢しゆん動どうするカールス。動きが見えない敵。そして何よりも……。

（昨夜の獲得ＣＰ、０。本当の意味で、一切支持されていないという現実が──）

　彼女を強く叩たたきのめし、孤立させているのが見てとれる。

　心ここにあらず、というより強い精神的ショックに耐えるかのようにうつむいたまま、声も出せずに耐えていた。周囲につるんでいると判断されないためにも接触を控えているとはいえ、その様子は紅蓮や可か憐れんにとっても近寄りがたいものだったが……。

（空気を読まない、というか。何も知らないヤツは、強いな）

　紅蓮が思わず感心する間にも、留学生は戸惑うユーリに迫っていく。

「……この部分なら、オンラインヘルプのここを参照してください。少し複雑ですが……検索条件の定義があいまいですと、結果もどうしてもぶれてしまいますから」

「へ～。そこのところ、定義をしっかりする方法って、どうやるの？」

「やっぱりこちらの方だけあって詳しいですね……！　アルセフィアはＡＩ技術の先進国と聞いていましたが、学生レベルでもこれだけの難度の作業をこなせるなんて」

　戸惑いつつも、質問に答えるユーリ。

（『姫』の顔だな。社交辞令はお手の物、か）

　心中を見せず、対外的な会話を乗り切る仮面。

　だが、その他た愛あいないやりとりが追い詰められた精神に雪解けをもたらしたようだ。

「いえ……。わからないことがあれば、できるかぎりお答えしますよ？」

　その、ほんのわずかに和んだ表情が──。

「ほんと!?　わ～っ、思ったより話しやすいんだね、ユーリエルさん！」

「ええ。お姫様だからと遠慮していましたが……あの、よければこれからも」

　お話を、と女生徒が続けようとした時だった。

「……姫……？」

　不意にナイフをつきつけられたような貌かおで、『姫』の仮面がひび割れる。

「？　だって、『アルセフィア』って」

「王族のお名前ですから、当然そうだと。それとも、私たちの勘違いなのでしょうか？」

「お姫様だよね？　ねっ？　素敵だなぁ、すごいなぁって話してたの！」

　悪意はない。彼女たちに現実感はない。

　まるでアニメや漫画のキャラクターに話しかけるような調子だ。が、それは──。

（無邪気な信頼、憧憬、羨望。そのすべてがゴリゴリと、ヤスリのように心を削る）

　一切国民に支持を得ていない、裸のお姫様。

　守り育てるべき国民に不便を強い、まともな経済政策も無く、憎まれすらしていない。

　未いまだ肉焦げ、煙くすぶる無能の烙らく印いんを、彼女たちは無邪気にグリグリとえぐるのだ。

「やっぱりお姫様なんだから、お城に住んでたりするの？　……あ、でも何度かホテルで見かけたし、もしかして滞在先、一緒かな！」

「あまりぶしつけなことをお伺いするのも失礼ですけど、もしそうでしたら素敵ですね。よければお友達になってもらえると、嬉うれしいのですが……いかがですか？」

「……え、ええ……。あの、お姫様、というのは、止やめて頂いてよろしいですか？」

　辛うじて搾り出したような声。

　礼節を保ちながらも語尾にわずかな掠かすれがある。

「私はまだ、半人前の身ですから。……そのように呼ばれると、照れてしまいます」

「へ～、そうなんだ。奥ゆかしいんだね……。ますます尊敬しちゃうかも」

「偉ぶらない、距離が近いということなのでしょうか。開かれた王室なんですね」

　悪意は刺さる。

　善意は、潰す。

　無敵の壁に守られた彼女達は、グイグイと距離を詰めていき──。

「…………っ」

　ガタン、と音をたてて、ユーリは席を立った。

「ごめんなさい。少し、気分が優れないので……また後ほど、いいですか？」

「あ、うん！　大丈夫？　医務室とかどこにあるのかな……！」

「こちらこそ、急すぎたでしょうか……？　驚かせてしまったのでしたら、すいません。付き添いが必要でしたら、お詫わびもかねてぜひご一緒させてくださいね」

「い、いえ。けっこう、ですので……失礼、します……！」

　辛うじて表面の礼儀は保ち、ユーリは善意の圧力から逃れた。

　残念そうな生徒達が見送る中、教室のドアを抜けて廊下に出ていく背中を見送ると。

「……お兄様。彼女、様子がおかしいようですが」

　右隣の席から、ひそやかな可か憐れんの声がする。

「ああ。だが、表立ってついていくわけにはいかないな。……耐えてくれ、可憐」

「私は問題ありません。ですが、彼女が潰れてしまわないかどうか、その点だけが」

　心配です、と続けた可憐に頷うなずいて同意を示すと、紅ぐ蓮れんは空になった左の席を見つめる。

「……人間は、脆もろい。単独でその存在を保てない」

「わかります。私が、お兄様の存在によって自己を保っているように」

「ああ。頼るものは家族や肉親、あるいは祖先や神。どんな形でもいい、それとの繋つながりがあってこそ、人間はぶれずに生きられる。だが、今……」

　ユーリの最大の拠より所どころ、愛するもの、守るべき対象は。

「あいつの弟、ユリウスは間近にいない。守るべきものが離れている。本来なら俺や可憐を代替として自己を保てればベストだが……それは、まだ無理だろう」

　関係を詰めている時間がない。出会ったのはつい最近だ。

「ヒトは感情の動物だ。理性で信頼すると決めても、感情のアラートが鳴る限り、本当の意味での信頼関係は築けない。そして、アラートを止められるのは……」

　時間、そして経験を経た信頼しかない。

　完全な理系脳、理性と打算、損得によって感情を制御できる人間はごく少数だ。

　表向きそう見えても、感情は必ずノイズとなる。

「少し時間を置いたほうがいい。ホテルに戻ったらフォローする。それでいいか？」

「はい。私はかまいませんが……お兄様。彼女のことはよく見ておられるのですね」

「雇い主だからな。きっちりと状況を把握しておかないと困る」

　ビジネスライクで素っ気ない雰囲気。だが、そんな紅蓮に──。

「……わがままだ、という自覚もあります。まるで桃もも花かさんのような短絡的な思考です。けど、それでもやっぱり……」

「？　どうした、可か憐れん」

「私のことも、かまってください。具体的には愛妹ラブイチャトークを２時間ほど！」

「長い。というかラブだと誤解を招くだろうが。ライクにしてくれ……！」

　ぷんすか！　と文字が出そうな顔でそっぽをむく妹に小声で言い返し。

「ふふっ。くくく……！」

「こら、後ろでこそこそ笑うな。まったく……！」

　右でむくれる可憐、背後でほくそ笑む朝あさ人とに囲まれ、人知れず紅ぐ蓮れんが息をつく。

　それから何気なくスマートデバイスに目を落とす。

　昨日、カールスに誘われたお茶会の時間が迫っていた。

　念のためユーリにも事前に参加の意思を確認したが、よほど憎んでいるのだろう、絶対に参加しないと拒絶されてしまった。

　もちろん、罠わなの可能性もあるが、カールスの出方はここでしっかり観察しておきたい。

　それに招待状にはもうひとつ気になる情報があった。

　お茶会の参加予定者。Ａクラス、カールス・アルセフィアと、もうひとり。

　Ｃクラス、クリステラ・ペトクリファ。

　ヴァチカン奇き蹟せき修道院の聖女様とやらをこの目で見て、その本質を見極めておきたい。概念系能力者攻略の基本は、奇蹟の法則を暴き出すことだ。彼女の能力、性格の一部でもつかめれば今後の戦略も立てやすい。

「……ったく。仮想現実内で飲む茶の味は、高級すぎて舌に合わないんだがな」

　気だるげにそう言って、紅蓮は人知れず教室を出て、ＶＲ筐きよう体たいのある特別教室へ向かうのだった。





　　　　＊






　アルセフィア中央本部ビル。通称、バベルの塔。

　屋上にある拓ひらけた空間、大理石の柱でギリシャの宮殿を彷ほう彿ふつとさせる六角形の屋根を支える。天使たちが談義を重ねる場として描かれそうな、静せい謐ひつかつ神聖な雰囲気を持つこの場所こそ、天空庭園会議室。

　六区画を治める総督たちが月に一度集い、各区画の政策について情報共有、討論を交わす場所である。

　仮想アルセフィア内でもその威容はリアルに再現され、むしろ偽物だからこその繊細な部分まで行き渡った美、精緻な芸術に唸うならされる。

　ＶＲ筐きよう体たいからログインしアバターと意識を同化した紅ぐ蓮れんは、転移機能でこの場所に降り立つなり、「神話か！」と内心でツッコミを入れた。

　あまりにも大仰に過ぎる建物だ。偉い人ってのはどうして発想が中二病なんだろうな。

　と、庭園の入口で待ち構えていた青年が、にこやかな顔で挨拶してきた。

「ようこそ。キミがユーリの代理人。裏側にいる黒幕かな？」

「カールス・アルセフィアか。──黒幕なんて大したモンじゃないさ。ユーリの犬だよ」

「砕さい城じよう紅蓮、という名前の生徒と同じ姿か。招待状には、アバターを誤ご魔ま化かしてもいいと書いたんだけどね。私は顔の割れた王族だから良いが、キミは遊戯者プレイヤーだろう？」

「面倒なこと言うなよ。べつに隠すような顔じゃない」

「フフ。……まあ、裏をかいて別人、ということもあり得るからね」

　どうせ迂う闊かつには手を出せない。正直なアバターで来ようが、嘘うそをつこうが、名前と顔が完全に一致する証拠を掴つかめない限りは《看破ペネトレイト》を発動できないのだから気遣うだけ無駄だ。

「さ、こちらへ」

「ああ。──先客はもう来てるのか。ひとりだけ遅刻ですまんな」

「ああいや私も彼女も今来たところさ。──ね、聖女クリステラ」

「Sìシー. 時は人を縛る鎖にあらず。神が人に与えた権利ですので」

　超高層から下界を見下ろせる、風の吹き抜ける円卓スペース。

　その座席のひとつに悠然と腰を下ろし、天界めいた大仰なこの空間に在ってひとつの矛盾もない少女が静かに会釈する。

　青い色の髪。頭にかぶった半分透けたベール越しにも明らかな、美人。

　その姿は清せい楚そかつ清貧、獅し子し王おう学がく園えんの制服をまといながらも慎つつましやかな長いスカートを穿はき、黒いタイツで素足を覆っていて。

「こうして直接お目にかかるのは初めてですね、グレン・サイジョウ。お祖じ父い様さまから、お噂うわさはかねがね」

「へえ。どうせロクでもない噂なんだろうな」

「Diavoloデイアボロ. 悪魔じみた遊戯者、と」

「ほんとロクでもないな。……ま、あんたの知るそいつと、今ここにいる俺が同一人物かは知らんけど」

「願わくば貴方あなたとは手を取り合いたいものです。犠牲多き遊戯ゲームなど、したくはありませんので……」

「そのためのお茶会さ。残念ながらＢクラスとＥクラスにはフラれてしまったけどね」

　パチン、と気き障ざったらしく指を鳴らす。

　カールスの合図に合わせ、メイドがティーセットを運んでくる。

　仮想現実上の偽物だが、クオリアを介したＶＲ筐きよう体たいでは味覚も嗅覚も再現されているため、芳ほう醇じゆんな紅茶の香りも、舌触りも、そのすべてを明瞭に味わうことが可能だ。

「Dolceドルチエ. 甘くて、よい香りがします……♪」

「そのメイドは、ＮＰＣか。わざわざ運ばせるんだな」

「テーブルの上にいきなり出現させることもできるが……この方が趣深いだろう？」

「そういうもんかね」

　雑談しながら、真横を通るメイドＮＰＣの横顔をちらりと見る。

　まるで本物の人間のような精巧なＮＰＣ。そんな彼女に対して、紅ぐ蓮れんは。

　誰にも気づけない程度のさりげなさで、足をかけた。

「あっ」

「……？」

　メイドＮＰＣが躓つまずいた拍子に運んでいたティーセットが放り出される。

　まだ空のカップと、ティーポットが放物線を描いてクリステラの頭上へ。ティーポットの蓋が外れ、中身までもが降り注ぎ──……。

　クリステラは、おや、と首をかしげ、頭上から落ちてくるそれを見つめる。

　すると──。




「La roccia della salvezza救いの岩なれ.」




　讃美歌の一節。目指す希望を持ち続けよと。魂を支えるには、安定した錨いかりが必要で。

　彼女こそがその救いの岩だと言わんばかりに落ち着いたしぐさで、その言葉を諳そらんじる。

　そして。

　まるで彼女の言葉にひれ伏し、従うかのように。空中でくるくる回るカップが。




　ティーポットからこぼれた紅茶をすべて受け止めた。




　そしてカップは、クリステラの目の前に羽のようにふわりと着地した。遅れてティーポットも、何事もなかったかのようにテーブルの上へ。

　一切の破損なし。テーブルクロス、床、クリステラの服。どこも汚れずに済んでいる。

　魔法か、曲芸か。そうとしか思えぬ奇き蹟せき的な軌道だった。

（俺やカールス、他の人間にも一切の損害なし、か。……フラヴィアとは違うな）

「も、申し訳ありません！」

「いえ。この通り、何事もありませんので」

　ニッコリ。平謝りするメイドＮＰＣに天使の微笑ほほえみを見せるクリステラ。その笑顔をちらりと見ながら、元凶たる紅ぐ蓮れんは何食わぬ顔で言う。
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「驚いたな。ＶＲ空間ならではの演算か？　ＮＰＣがコケるってのも珍しいが」

「なるべく現実を再現するようにプログラムされているからね。こういうこともあるさ」

「てことは、この聖女様はモノホンの奇き蹟せき体現者ってことか」

「そうなるね。それに、そうでなくては困る。──さあ、本題に入ろう。キミもそろそろかけてくれないか、紅蓮」

「ああ。……せいぜい、楽しいお茶会にしよう」

　紅蓮は促されるまま椅子に座った。

　こうして紅蓮、カールス、クリステラ、三国の代表が円卓を等間隔に囲み、天空庭園を舞台にした三者会談が幕を開ける。




「さて、キミたち二人を招待したのは他でもない。──Ｄクラス、ロシアについてだ」

「Sìシー. かの国の行いには胸を痛めています」

「ひたすら軍備を増強し、他国への圧力を強める。ま、大抵外側に対して当たりが強いのは、脆弱な内側を誤ご魔ま化かすハリボテなんだがな。ウニやハリネズミが中身は柔らかいのとそう変わらない」

「他ひ人と事ごとのように言ってくれるね、砕さい城じよう紅蓮。そのＤクラスに、キミは領土を売り払っているわけだが。──軍拡を招いた責任、どう考える？」

「さてな。だいたいあの降伏政策は俺の意思じゃない。俺は上が決めた戦略を忠実に実行するだけさ」

　すっとぼけた調子で紅ぐ蓮れんは言う。

　その探るような眼まな差ざしでカールスの狙いはおおよそ読めた。

　明確に意識している相手はＤクラス、ロシア。その言葉に嘘うそはない。しかし紅蓮を呼び出したのは同盟のためなんかじゃなく、裏でミラとどんな取引を交わしたのかを探りたい一心だろう。

　話し方。身振り手振り。視線の向き──。

　あらゆる点がカールスの人心掌握能力の高さを示している。すこしでも隙を見せれば、容赦なく紅蓮の嘘の皮を破り、中身の真実を暴き出すのは間違いない。

　──会話を長引かせるべきじゃないな。

　そう思い、紅蓮はクリステラに水を向ける。

「クリステラ、だったか？　あんたはどうなんだ？」

「Domandaドマンダ. どう、とは？」

「かつてロシアの指導者は教会の洗礼を受けたという。……ロシア代表遊戯者プレイヤーと、懇意にしてたりしないのか？」

「Noノー. わたくしはまだ奇き蹟せき修道院、生徒の身。洗礼を与えるなどという役目を仰せつかったことは、まだ。お祖じ父い様さまとならば御縁があったかもしれませんが」

「なるほどね。……ウチとしても、ロシアと同盟を組んだのは強者の庇ひ護ご下に入る必要があったからだ。特別、懇意にしてるわけじゃない。もっと良い条件で組んでくれるなら、鞍くら替がえしても構わない」

　横柄に背もたれに体重を預け、足まで組んだ不遜な態度で紅蓮は言った。

　とても属国の立場とは思えぬふてぶてしい仕草。

　本当の外交の場であれば何と礼儀知らずな奴やつだとバッシングを受けそうなものだが、その姿にむしろカールスは、瞳に好奇の色を宿した。

「フ、フフ。ハハハ」

「……？　何笑ってんだ、イケメン王子」

「いや失敬。ちょっと昔を思い出してしまってね。──白しろ王おう子じ透とう夜や、知ってるだろう？」

「何……？」

　意外な名前が出た。

　もちろん知っている。獅し子し王おう学がく園えんの前生徒会長なのだから。

　朝あさ人とから聞いたところによれば、透夜は文学、絵画、音楽などの芸術分野から、化学、物理、情報工学などの科学分野まで。ありとあらゆる分野の頂点を極めた天才と持てはやされていたという。

　そんな逸話を持つ白しろ王おう子じ透とう夜やのことだ、校外にその名を轟とどろかせていても不思議はないが。

　しかしカールスの語り口は、まるで旧知の幼なじみに対するそれのように見える。

「知ってるも何も……最近までうちの生徒会長だった」

　妙な嘘うそをついても仕方ない。紅ぐ蓮れんはシンプルに返した。

「遊戯ゲーム大国日本、その遊戯者プレイヤー育成校のトップか！　ハハ、さすが透夜だ」

「とはいえ今やテロリストにさらわれて行方不明だけどな。ニュースで見なかったか？」

「ああ見たとも。……だが、不可解でね──」

「……何がだ？」

「──あの白王子透夜がそう簡単に誘拐されるタマだろうか？　そして、表向きは全国の名家の子息が大勢通うという獅し子し王おう学がく園えんが、世界でも一、二を争うほど警備能力が優秀、かつ、武器の持ち込みや集会のハードルが高い日本の名門校が、やすやすとテロリストの襲撃を許すだろうか？」

「外国人は日本を高く評価しすぎてる。意外とチョロいもんだったってことだろ」

「もうひとつ奇妙な点がある。私はずっと例の誘拐事件に注目しているが、テロリストから白王子家へ身代金の要求こそあれど、その要求に応じたのか拒否したのか、後の動向が何も報道されていない。──日本の未来を担う天才の生死に対して、日本のマスコミが、あまりにも無関心。と、思うのだが……」

「いろいろ頭を回転させてるみたいだが、意外と真実はつまらないもんだったりするぞ。陰謀論を信じたくなるお年頃なのかもしれないが」

「ふーむ。……なら、いいんだけどね」

　釈然としないのだろう。だとすればなかなか鋭い男だ、と紅蓮は思う。

　事実、透夜の誘拐は白王子家の自作自演だ。

　本来白王子は圧倒的な財を以もつて砕さい城じよう家など強力な遊戯者に依頼することで《黒の採決ブラツクバウト》に勝ち抜いてきた一族だ。遊戯者は兵。自らは戦場に赴かず、司令を下す王であるという価値観が強く根付き、正当後継者に遊戯教育を施さない方針を取ってきた。

　ゆえに、遊戯の世界に進みたいとする透夜の希望は、白王子本家からすればただの駄だ々だ。

　圧倒的な神童だったがゆえに本人の意思を無下にできずにいたが──……。

　裏世界最強の男、砕城紅蓮とぶつかると知り、勝負を妨害した。

　白王子という王こそが上の立場。

　遊戯者など、金を与えられて戦うだけの卑しい傭よう兵へいに過ぎない──。

　そんな白王子の哲学からすれば、次期当主が遊戯者に直接対決で敗れるなど、あってはならないことだったのだ。




　たとえ相手が、裏世界最強の男であろうとも。




　カールスは仮想の紅茶をひと口含み、どこか切なげな吐息を漏らす。

「三年前、だったかな。日本とアルセフィアの友好関係をアピールし、積極的な技術交流を促すための式典で──両国の将来を担う神童二人が引き合わされた」

「それがあんたと、透とう夜やの野郎か」

「そう。まだ中学生だったが、彼の放つ『王の闘気』は本物だった」

「『王の闘気』？」

「オーラとでも呼べばいいのかな。昔からそうなんだけど、私は一目見ただけでその人物の持つ資質をある程度見抜くことができてね。──医者、科学者、経営者、政治家、あらゆる分野の才能を発掘してきた」

「Consensoコンセンソ. 納得です。貴方あなたの投資した事業が悉ことごとく成功、アルセフィア第一区画を大いに発展させた秘密は、その眼めにありましたか」

「人を見抜き、適切に人を配置する──。言葉にしてしまえば、ただそれだけのことを、世界中のあらゆる企業ができていなかった。だからこそ、私が正しくそれをしただけで」

「大いなる成果を残した、と。Belloベロ. 大勢を幸福にするその仕事、お見事です」

「フフ。貴女あなたのような女性にお褒めいただけて光栄です、次期教皇候補殿」

　それはある意味で紅ぐ蓮れんの共感覚に近い才能だろう。おそらくそこまでハッキリとオーラというものを視認できてるわけじゃないだろうが、第六感のたぐいで、感覚的に正解を引き当てているのだ。

　一流のスカウトは蓄積された人を視みる経験を以もつて、埋もれた才能を発掘する。

　それと同じで、一流の芸術、一流の教育、一流の食事、一流の娯楽にどっぷり浸つかってきた大富豪は、ごくまれにこうした一流の眼を獲得する。

　──カールス・アルセフィア。その本質は、世界最高峰のスカウト、か。

「私の見てきた中で、白しろ王おう子じ透夜は一番の輝きを放っていた」

　ふいに、懐かしむようにカールスは言った。

「一目見た瞬間、今まで見たどの自称天才よりも、遥はるかに。遥かに。格上──。表向きは爽やかな好青年を装っていたが──」

「爽やか!?　あの中二病全開のバトルマニアが!?」

「──無論、仮面だ。白王子家の教育の賜たま物ものだろう。彼は善き神童という仮面を見事に被かぶっていたよ。……私の眼には、飢えた獣にしか見えなかったけどね」

　正解だ。白王子透夜は血と闘争を求める百獣の王。

　戦争が忘れ去られたこの世界で、まさかあんな闘気をまとう男がいるとは思わなかった。

「不覚にもね。その。興奮、してしまってね」

　ゾクリと身を震わせ、カールスは微笑ほほえんだ。

「あまりにも強いオスを前にした時、人はどうやら闘争本能を刺激されるらしい。今までどんな天才を見ても滾たぎらなかった私が──彼の闘気に、あてられてしまった」




　初めて。初めて己をも脅かし得る天才だと──。




「そう、認識させられた。その後のデモンストレーション、将棋界を牛耳る棋聖とチェスの頂点を極めたグランドマスターを相手取った、エキジビションマッチ。私と透とう夜や、どちらが王にふさわしい圧勝を飾れるかを競う、人生初の卓上遊戯ゲームは──大変に、滾った」

「……お似合いだよ、あんたら。結婚したらどうだ？」

「我が国で進んでいるＩＰＳ細胞の研究が完成すれば、それも悪くない提案だね。二人の子ならば、きっと世界のすべてを統治する絶対者となるだろう」

「冗談のつもりだったんだが……まあ、いいか」

「しかし残念だ。彼がここに来ていたら、今度こそ直接対決を、と思っていたのに」

　カールスは人生初の将棋で棋聖を破り。

　透夜は人生初のチェスでグランドマスターを破り。

　しかしデモンストレーションはそこまでで、両天才の直接対決とは相成らなかった。

　それは両国のどちらかに勝利、敗北の烙らく印いんを捺おすわけにはいかなかったから。

　裏世界とは違う。表世界ならではの、あえて格付けを済ませず、格を保とうとする大人の理論。それはまだ子どもだったカールスや透夜自身の意思ではどうにもならないことで。

　二人は不完全燃焼のまま、勝負をお預けされてしまったのだ。




　──ああ……透夜の奴やつ、だからあのとき、あんなことを言ってたのか。




　ここまで話を聞いてひとつ腹落ちしたことがある。

　かつて紅ぐ蓮れんが生徒会役員全員に遊戯を申請した時、透夜はあえて紅蓮一人を生徒会役員全員で囲むような真ま似ねをせず、紅蓮にチーム戦を申し出てきた。

　透夜のことだ、すぐにでも一対一の遊戯を愉たのしみたかったはずだし、圧倒的不利な状況をも覆せる強者をこそ相手取りたいと考えれば、チーム戦はやや遠回しな提案だと思えた。

　しかし透夜はあの日、こう言った。




『問おう。貴様はただ強いだけの獅し子しか？　それとも群れの上に君臨しすべてを支配する王か？　この俺に代わり玉座に座るだけの器を持つというならば、示してみろ』




　あの発言は単に生徒会長の資質を示せと言っているのかと思っていたが──……。

　カールス・アルセフィアと会い、その過去を知らされてようやく納得した。

　人の才能を見極め、人を操り、頂点に君臨せし王の中の王──カールス・アルセフィアの才能がそこに在ると透とう夜やは見抜いていた。つまりあれは、かつてのライバルを意識してのミッション。

　透夜は極上の遊戯ゲームを与えてくれるだろう存在としてカールスを認識していた。

　だからこそ紅ぐ蓮れんとカールスを天てん秤びんにかけ、在りし日の興奮を呼び覚ますに足る相手かを見極めんとしていたのだ。

　そうぼんやりと思いを馳はせる紅蓮に向けて、カールスはにぃと悪い笑みを浮かべる。

「──まあ、嬉うれしい誤算はあったけどね。まさか透夜と同じ……否、こと遊戯においては、透夜をも超えるかもしれない資質を感じさせる男に出会えるとは」

「……何の話だ？」

「とぼけてもらっては困る。一目見ればわかると、そう言ったはずだよ？」

「花粉症で目がぼやけてるんじゃないか？　この国は草花が多い。花粉症対策の政策が、意外と票を集めるかもな」

「それはもう第一区画では実施済みだ。──砕さい城じよう紅蓮、キミは何者だ？　圧倒的な才能を感じさせるのに、まだ……底が見えない。私でなければ気づかぬほど巧妙に隠された上で、それでもまだ滲にじんでしまっているかのような……」

　──本当に、良い眼めをしてやがる。この男。

　カールス・アルセフィアとクリステラ・ペトクリファ。二人のキーマンと会うにあたり、紅蓮は自分自身の中に眠る遊戯者プレイヤー人格を最大限抑え込んでいる。それでも尚なお、透夜に近い才能を見み出いだすあたり第一王子の眼は本物だ。

　しかしこのままこの話題が続くのはまずい。そろそろ話の矛先を変えなければ。

「──で、本題は何だ？　まさかナンパが目的じゃないよな？」

「……おっと、そうだった。紅蓮、クリステラ。ここから本題に入るとしよう」

　パチン、と指を鳴らすと空中に一枚の紙きれが浮かぶ。

「《黒の誓書ブラツクロール》か」

「ああ。私たちの幸福な未来を約束する、特急券の切符さ」

「……これは……」

「なるほどな。──こいつは、面白い冗談だ」
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・ＣクラスおよびＦクラスはＡクラスと同盟を結ぶこととする。

・ＣクラスおよびＦクラスはＡクラスが求めれば自軍の遊戯者プレイヤーを用いて戦争を行わなければならない。

・ＣクラスおよびＦクラスはＡクラスが求めればＡクラスに対してＣＰを無条件に譲渡しなければならない。

・ＣクラスおよびＦクラスはＡクラス総督の承認なしに同盟を破棄できず、またＡクラス以外の勢力と同盟を結ぶことができない。

・ＣクラスおよびＦクラスはＡクラスのあらゆる決定に反対してはならない。

[image: ]




　不平等条約。

　かつて世界各国で強国から発展途上国へ押しつけられてきた、強者のエゴの象徴。

　詐欺の手口ですらない。黙って属国化せよとしか書かれていない、極めて雑な文言で。

　Ａクラスが何ら友好的な歩み寄りをする気などないということを示唆していた。

「Terribileテリビレ. わたくしに国を、Ｃクラス総督ヌグネ王女を売れと仰おつしやるのですか？」

　怒りではなく、取り乱すこともなく。ただ悲しげにクリステラは問いかける。

「端的に言うとその通りだ。キミたちに勝利の芽はない。ならばせめて、強き者と与くみして民にすこしでも利益をもたらす──それもまた、王の器だろう？」

「強き者。それがＡクラスだと？」

「そうさ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。私はね、べつにただ昔話がしたかったわけじゃない。自分の能力をただ自慢したかったわけでもない──」

　人の才能を視みる眼め。天才を発掘し、最高の結果を導く『王の眼』の存在が意味することは。




「──Ａクラスの遊戯者、アメリカ代表の彼らは、私自身がこの眼で採用した」




　世界最高峰のスカウトが見極めた、天才の中の天才。《黒の採決ブラツクバウト》レベルの遊戯者同士の戦いでも勝ち抜けると、確信を持って推せる人間だけのアベンジャーズ。

　最強の軍団を有する『王』は、絶対の自信を爽やかな笑みに載せて告げる。

「……神の幸運だろうと、ユーリの瞬間記憶能力だろうと。彼らの前には意味を為なさない。故にキミたちの最善手は我が国にひれ伏し、おこぼれを期待することだ。違うかい？」

「…………」

「…………」

　沈黙が流れる。

　紅蓮も、クリステラも、口を開かない。

「特に紅ぐ蓮れん。ＦクラスはすでにＤの属国と化している。今更主人を鞍くら替がえしたところで、痛手もないはずだろう」

「たしかにな。だが、Ａクラスのメリットがわからない。圧倒的な力を持っているなら、同盟なんか結ばなくても単独で戦えるはずだ」

　当然の疑問にカールスは、はあ、とため息まじりに答えた。

「ロシアに好きにさせたくないのだよ。我がＡクラスを勝利に導かんと集まったアメリカの客人たちは、よほどかの国が憎いらしくてね。一時的にでも、ＣＰ獲得量で上回られたことがお気に召さなかったようだ」

　その言葉が嘘うそか否かはわからない。ただ、アメリカ勢の価値観としては一定の信しん憑ぴよう性せいがあるように思えた。……が。

「だとしても、Ａクラスと組むわけにはいかないな」

「……どうしてだい？」

「うちのリーダーはお姫様だ。俺はその御お使つかいでここにいるに過ぎない。ユーリがあんたを毛嫌いしてる以上、手を組むなんて論外だよ」

　そう言って、紅蓮は《黒の誓書ブラツクロール》をピン、と指で弾はじいた。

　拒絶された紙切れはボッと炎のエフェクトを残し灰となって空中に霧散していく。

「……わたくしも。やはり愛いとしい子羊を裏切るわけにはまいりません」

　紅蓮の行動に勇気を得たのか。クリステラ・ペトクリファもまた同じように拒絶を選ぶ。

　二人から提案を蹴られ、孤立した王は、それでも余裕の笑みを崩さない。

「ふむ。交渉決裂、か」

「交渉にもなってないだろ。あんな不平等条約、結んでくれるところがあると思ったか？　もうすこし政治を勉強しろよ」

「──もちろん、思っていなかったさ」

　皮肉めいた紅蓮の言葉に怯ひるむことなく、カールスは立ち上がる。

「世界平和のための交渉だったんだが……断られてしまったのなら、仕方ない」

　心底悲しいと言わんばかりに目を覆い、彼はその言葉を口にする。

　絶望と殺さつ戮りくの開始を宣言する、その言葉を。




「《看破ペネトレイト》」




　顔写真４番、アンドレア・ヴォルタ。

　顔写真９番、パオラ・アメーリア。

　顔写真18番、ミケーレ・プルッツォ。

　顔写真25番、マルコ・マルティーノ。

　顔写真33番、クリステラ・ペトクリファ。




　すらすらとカールスの口から告げられる、それらの番号と名前は──。

「……!?　我らが同胞の名前……。何な故ぜ……!?」

　初めて聖女の顔に動揺が浮かんだ。

　それは本来秘匿されるべき、致命的な情報。

「Perchéペルケ. ヴァチカン奇き蹟せき修道院からは複数人を留学生として招しよう聘へいしました。何故、遊戯ゲームの中核メンバーの名と、顔を、こんなにも正確に……!?」

　困惑する聖女にカールスは悪魔の笑みを以もつて答えた。

「憶おぼえておきたまえ──」

　カールスの《看破ペネトレイト》によって、視界の隅に浮かんだ勢力図ＭＡＰ──Ｃクラスの領地に関する情報が塗り替わっていく。どの拠点に誰が配置されているのかが露あらわとなり、たちまちのうちに裸に剥むかれていく。そして──。




『Ａクラスの【？？？】がＣクラスの拠点１に戦争を仕掛けました』

『Ａクラスの【？？？】がＣクラスの拠点３に戦争を仕掛けました』

『Ａクラスの【？？？】がＣクラスの拠点２に戦争を仕掛けました』

『Ａクラスの【？？？】がＣクラスの拠点４に戦争を仕掛けました』




　クリステラの配置された拠点５以外のすべての拠点にＡクラスの猛者たちが雪な崩だれ込む様を眺めながら、カールスは優雅に微笑ほほえんだ。




「戦争とは、交渉のテーブルにつく頃には、すでに勝敗が決しているものだ」





　　　　＊






　ＡクラスとＣクラスを隔てる緩衝地域、赤土の荒野から覗のぞくＣクラスの区域。接続状態ならではの対等な目線から見上げる宗教都市、それを守る十字軍の要塞が業火に沈む。

　落とされた拠点には火が放たれ、旧時代にあった現実の戦争の如ごとく、ＣクラスのＮＰＣたちが無惨な屍しかばねと化していく。

　──もちろん、これは現実ではない。

　仮想世界で演じられる虚構の存在。燃える要塞は存在せず、そこを守る城兵も騎士の屍も嘘うそ偽り、ＡＩの抜け殻に過ぎない。

　しかしその光景は本当の国民が深刻な恐怖を抱く程度にはリアルだった。

　ゆえに。遊戯ゲームに敗北し、奪われた拠点に火をつけられたＣクラスの遊戯者プレイヤーたちに対して、国民は大いに失望したはずで。

「……なぜ、こんなことをするのですか？」

　天空庭園の淵ふちに立ち、燃え盛る自国の領土を見下ろして、聖女クリステラは悲痛な想おもいを吐露する。

　彼女は両手を広げ、神に陳情するように高らかに天を仰いだ。

　すると、無数のカメラとモニタが彼女の周囲に出現する。

　アルセフィア全国民の観みている仮想アルセフィアのリアルタイムシミュレーション映像。そこに割り込むような形でクリステラは、自らの哀かなしみに満ちた顔と声を公共の通信手段で映し出す。

「Perchéペルケ. ……なぜ？　どうして、こんなことを……。争いは何も生むことはありません。たとえＡＩ、神の恩おん寵ちようなき偽りの命といえど──無意味に殺さつ戮りくし、道理もなき戦争で、咎とが無き者から欲望のままに奪うなど……なぜ、こんなことができるのですか？」

　──なるほど、そう返すか。クリステラ、こっちもなかなかデキる。

　カールスが戦争を仕掛け、Ｃクラスの遊戯者たちが次々敗北し、砦とりでを落とされていくのを見た彼女が取った行動をすぐ傍そばで見ていた紅ぐ蓮れんは、思わず感心した。

　クリステラ・ペトクリファの姿はアルセフィアの国民も知るところだろう。

　有名、著名などという言葉に収まらない。現代史に既に名を残した人物なのだから。

　非暴力を謳うたい、数十もの慈善団体に名を連ね、現代の聖女としての声望を元に難民救済、貧者救済のため寄付や奉仕を欠かさず、世界的な平和賞すら視野に入ると言われる。

　そんな人物が哀しげに目を伏せ、焼け落ちる世界を眺め──。

「……主しゆは右の頬を打ぶたれたならば、左の頬を差し出せと仰おつしやられました。故に、私はこの卑劣な騙だまし討ちを、許しましょう。カールス・アルセフィア、暴力によって王冠を奪い、世界に騒乱を撒まこうとする貴方あなたを──今、ひとたびは哀れみ、許すでしょう」

　そして聖女は言葉を切り、投影された腕で黒煙を貫くように振り抜いた。

「ですが……！　王国の民よ、今一度皆様に問います。このような王で、いいのですか？　無む辜この民を虐殺し、大義もなきままに戦を仕掛ける。前時代の暴君を……！」

　──まったく、大したタマだ。

　敗戦という結果は、言葉をいくら重ねたところで取り戻せない。

　汚い言い方をするなら、負け犬の遠とお吠ぼえ──しかし、その哀しい声が届けば、大勢の民が同情を寄せる。

　これが国民からの投票数を競い合う遊戯である以上、戦争の敗北がイコール敗北とは限らない。自らが悲劇のヒロインとなり、カールスへの不信を煽あおれば、拠点を奪われながらにして獲得ＣＰを増やすことさえ可能なのだ。

　──が、当然。カールス・アルセフィアも黙って言わせたままにはしないだろう。

　カメラを向けられたカールスは、一切のためらいなく言い放ち、両手を広げる。

「なぜ、と言ったね。……お答えしよう。それはね、キミらが……弱いからだよ」

　まるで焼け落ちた城じよう砦さいを、黒煙に包まれた空を抱きしめるかのように──。

「王たる者の本質とは何だろう？　なるほど民の困窮に涙して、心から同情できるキミは、きっと優しく温かい国を作るだろう。だが……断言しよう」

　その国は──。

「清く、正しく、さりとて貧しく……弱いまま。豊かな国から、賢い国から、強い国から搾取され。海賊国家、遊戯ゲームの王国などと言われ良い気になろうと──結局は列強の植民地だ」

　利用され、せっかく磨いたＡＲ技術や遺伝子操作技術、あらゆる産業を奪われる。

「わずかな国土をさらに細かく分割し、諸国に売り払う。ついには失政のあまり犯罪者の巣窟、傀かい儡らいにまで堕おちる者までいたね。……哀かなしい、これはあまりに哀しいことだ」

　ゆえに、とカールスは言葉を繋つなぎ。

「私は、アルセフィアを強くしよう。諸国の傀儡ではない、対等な同盟を結び、合衆国と共にこの国に未み曾ぞ有うの繁栄をもたらそう。完全なる自立、独立、そして──」

　炎、煙、燃え落ちる城塞を見下ろして。
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「アルセフィアは、生まれ変わる。──私が、やる。損はさせない。ついてきたまえ！」

　それは理想ではない。

　言葉を飾ってはいるが、力によって国を変えんとする決意の表明。

　強者として弱者を蹂じゆう躙りんし、力で国土を統一し、自国を強くする──危険思想。

　しかし、だからこそ、それは──。




　シンプルに、民の心を掴つかむのだ。




　──ワアッ……!!




　眼下から嵐のように歓声が響く。

　ＡクラスとＣクラスの国境沿いに存在する、バベルの塔。そのＡクラス側、一階周辺にＮＰＣたちが集まっていた。

　彼らは「そうだ！」「強くなろう！」と口々にカールスの演説に賛同している。

　それどころか街を焼かれたＣクラス側のＮＰＣにも、熱狂的な声を上げている者がいた。

「市民ＮＰＣのＡＩは、アルセフィアの国民性を濃く反映してる。……だったか」

　歓声と熱気の中、ただひとり冷静に紅ぐ蓮れんはつぶやいた。

　初代国王が遊戯ゲームによって国土を奪い、成立させたという歴史を持つアルセフィア。

　されどその実態は、半ば強制的に諸国の投資を受け、先進国、列強各国に事実上分割、間接的な支配を容認してようやく許されたようなものだ。

　それにより生じる貧富の差。待遇の不平等。持つ者と持たざる者、貧者と富者。

　不満は強い劣等感となり、国民の意識の底に眠っている。

　現状を変えたい。だが、方法がわからない。故に、強いヴィジョンを持つリーダーが。強権で国を富ませ、遊戯に勝つ。アルセフィアらしい『王』を望んでいるのだ。

　そして今、カールスはその願望をすべてさらっていった。自分の領域外、その市民すらかなりの票を彼に流すだろう。

『お兄様！　御覧になっていますか!?』

　そのとき、ボイスチャット機能を通して聴きなれた妹の声が聞こえてきた。

　紅蓮は声を潜めて応える。

「可か憐れんか。ああ──ＡクラスとＣクラスの対立、だな？」

『はい。まさかこんなにも早く、戦争を仕掛けるなんて……。Ａクラス、直前に《看破ペネトレイト》を使っていましたが、まさか──』

「ああ、あれはまぐれの一致じゃないな。情報に基づき、確信をもって行ったはずだ」

　奇襲が通用するのは一度のみ。Ａクラスが真っ先に戦争を仕掛け、奇襲効果でアドバンテージを得るなら、標的は脅威となり得るＢクラスが最も合理的だ。拮きつ抗こうしているだけに、一度リードを奪えばそのまま引き離すのも夢ではない。

　が、あえてカールスはＣを選んだ。

「Ｃクラスで脅威となるのがクリステラだけだと知っていたんだろうな。だからこそ位置を特定し、確実に彼女を避けて攻撃した」

『つまり、敵の配置を……Ｃクラスの情報を、すべて掴つかんでいたと!?』

「ああ。どんなルートか知らないが、大した情報屋がいたもんだ」

　驚く可か憐れんに、紅ぐ蓮れんはあえて強い言葉で答える。

「えげつないやり口だな……。Ｃクラスは実質喰くわれたも同然。国力を半分削られ、国民の票もカールスに奪われた形になる」

『……ええ。クリステラさんの言葉は綺き麗れいですが、だからこそ信用されない。欲望を剥むき出しにしたカールスの方を支持する人は、多いでしょうね』

　国民のほぼすべては俗人だ。

　クリステラのような聖人──即すなわち、俗世を離れた精神性を持たない。

　欲望にまみれ、それを隠さない。たとえ思想がどれほど危険だろうと、カールスの方に魅力を感じ、投票する可能性はかなり高い。

「他ひ人と事ごとじゃないぞ。Ａクラスの奴やつら、次はたぶんうちを狙う」

『え!?』

「実は話題のクリステラと二人、奴のお茶会に誘われてな。今の今まで楽しく団らんしてたんだが……奴の同盟申請を蹴った。晴れて敵認定だ」

『……お兄様のことだから、何か深遠なお考えがあってのこと、ですよね？』

「どうだかな。おっと、通話切るぞ。ちょっと別の奴に業務連絡だ」

『あっ、ちょっと待ってください。まだお兄様のお声を聞い──』

　ブラコン発言を強制キャンセルして通話を切り、紅蓮は『水みず葉は』をコールした。

『……私だ。どうした、砕さい城じよう紅蓮？　──Ａクラスの件か？』

「フラヴィアは教室にいるか？」

『え？　えーっと……いや、見当たらないが』

「そうか。悪いが探して連れ戻してくれ。これからＡクラスと戦争になるかもしれないんでな。下手に校内を歩き回られるとリスクが高い」

『ふむ。解わかった。連れ戻すのは構わない。──だが、リスクとは？』

「昨夜も話したろ？　Ｂクラスの凍とう城じようだ。……異能を封じるあの眼めで見られたら、あいつの《絶対不運》も止められかねない。ただでさえ武器が乏しい今、それはきつい」

　流れるように語る紅蓮。言葉の終わりを待って、『水葉』は返事をした。

『了解した。……すぐにメッセージを入れつつ、奴やつを探してくる』

「頼んだ」

　通話が切れる。

　──これで、最低限の支度は整った。……が。

　Ａクラスが急激に伸びた現状。

　その立役者、カールスと強い因縁を持つらしきユーリはどう思っているだろうか。昨夜のただならぬ雰囲気を想おもえば、彼女の警戒心がさらに強まるのは明らかだ。

　それこそ、追い詰められたネズミのように──猫を噛かまんと、無理をするかもしれない。それはだめだ。勝手を許せば、せっかく読んだ状況が狂ってくる。




　──少し面倒だが、フォローを入れておくか。




　手間を惜しんではならない。ユーリは必要だ。

　かつて完成させた、獅し子し王おう学がく園えんという壮大なパズル。

　それすら上回る《獣王遊戯祭ベステイア》。アルセフィア王国、王位継承戦ゲームを。




「すべて読み切り──完成させるには、必要なモノピースだからな」




　崩れかけた世界。睨にらみ合う王と聖女にくるりと背を向けて。

　朱あかい眼めを鬼火のように煌きらめかせながら、紅ぐ蓮れんは悪魔のように残酷に、そうつぶやいた。





●傾く御み旗はた、囁ささやく悪魔




　──このままで、いいのでしょうか？




　スキヤキホテル屋上。第六区画総督府にて。

　ユーリエル・アルセフィアは幾度となくこみ上げる疑問を呑のみ込こみ、端末を睨にらんだ。

　痛いほど噛かみしめた唇に、血の味がする。

　手にした端末に記録されているのは、堂々たる態度でクリステラの演説を押し返している、カールス・アルセフィアの姿。

　舞台俳優めいた容貌。高貴で優雅、一目で解わかる華やかさ。

　単なる名前や家柄といった付加情報ではない、自信にあふれた態度と肉体、カールスという個人から放たれる引力じみた雰囲気が、まさに人の上に立つ者のそれだ。

（それに比べて、私は……っ）

　外見こそ取り繕える。鏡に映る自分の姿は、まさに絵本のお姫様のようだ。

　けれど、それが形だけだと、ユーリには心底解る。

　無邪気な留学生達は騙だませても、指導者の資質が即生活に直結する人々の、切羽詰まった嗅覚は騙せない。本当に信頼に値する指導者ではないと、解るのだろう。

「……ＡＲタグ、表示設定。視界に投影をお願いします」

『承りました。──ＳＡＩサイ起動、投影、実行』

　獅し子し王おう学がく園えん理事長、ハジメ・シシオウとの裏取引で得たクオリアシステムの筐きよう体たい。

　そこに組み込まれた人工知能、ＳＡＩが音声入力により命令を認識、彼女の視界へ投影。仮想世界と現実世界の二重映し、ビルの屋上から見下ろす現実の風景に、今行われている選抜戦、その戦場となる仮想世界、ＮＰＣの暮らす第六区画の情景が重なる。

　現実と寸分違たがわぬ仮想世界。二重に映し出された都市の中、大きな違いはひとつ──。

　第六区画の国境線沿いに点在する軍事拠点。──それも一切のアップグレードをせず、放置されたままの荒れ果てた砦とりで。軍兵は老人、武器は弓や槍やり、辛うじて火縄銃。

　そんな朽ちかけた廃はい墟きよのような砦、ＮＰＣ達は無気力に空を見上げて。




　──空にはためくロシアの赤旗に、深々と落胆の息をつく。




「…………!!」

　それは現実ではない。偽りの世界、偽物の世界、だがこのままではあるべき未来だ。

　売り渡された軍事拠点。国家は市民を守り、市民はその対価として国家に尽くす。その根幹を崩すかのような売国行為。誇りなき、彼女の無力と無能を鮮やかに晒さらす風景。

（ヌグネ。……彼女なら、私のように悩みはしないのでしょう）

　それは彼女の姉、ヴァチカンと手を組み、その加護を得ている第三王女。

　現在はＣクラス、第三区画の総督として《獣王遊戯祭ベステイア》、この王位継承戦に挑んでいる彼女が、ユーリはひどく苦手だった。




『──のう。そのドレス、以前の宴うたげと同じものであろう？』

『口さがない者どもが噂うわさしておる。新しいドレスをあつらえることもできぬ恥晒さらし、無能、犯罪まがいのヤクザどもに身も心も売り渡した非国民……などとな』

『わしの着古したドレスじゃが、よければ着てくれぬか。我が宗派は清貧をもってよしとする、捨てるよりそなたが着てくれれば無駄がない。主しゆもお喜びになろう』

『お古とて、仕立て直してあるゆえ簡単にはバレぬ。……礼など、いらぬぞ？　ではの』




　それは、一年前のこと。いつものように出席した舞踏会での囁ささやき。

　突然の接触に言葉を失っている間に、さっさと言いたいことだけを言って姿を消した姉。

　後日本当に送られてきた壮麗なドレス──その仕立ての良さ、美しさ、何よりも丁寧にサイズを直され、細かな装飾をいじって自分に恥をかかせまいと工夫した心遣い。

　その、すべてが。




（受け入れ、られない……!!）




　汚い感情がこみ上げるのを感じる。心遣いに対する感謝の気持ちはある。

　だがそれ以上に強い羞恥がある。見返りを求めない純粋な優しさ、感謝すらいらないという寛容さの裏に、『施しを与えるべき弱者』『競争相手ですらないモノ』と──。

　そうみなす、無自覚な格付けが視みえるようで、切り刻まれるより痛かった。

（……私はきっと、心の醜い女なのでしょう）

　姉の純粋な善意を素直に受けられず、勝手に悪意を感じて悶もだえるような。

　カールスが彼女の領地に攻め入り、４つの軍事拠点を電撃的にもぎ取った時……正直、心のどこかで快かい哉さいを叫ぶ自分がいた。豊かな者が堕おちる、見下した者が自分と同じ位置に転落する、それを喜ぶ下げ衆すで汚い自分の心が、まったくないとは言い切れない。

　だが、それでも──。

「……Ｃクラス。第三区画の状況を、表示してください」

『承りました。縮小投影、いたします』

　時は23時40分、ＣＰ配布と更新が始まる直前。

　戦場となり拠点を大きく削られた領域、手のひらサイズに縮小投影された箱庭を巨人のように見下ろすたび、ユーリは胸を突かれたような痛みを感じる。

　活発に動き回る市民、ＮＰＣの姿。

　職場へ駆けていくハンチングの労働者、にこやかに食料を配るボランティアの娘、自ら拠点を守らんと軍を志願する若者たち。ＡＩは自らの意志で、その行動で──。

　自らの主あるじ、総督の危機に立ち上がり、一丸となって守らんとしていた。

（……堕おちたのは、私）

　最初に第三区画の状況を観みた時、ユーリは心底苦しかった。

　自分の中に眠るゲスな感情をつきつけられた想おもいだった。自分を見下ろしていたヌグネ、彼女が支持を失い転落し、ＮＰＣ達が昏くらい面持ちで空を見上げる──

　自分と同じ、第六区画の惨状と同じさまに堕ちているのを、期待していた。

「……これが、本物と、偽者の違い……なの、ですか……？」

　敗北してなお、ヌグネは民に慕われ、再起のために大勢が動きはじめていた。

　もちろんそれは現実ではない。嘘うそ偽りの虚構世界、そんなものの支持など遊戯ゲームの外では一片の価値すらないだろう。しかし、それでも、ユーリの受けた衝撃は大きい。

　偽物にすら支持されない自分。

　堕ち、窮地に立たされてなお「やっぱりな？」と言わんばかりに無視される。

　負けてなおキラキラと輝く第三区画のＮＰＣ。対する第六区画の彼らは、拠点を売られ、文句すら言わず呆あきれ果てている。

　この姿を見たアルセフィア国民たちが、どの総督に投票するかは火を見るよりも明らか。

　キラキラと輝くカールス。負けてなお凛りんとしたＣクラス代表とＮＰＣ。

　傲慢なロシアや、未いまだ実力を見せない第二区画、凍とう城じようを名乗る遊戯者プレイヤー達。

　すべてをただ無力に見上げることしかできない自分が辛つらく、情けなく、恥ずかしくて。

　ガラガラと足元が崩されていくような想いに苦しむあまり、何も言えずに帰って。

　こうしてただひとつの拠より所どころである、総督府に逃げ込んでいた。

（あの人は、本当に……私を救ってくれるの……？）

　何も語ってくれない男。裏社会最強、絶対勝利のチケットと称された男。

　そのくせ偉ぶることなく、癖のある髪をガシガシと乱し、面倒くさそうに──

　不満や不安を考えず、戦略を共有するどころか無視して進めていく勝手な男！

（なぜあんなことをしたの？　Ｄクラスに、ロシアに国を売る……それでは私と……無力に、国を売った私や……あの人と、同じ……）

　何か考えがあるに違いない。そう信じたい、信じると願った想いがある。

　けれど、不安は尽きず、雲のように湧きあがっては心に影を落とすのだ。

（信じるしかない。そう決めた、誓った……なのに）

　ひとこと、たったひとこと欲しい。

　自分を信じさせてくれる、痛みを忘れさせてくれる、拠より所どころとなる、言葉が──。




「よう。元気ないな、ユーリ」

「……ッ!?　紅ぐ蓮れん……!?」




　欲しいと思っていた瞬間、望んでいた男の言葉が耳に届いて。

　半ば跳び上がるように、ユーリエル・アルセフィアは振り返った。





　　　　＊






「俺に見えてる世界と、今、お前が観みてる世界は違う。仮想現実に囚とらわれるなよ。本物と偽物、虚構と現実は違うんだ」

「！　……わかるのですか？　ＡＲを、観ているのが」

「意識を完全に没入せず、本来の視覚に重ねてる場合は判別がつく。単純に視線があらぬ方向を向くし、本来ないものを視みるからな」

　例えるなら虚空を見上げる猫のようなものだ。幽霊を見ている、などと称されることも多いが、単純にヒトには認知できない音、臭においを感じている場合が多い。

「何も言わずに帰っただろう。可か憐れんや朝あさ人とが心配していた。……俺もな」

「そう、ですか。……ですが、私は問題ありません。何も、揺らいでなど……」

「いるだろう。お前も闇を経験した打ち手なら、逆境のしのぎ方は知ってるはずだ」

　スキヤキホテルは、この第六区画ではほぼ最大級の建物だ。

　屋上庭園、その縁から見下ろす夜景は──ひどく、切ない。

　日本の、不夜城のような煌きらびやかさを知る者にとって、逆に新鮮に映るだろう。

　光に乏しく、観光客向けの大通りのみがライトアップされたそれは、まるで大きな橋か、あるいは巨人の動脈のようだ。主要道路沿い以外は電力の供給すら不安定で、時折光がまたたくさまは、夜空の星の再現のようで……貧しく、切なくも、美しかった。

　立ち尽くすユーリの傍そば、並んでそれを見おろしながら、紅蓮は続ける。

「負ける時はスッキリと、無駄にあがかずに場を流せ。ジタバタともがいて傷口を広げるのは三流の手筋だ。いつまでもグダグダ考え続けても煮詰まるだけだ」

「……他ひ人と事ごとのように、言うのですね。貴方あなたは……」

「他人事だからな。俺にとって一番大事なのは可憐で、次に水みず葉はあたりの身内枠だ。少し下がって桃もも貝がいや楓かえで、朝人なんかも日常枠ってことでスタメン入りしてるが」

「……まだ、私は貴方にとって、大切な存在では……ない。そういうことですか？」

「完全にどうでもいい、ってわけじゃないな。俺とよく似た境遇に同情はする。けど……本当に鎖を切って自由になりたいのなら、それを他人に頼るのは気に入らない」

　だから、意地悪だと理解してもあの朝食の席で、ユーリを突き放したのだ。

「俺は自分の意志じゃなく、他人の利害のために《黒の採決ブラツクバウト》の場に引き出された。関係ない他人の利益のために延々と戦わされるなんざ、御免だよ」

「……利益は、私に出せるものなら、この身も含め、何でも……！」

「需要と供給が釣り合ってなさすぎる。いらないものを押し付けるのは利益にならないし、取引にもならないだろう？　ユーリ、お前はまだ温ぬるい。覚悟が、ない」

　紅ぐ蓮れんの言葉は、闇の遊戯ゲームで勝ち抜いてきたことを自負するユーリにとって。

「……そんなはずは、ありません。私は、十分に経験を積んでいます。妹さんや、獅し子し王おう学がく園えんの方々の大部分よりは、私の方が《黒の採決》に慣れています……！」

「そうか。その中で、自分より大切なものを賭けたことが何回ある？」

「……！」

　自分より、大切なもの。孤独な姫にとって、それは──。

「……ユリウス……」

「そう、お前のたったひとりの弟、家族だ」

　それを賭けたことなど、あるはずがない。考えたことすら、ない。

「お前には三つの貌かおがあるはずだ。ごく普通の町娘の貌、重責を担う姫君の貌、闇を泳ぎ生きてきた遊戯者プレイヤーの貌──今までは、そのどれかひとつずつを見せるだけで良かった」

　だが、それでは足りないのだ。

《獣王遊戯祭ベステイア》王位継承戦は獅子王学園とユーリエル・アルセフィアの遊戯であって。

「これは俺の──砕さい城じよう紅蓮の遊戯じゃない。負けた結果日本がボロボロになろうが、顔も知らない他人がどうなろうが、俺が責任を持つ筋合いはない。インチキ親父おやじが破産しても知らんし、ユーリが差し出した身柄だの、王国の領土だの何だのも賭け代にはならない」

　一国の命運。弟の未来。そして、ユーリ自身の希望。

　ゆえにその責任を負うのもすべて、彼女自身で。だとするならば。

「すべてを背負うには、貌を使い分ける余裕などない。三つの仮面をすべて同時に操り、お前という人間の能力すべてをフルに引き出して、ようやく勝負になるはずだ」

「……それが、できるのなら……！」

　ギリッ、とユーリは奥歯を噛かみしめる。

「私自身の力で、勝てるのなら……！　売国の契約など結びはしません。できないから！　海千山千の強敵に、あのカールスのような毒蛇に、私、ひとりでは……！」

「勝てるはずがないから、他人にやらせようとした。……間違ってないな、理屈としては。だが、そのために俺を雇うのはナシだ。何度も言うが俺の側にメリットがない」




　──だから、お前がやれ。




「え……!?」

　意味がわからず、ユーリが呆あつ気けにとられて顔を上げる。

　自分では勝てない。だから紅ぐ蓮れんを頼ったのに、なぜ、自分にできると言うのだろう？

　そんな子供でもわかるような矛盾。破綻した理ことわりを述べながら、紅蓮は平然と続けた。

「そうだろう？　何もかも全部他人にやってもらおうとするから反発を招くってだけだ。大事な部分はユーリ、お前が自分でやればいい。それまでの舞台を整え、勝てる場を調整する程度のことなら、知り合いのよしみでやってやるさ。──大した手間でもないしな」

「……私が、勝てる場を作る？　それが、大した手間では、ない……!?」

　この男は何を言っているんだろう？

　呆気にとられ、まったく理解できず、ユーリは呆ぼう然ぜんとする。

（遥はるかに能力で劣る私より、卓越した遊戯者プレイヤーである自分で勝つ方が……）

　難易度は格段に下がる。それなのに紅蓮は、あえて自分は影となり、それで勝つと言う。

　──彼女自身の戦いだから、という理由で。

「基本的に、俺は知り合った人間を大切にするつもりだ。なぜなら、それは俺という人間の【日常】を形成するピース、かけらのひとつだと認識しているからだ」

　しかし、かけらを守るために自分のすべてを賭けようなどとは思わない。

　必要以上のストレスを強いられれば逃げるし、断りもする。砕さい城じよう家を抜け、可か憐れんを連れ出して求めたもの、手に入れたものこそ、それ──自分の意志で物事を決める権利。

「俺は自由に生きる。妹を守り、仲間や友達や日常を守るためには戦いもするさ。けど、インチキ親父おやじの都合で戦わされるなんざ御免だ。……ただ、まあ──」

　日常のかけらを守る、そのためならば。

「ちょっとくらい手を動かすのは、アリだ。布石は打ってある、安心しろよ」

「ただ貴方あなたを信じていればいい、と。……そう言うのですか……？」

「そこまでは言わないさ。不安や不満があるのなら、聞く。壁の穴に話すようなもんだ」

　そう言うと、紅蓮は庭園のタイルに座り込む。

　制服のポケットを探り、取り出した小さな箱。──子供じみた、シガレットチョコ。

　あの駄菓子屋で仕入れてきた他た愛あいないおやつを、紅蓮は唇の端にくわえる。

「こいつの紙をむかずにくわえると、格好がつくんだ。知ってるか？　旧時代はわざわざ、ニコチンやタールを煙にして肺に吸い込む自殺行為が合法だったんだぞ」

「タバコ、ですね。……ヤクザの方は、よく吸っていましたが」

「ああいう連中はやりたがるな。それだけアウトローというか、自分の身すら顧みない、捨て鉢な強さ。キャラクター性を強調する小道具として優秀だってことだろう」

　だが、そうした見み栄えが、自分を騙だます小道具が必要な場合も時にはある。

「一本どうだ。紙はむいてもむかなくてもいいが、美う味まいぞ」

「……頂きます」

　丁寧に紙を剥むいてしまうと、ただの棒状のチョコレートだ。

　チョコをくわえてしゃがみこんだ紅ぐ蓮れん、その顔にぐっと自らのそれを近づけて。

「──はんぶんこ、で」

「ああ。……好きにしろ」

　シガレットキス、という行為が大昔にあった。

　煙草タバコをくわえた男女が、互いのそれを触れさせて火を点つけあう行為だ。

　それに似たもの──シガレットチョコをくわえた紅蓮のそれを、半分ユーリはかじり。

「甘い、ですね」

「ああ。こういうのが好きだ。お前はどうだ？」

「……好きです。半分もらった、チョコレートの対価に……私の重荷を、半分」

　チョコレートを口の中で舐なめ、溶かしながら。

「……聞いてくれますか？　私の闇を。かつて母が犯した、過ちを……」

　泣きそうな笑顔で、売国の姫君は国を、夜景を背負うように振り返って、そう言った。




[image: ]

　先代の第六区画、総督。

　ユーリエル・アルセフィアの母、先王の寵ちよう姫きは──純粋だった。




「貴族の箱入り娘。そう呼ぶのが、とてもふさわしい人でした。人間として、女性としては最高の母だったと思います。心優しく、教養深く、美しい……そんな、人」




　だが、愚かだった。

　知能とは関係なく。学識とも関係なく。技術も何もなく。




「第六区画を任せられた後、母がしたことは経済顧問の招しよう聘へいでした。自分にはわからない、そう思って有能な他者を招き、その者を全面的に信頼し、委ねようとしました」




　そして招かれたのが、とある人物の紹介によってやってきた経済顧問。




「カールス・アルセフィア。……あの男の紹介によってやってきた、日本式経営術の達人というふれこみのコンサルタント。数百もの会社を起業、先進国の博士号を持ち、膨大な資金を動かしてきたと名乗る男は、民のためと称してさまざまな事業を行いました」




　その派手な動きは当初、第六区画の民に歓迎された。

　これで貧しさから脱却できる、そう感じ、期待は高まり、どんどん募っていく。

　が、そのすべては──。




「……何ひとつ成果を上げることなく、失敗したのです。今になって思えば当然なんです。立派な経歴は偽り。その男は、経済顧問は、ただの詐欺師だったのですから……！」




　それが明らかになった時、カールスは謝罪した。

　自分も騙だまされたのだ、と大きな損害をアピールし、死をもって詫わびるとさえ言い──

　そして、母はそれを信じたのだ。




「母はカールスを責めませんでした。お互い被害者なのだから、と恨み言を呑のみ込こんで、逃亡した詐欺師を追うことすらせず。あの人は、あまりにも、善良でした……！」




　だからこそ、ユーリは心底思う。

　天使のように穢けがれない母が、せめてもう少しだけ。

　現世に穢けがれた、俗人であってくれれば……と。




「もし母がなりふり構わず、カールスに損害や責任を押し付けていれば。詐欺師を憎み、追い、損害を弁済させるような強さがあれば……第六区画は、もう少しまともになっていたでしょう。ですが、母は誰も責めず、ただ自分を責めたのです……！」




　すべての責任は、目が曇っていた自分にあると。

　最終的に詐欺師を経済顧問とし、方針を誤った自分にあると正直に民に語り──。




「民は、怒りました。憎みました。一度希望を持たされ、それを奪われたのですから……。彼らの怒りは燃え上がり、デモが巻き起こり、母の責任問題となって」

「ついには解任、国外追放、か。……嵌はめられたな。カールスの奴やつは『人を視みる眼め』に、大いに自信を持っていた。詐欺師を見抜けなかったはずがない」

「ええ。その詐欺師は後にアメリカに渡り、アルセフィア系の資本にバックアップされ、現在もアメリカ経済界で新たな被害者を増やしています。……殺したい」

　素っ気なく相あい槌づちを打つ紅蓮の隣で、血を吐くようにユーリは咆ほえた。

「殺してやりたい。私は、母のように穢れない乙女ではありません。天使のように、神のように慈悲深くもない。あの詐欺師を、母を罠わなにかけたカールスを……!!」

「殺したい。破滅させてやりたい。勝ちたい。……当然だな」




　半分になったシガレットチョコを呑のみ込こみながら、紅ぐ蓮れんは夜景を見下ろす。

　その乏しい光こそ、今の第六区画の象徴──人が減り、死にかけた国家の屍しかばねだった。

「国民が総督の話を、政治の話をしないのが引っかかった。子供から駄菓子屋の婆ばあちゃんに至るまで、第六区画の住人はもう、総督の存在を過去とし、話題にすらしない」

　愛の反対は、憎しみならず。

「無関心。怒りすらせず忘れ果てた、期待の底の底。カラッポの『王』……か」

「ええ。……そうです。ヤクザに国ごと売り払ってさえ、デモひとつ起こさない」

　もはや呆あきれて声もなく、怒る気力さえなく。

　国中を外国から呼びこんだ犯罪者まがいの連中が闊かつ歩ぽしていても。どんな横暴にすら、媚こびへつらっておこぼれを貰もらうことを選んだ。それが、今の第六区画。




　希望が抜け出た跡の──虚無のみが残ったパンドラの箱。




「……私は、あの男カールスを、殺したい」

　箱の底にこびりついた泥のような。

　それは、ユーリの奥底にべとりとへばりつく、怒りそのものだった。

「裏で詐欺師を操り、母を破滅させたあの男が嫌いです。その善良さを読み切り、あえて罪を認めることで責任から逃れた卑劣さが。無む垢くなるものを利用して利益を貪りながら、こちらに微笑ほほえみかけるあの男が、大嫌いです。……めちゃくちゃにしてやりたい」

　だから、あの夜。ホテルにやってきたカールスを見た瞬間、我を忘れた。

「何かまた卑劣な策を施しに来たに違いない、と感じました。その予測は外れていません、絶対に何かを仕掛けています。まだ、私にはわかりませんが……」

「読めてるぞ」

「えっ」

「あいつが何をしに来て、何をしたか。昨夜のうちに見当はついてる」

　ハッタリ、口ばかりの慰めとは思えなかった。

　それならば少しは得意げなニュアンスが、誇るような気配があるはずだ。

　だが紅ぐ蓮れんは、読み終えたマンガの筋を語るような、どうでもよさそうな顔で続けた。

「だが、今は言わない。言ったらお前は、安心する。──心が緩む。それじゃだめだ」

「緩めるな、というのですか？　このドス黒い怒りを……そのままにしろ、と？」

「むしろ足りない。煮えろ、焼けつけ。身を焦がせ。判断さえ曇らせなきゃ、憎悪という強烈な動機は、本当に追い詰められた時の助けになる。だって」




　──復ふく讐しゆうは、楽しいからな。




　あまりにも淡々とした言葉に、ユーリは耳を疑い。

「楽しいだろう？　復讐は。正当性のある暴力は。楽しいはずだ。昔、俺も一度やった。本家のクズどもから解放されるために、全力でやった。絶頂するほど楽しくて……」

　言うなり、紅蓮は手を伸ばし、姫の身を間近に引き寄せる。

　声もなく接近した横顔、金色の髪と耳たぶに触れるほど間近で、甘い香り。

「そして、前に進めるようになった。復讐はくだらないし、何も生まない。が、心は晴れる。過去に決別できる。だから、俺はお前の悪意を否定しない」

「……悪魔……！」

　それはまるで、無垢な姫に邪悪を吹きこむ悪魔のようで。

　反射的に顔を背けた彼女の首筋を紅蓮は撫なで、顎を掴つかんで振り向かせた。

「悪魔でいいさ。お前が契約した存在は、そういうものだ。──悪魔として命じる」

　指についたチョコを契約の血の代わりに舐なめ取って。

「復讐しろ、ユーリエル。お前とお前の母の仇かたきを討たせてやる。カールス・アルセフィア、ヤツを叩たたき落とし、破滅させ、何もかも奪って地獄に堕おとしてやれ」

「……あっ……あ……ああっ……!!」

　チョコレートのように甘い誘惑に、ユーリは震える。

「それは俺がやってはいけないことだ。お前自身の手で、ヤツを殺してこそ禊みそぎになる。カールスを破滅させ、その罪を広く国民に伝え、怒りと憎しみをぶつけさせろ」

　すべての罪を、咎とがある者につきつけて。

　羊を生いけ贄にえとし、云いわれなき罪を雪すすいで。

「それで国民はついてくる。お前の存在を認知して、復ふく讐しゆうの絶頂と歓喜を共有するために寄ってくる。腐った果実に群がるハエのように、甘い香りにつられてな」

「国民が……私の民が、ハエだと……!?」

「目立つ人間、地位ある人間の破滅は、娯楽だよ。抗あらがうことのできないゲスな快楽だ。お前がそれを提供してやれ。その覚悟がないのなら、今すぐそこから飛び降りろ」

　手を汚し、悪に染まれと。

　その覚悟がないのなら──死ね、と砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは言い切った。

「生きながら死んでるのと同じだ。死人に俺は使えない。手を汚してなお生きる者こそ、悪魔と契約できる。穢けがれなき魂が堕落するからこそ、地獄の対価は成立する」

「……お金や、貞操や、地位や、国土すら……」

「そんなものは、俺との取引の対価とはならない。よこせ、ユーリエル・アルセフィア。お前に残った、最後の清さを」

　聖女のごとく穢れなく。

　誰も責めることなく姿を消した、美しい母モノへの憧れを……！

「お前は母を憎んでいる。その想おもいこそ愛の証あかしだ。お前は母親をまだ愛し、憧れている。穢れない在り方を羨んでいる。自分が消えれば楽になる、心に逃げを残している」

　それを食いとめているのは、ただひとつ。

「弟、ユリウスがお前を留とどめる唯一のモノだ。賭けてもいい、弟がいなければお前自身は、とっくに国を出ていたはずだ。敗者となって消え、穢れない自分に満足したはずだ」

「わ、私は……わたし、はっ……!!」

　否定したい。……できない。

　ユーリは言葉を失い、間近でおとがいを掴つかみ、こちらを睨にらむ朱い眼にただ竦すくむ。

「汚れろ。怒れ。憎め。お前という人間に最後に残った誇りを、善なるものへの憧れを、俺という悪魔に捧ささげて捨てろ。その時、俺はお前を勝たせてやる」

「……勝てる、のですか？　あの、カールスに……！」

「勝てる。あのハンサムぶった面を歪ゆがませてやろう。お前の母がそうされたように表舞台から消してやろう。奴やつに屈辱にまみれた生をくれてやれ」

「ああ……あああああっ……!!」

　震えるドレスを抱きしめる。

　姫君の肉を逃がさぬように捕えながら、紅ぐ蓮れんは片手でポケットを探った。

「ほら、見ろよ。……じき、ＣＰ配布だ。０時の鐘が鳴るぞ？」

「……っ……！」

「顔を背けるな。じっくりと、現実を視みろ」

　闇に光る端末の画面を、紅蓮は抱きしめたユーリにつきつける。

　身み悶もだえする少女の肉、その柔らかさや温ぬくもりなどに何の感情も湧かず。

　ただ冷徹な罠わなのように彼女を捕え、強引に……！
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「Ａは戦争だの投資だので活発にＣＰを注ぎ込んでるな。国力の差は開く一方だ」

　残る大きな動きはＢ、Ｄクラス。獲得した膨大なＣＰを限界まで国内の発展に投資し、とにかく富国強兵に励んでいる。ＣとＥは比較的堅実な投資を進めているが──。

「このまま普通に考えれば、Ａに拠点をもぎ取られたＣは死に体だ。Ｅも近々後を追う、危機感だろうな、細々と国力を高めようともがいてる、視えるか？」

「……はい。防衛のための、努力でしょう」

「死体の痙けい攣れんと変わりない。数万の差がついてるのに、０・１縮める意味があるか？」




　バッサリと紅蓮が言い切った、その刹那。




　ゴォ……ン……！




　弔鐘のように重く、遠く、鐘の音が響く。

　０時を告げる鐘の音。日本エリアとして開発され、近くに見よう見まねで建立された寺がある。そこが時報代わりに鳴らしている、その音とともに──。

　３日目のＣＰが更新され、端末の画面が切り替わった。
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　理解できていた。予測できていた。

　だが、それでも……つきつけられた現実に、ユーリは震える。




「一気にＡクラスがハネた、が、それ以外は特に動かず。現状維持……当然だな。明確に動き、姿勢を見せたのはヤツだけだ。対抗したＣには判ほう官がん贔びい屓きで多少ＣＰが入ったが」

　抵抗できるレベルではない。また、余よ所その興亡など気にしている余裕はない。

「このままＣＰが増えなきゃ何もできないな。本当の意味で無意味に負けるだけだ。市民に何か与えることも、敵に一矢報いることすらできないまま、退場だ」

「そ、それをしたのは……させたのは、貴方あなたでしょう!?」

「ああ、そうだ。だが、その状況を作ったのはお前だ。瀕ひん死しの病人みたいな体力のまま、米軍だの十字軍だのにケンカを売ってるのはお前だ。間違えるなよ？」

　この結果は、すべて。

「ミイラのように痩せ細った瀕死の国を、戦場に引き出したのはお前だ。お前の決断だ。お前が願い、お前が選び、お前がしたことだ。俺を恨んでも何も変わらない」

「……では、どうしろと。このまま、ただ、死んでいけと言うのですか……!?」

　キッと、はじめて意志を感じさせる強さで、ユーリは紅ぐ蓮れんの手を振り払う。

　そのまま強い眼めで彼を睨にらみ、息を大きく吸い込んで……！

「何も話してくれないのは、貴方でしょう！　私に覚悟を問いましたね、いいでしょう！　くれてやります。私に残った綺き麗れいなものを、母への愛も、尊敬も、すべて……!!」

　善なるものを、天使となり、母の教えに殉じて死ぬ殉教者の道をかなぐり捨てて。




「悪になりましょう。悪魔と口づけし、ハンカチを血で汚しましょう！　だから、だから、私を勝たせなさい、勝たせてください。砕さい城じよう、紅蓮!!」

「……いいだろう。契約は、成立した。……ふっ。ははっ……」

　喉の奥で笑いが漏れる。

「何が、おかしいのですか……!?　私の決意は、その程度のものだとでも？」

「いいや。そういう意味じゃない。ただ」




　──面白いように思い通りになる。




　久方ぶりに浸る遊戯ゲームの場で、闇の泥に、滾たぎる生きた人間の悪意を浴びて。

　研ぎ澄まされる感覚と共に、頭の中で鎌首をもたげる漆黒の意志が──漏れたのだ。




「お前の決意が、嬉うれしくてな。さて、三日目はリクエスト通り、いろいろ動くぞ」




　だが、紅ぐ蓮れんに自覚はない。ただ脳内で発生した愉悦、喜びとは関係なく、手が動く。

　端末に着信。ユーリと話している最中に届いた最新のものは、静しず火かからだった。




『凍とう城じよう未み恋れんの異能封じについて、フラヴィアに警告しておいた。効果は数日持続し紅蓮様の【眼め】すら封じる。接触は控えるように、と。……これでいいのか？』




　大きな『？』のついたスタンプが表示される。

　可愛かわいらしいキャラクターが掲げるハテナを微笑ほほえましく眺め、紅蓮は指を動かす。




『それでいい』




　サンキュ、とアニメキャラのスタンプを貼り返してから。

　紅蓮は決意に震えている姫、ユーリの腰を軽く抱き寄せると、再び囁ささやいた。




「きゃっ!?」

「ひとつ、契約者にサービスしてやろう。……なに、軽い予言だ」

「よ、予言……ですか？」

「ああ。これから、この学園で起きる出来事を予告してやる。ひとつでも外れたら、何をされてもかまわない。バカみたいな金額が貯たまった預金を、国をまるごと買えるような額のカネを、全部ユーリにくれてやるよ」

「お、億ドル単位のお金を……賭けると？　それほど自信があると言うのですか!?」

「ああ。そのかわり、俺を信じろ、契約者。俺という悪魔を信じて、くだらない貞操だの金だの王冠だので釣るんじゃなく、本当に大切なものを懸けて」




　──どうしようもなく人間らしく。




「前を向いて、戦え。復ふく讐しゆうを果たして、人間らしく生きる夢を見ろ。そうしたら、俺は、お前を助けてやるよ。──かつての俺が、そうしたようにな」

「あっ……!!」




　ユーリが身をよじる。

　抱きすくめられ、反射的にもがく少女の身体からだを押さえ。

　耳たぶを食はむように囁ささやく紅ぐ蓮れんの言葉、その語られた内容、『予言』とは──？




「…………!?」




　それを聴く者はユーリの他にはなく、ただ夜の帳とばりに消えていった。





●すべては一戦に




　翌朝、午前７時。スキヤキホテル１Ｆ、朝食エリア──。




「ホテルの朝飯というやつは、三日目には飽きると相場が決まっているわけだが」

　遊戯者プレイヤーとして世界を巡り、そうした経験が豊富な紅蓮がしみじみと呟つぶやき。

「これは例外だな。……見事だ、可か憐れん。すばらしい朝食だ！」

「喜んでいただけたなら光栄です、お兄様♪　ホテルの食事がこう続いたのでは、お兄様の体細胞における可憐濃度が下がってしまいますので。ぜひ、補給を！」

　少し離れた場所からは、何も知らない留学生達が朝食バイキングに舌鼓を打っている。

　そのほのかな喧けん騒そうから離れたＶＩＰエリア。

　白いテーブルクロスがかけられた円卓に、関係者が揃そろって配膳を受けている。

　サービス役は制服姿の可憐、水みず葉はに変装済みの静しず火か、そして……。

「朝食はタコさんウインナー、たまご焼き、白米おにぎり、サラダと味み噌そ汁しる。以上だ!!」

「調理は可憐さんのみで行いましたが、せめて配膳のお手伝いはさせて頂こうかと……。ふふっ、さあ、朝あさ人とさん。お味噌汁、熱いですから注意してくださいね。……あら？」

　……ボンッ！

「……熱っ!?　熱いよ、どうやったら味み噌そ汁しるが爆発するのかな……!?」

　制服にエプロンをまとい配膳するフラヴィア。

　同じスタイルの静しず火かが黙々と働いているのに対し、彼女に渡された味噌汁を手にとった瞬間、突然蓋がはじけ飛び、アツアツの味噌汁を浴びる朝あさ人と。

　咄とつ嗟さに避よけたおかげで火傷やけどはせずにすんだものの、それでも制服や髪に飛沫しぶきを浴びて、カツオだしと味噌の香りに全身を包まれてしまっている。

「突沸現象だな。気化せず沸点以上に熱された液体が突如激しく沸騰する現象だ」

「解説ありがとう、『水みず葉は』さん。……タオルもありがとう、助かったよ」

「こちらこそ、すまない。いちおう監視はしていたはずなのだが……というより、同じ鍋で同じように加熱した中で、なぜこの味噌汁だけ突沸を起こすのか、理解しがたい」

「《絶対不運》の影響かな。……僕のことが目障りかい？　フラヴィア・デル・テスタ」

　渡されたタオルで前髪についた味噌汁を拭う朝人。

　彼に鋭く睨にらまれ、「まあ？」と片手を頬に寄せて、異端の教祖はとぼけてみせる。

「そのようなつもりはまったくありませんが……ふふ。紅ぐ蓮れん様のお言付け通り、凍とう城じようの方々との接触を避けたおかげでしょう。私の異能は、無事なようですね？」

「実験のつもりかい？　迷惑だなあ……」

「そのインチキ香川県民が迷惑なのはいつものことでしょう。お兄様の食事の妨げになります、貴女あなたは手伝わなくて結構ですから、着席しなさい。フラヴィアさん」

「まあ、それは心苦しいですが……では、お言葉に甘えましょう。静火さん、おうどんを。ここ数日バイキングが続きましたし、おうどん分が不足していますので」

「待て！　いきなり注文するな！　……一応厨ちゆう房ぼうに材料はあったと思うが、今から茹ゆでていたら時間がかかるぞ。まったく……おとなしくおにぎりで我慢しろ」

　フラヴィアの無む茶ちやぶり、困惑する静火。そんな情景を眺めつつ、専属給仕のつもりか、真横に侍はべってつきっきりで世話を焼く可か憐れんのもと、紅蓮は朝食を口にする。

「うん、うまい。……このタコの足が微妙に揃そろってないのが、またいいな」

「あら？　おかしいですね、お兄様にお出しするタコさんウインナーにひとつといえど、不良品などありえないのですが……。静火さんの習作が紛れていたようです」

「？　料理、教えてたのか。あいつもまあ、家庭的には見えないからな」

「ええ。隷徒として手伝いを志願してきたのですが、猫の手より役に立ちませんでした。……とはいえ、手順を教えればその通りにはできますので、今後次第かと」

「だろうな。経験を積めばできることだ。その調子で教えてやってくれ」

　少しずつ広がる『日常』に癒いやされる。が、そんな和やかな空気は、すぐに一変した。

「……おはよう、ございます」

「ユーリエルさん。……もしかして、昨晩はお休みになれなかったのですか？」

「休息はとりました。体調は、問題ありません。……気にしないでください」

　胃のあたりを押さえて席につくユーリは、やはり獅し子し王おう学がく園えんの制服姿だ。

　だが、眼めが違う。絹の袋に包んだ細長いものをきつく握り、着席すると共に息を整えた表情、ピリピリとした気配は、あたかも戦を前にした武士のようで。

「その包みは、もしかして……刀、かな。昔、白しろ王おう子じの本家にもよく飾ってあったよ」

「はい。オリエンタルな雰囲気を伝えるために買った骨こつ董とう品ひんのひとつです。もっと長い刀を磨すり上あげ……刀身を短くしたもので、銘こそありませんが」

　制服の胸にそれをきつく抱きしめて、ユーリは決意をこめて紅ぐ蓮れんを視みた。

　射抜かれるような気迫。昨夜見せたようなぶれや迷いは、もはやどこにもなく──

「切れ味鋭く、この喉を突き、自らの決着をつけるには十分でしょう」

「……物騒ですね。確かに今の状況は、劣勢。というのもおこがましい状態ですが」

「ＣＰの差が圧倒的すぎるからね。時間は僕らの敵だ、差は開く一方だけど……」

　静かに告げたユーリ。宥なだめるように可か憐れん、朝あさ人とが続く。

「けど、紅蓮が打った布石がここにきて活いきた。Ｆクラスの軍事拠点は今、防衛役としてユーリエル王女以外の僕ら五人が配置されている、けど」

「扱いとしてはＦクラスではなく、Ｄクラスの拠点として扱われています。Ｃクラス制圧の余勢を駆って攻めるには、少々強すぎる……Ａクラスはそう判断するでしょう」

　４つの拠点を失ったとはいえ、Ｃは脱落したわけではない。

　総督府は健在であり、隙を見せれば拠点奪還のためにＡクラスへ攻めかかるのは容易に想像できる。そう、たとえば……。

「私がＣの総督なら、Ａクラスの独走状態を何としても阻む。この状況で打てる手としては、ＤクラスやＢクラスと共闘しての、対Ａクラス包囲網を敷くこと、か」

　エプロン姿で各自のコーヒーを淹いれながら、静しず火かがそう予測する。

「拠点数ではＤに劣るものの、ＣＰではＡが独走状態だからな……。最も勝利に積極的な姿勢を見せている以上、他勢力も危機感を抱いている。共闘は可能だろう」

「もちろん、このままでは現状維持が精一杯。いずれ打って出る必要はありますが」

　静火の淹いれたコーヒーに、紅蓮が好む砂糖とミルクを適量入れながら、可憐が頷うなずく。

「お兄様は、やはりＡクラスの膨張を予測していたのですね？　もしＤに拠点を売らず、同盟関係になっていなければ……最初に狙われたのは私達だったでしょう」

「そうでもないさ。弱い、と言うならポイントで差のないＥクラスを狙う線もある」

　欧州連合と連携するＥクラスは、今のところ目立った動きを見せていない。

　Ｆクラスに比べれば使えるＣＰが多い分、着実に投資などで動きを見せているものの、やはりトップ層に比べれば誤差の範囲だ。また、目立った強者の情報もない。

　涼しい顔でコーヒーの香りを嗅いで言う紅蓮に、朝人、そして静火が続けて言う。

「そのままなら三択、Ｃ、Ｅ、Ｆが標的となるところを、Ｄに拠点を売って逃れた。現状、総督府は同盟関係にあるＤクラスは別として、どことも国境を接していない」

「つまり、将棋で言う穴熊。玉を自陣の奥に隠して守りを固めたようなものか。……だが、そろそろこちらも動かねば差は開く一方だぞ。考えがあるのなら、指示をくれ」

「指示、ね。……なあ。ロシアの朝食は、何時ごろだと思う？」

　会話の最中、紅ぐ蓮れんから投げかけられた奇妙な質問に、静しず火かは怪け訝げんそうに答える。

「唐突だな。ロシアの生活習慣に詳しいわけではないが、アルセフィア滞在中のタイムスケジュールは我々と大差ないだろう。そろそろ朝食を終える頃だと思うが」

「なら、そろそろか。……飯を食い終わって、ミラのことだ。紅茶でも運ばせて軽く飲み、俺の反応を予想してほくそ笑みながら……」

　こうだ、と言いながら紅蓮は制服のポケットから端末を取り出す。




「──《拠点》を売却する。あれは、そういう女だ」

「「「「……ッ!?」」」」




　ユーリを除く四人。静火が、朝あさ人とが、可か憐れんが、そしてフラヴィアが戦慄する。

　誤差はおよそ３秒。彼らが口を開くより早く、全員の端末からＡＩの機械音声が響いた。




『Ｄクラス、軍事拠点がＡクラスに売却されました。

　防衛者、砕さい城じよう紅蓮、砕城可憐、白しろ王おう子じ朝人、御み嶽たけ原ばら水みず葉は、フラヴィア・デル・テスタは防衛設定を解除され、再配置までに５分間のクールタイムが必要となります』




『Ａクラスより、Ｆクラス防衛者の《看破ペネトレイト》申請が行われました。遊戯者プレイヤー名、砕城紅蓮、砕城可憐、白王子朝人、御嶽原水葉、フラヴィア・デル・テスタ──全員、顔写真と一致。

　以後、該当者の防衛配置は全陣営に公開されます』




『Ａクラスより、【戦争】が申請されました。

　至急、仮想モードでの防衛戦に移行してください。

　攻撃者、カールス・アルセフィア。標的は総督府、防衛者はユーリエル・アルセフィア。

　５分以内に防衛、もしくは放棄を決定、申請をお願いします。

　防衛選択の場合、クオリア筐きよう体たい、ないし感覚接続が可能な設備に速やかに移動、接続を行ってください。開戦猶予は１時間となりますが、決定後の遊戯者変更はできません』




　──空虚に述べられる、地獄めいた危機。




「防衛設定解除から再配置可能まで、５分」

　驚きのない顔、つまらなそうな気配さえ漂う表情で、紅ぐ蓮れんは言う。

「そして防衛、ないし放棄を決定する猶予も５分。再配置で俺を総督府に配置する前に、期限が切れる。そうなれば不戦敗で放棄が確定、俺達はここでゲームオーバー」

　そして、防衛戦を選択、申請した場合──。

「設定された防衛者であるユーリとカールスの対戦が確定する。決定後、５分経過で再配置可能になったとしても、防衛者の変更はできない」

「……完全に狙い澄ました、狙撃のような陰謀劇。それを、読んでいた……と？」

　嘘うそではない。この旅ではじめて見せる、本音の驚きをわずかに見せるフラヴィア。が、紅蓮は質問に答えることなく、何か言いたげな仲間たちを手で制し──。

　数回、端末をタップ。選んだ連絡先にコールする。

『慌てて連絡してきたところを見ると──通知が行ったようだな。紅蓮？』

　鼠ねずみを弄んでいる最中の猫のような、甘く楽しげな薄笑い。

「趣味が悪いな、ミラ。手付まで打っておきながら、契約は破棄か？」

『温ぬるい生活で甘くなったな、砕さい城じよう紅蓮。軍事拠点の対価として同盟は結び、情報の秘匿も行ったとも。ただし──いつまでとは明記していなかっただろう？』

　交わされた契約書の条文は、

『軍事拠点引渡し後、ＤクラスはＦクラスと同盟。互いの顔と名前は情報機密とし、秘匿する……。要約すれば、契約書の条文はこれだけだ。明確な期間が設定されていない以上、契約満了として破棄したところでペナルティはない。当然だろう？』

　１分でも、１秒でも、同盟したという事実があるならば……契約終了は、可能だ。

　だが、ミラはフッと息をつくと、思いがけない言葉を吐く。

『しかし、私は誠実だ、契約は守る。お前と違ってな……紅蓮？』

「そういうのを屁へ理り屈くつ、詭き弁べんと言う。わかっちゃいたが、信頼ってものがないな、ミラ」

『当然だ。かつて私を弄び、屈辱を味わわせた貴様になど……。それに、貴様のことだ。私の恨み、私の憎悪すら読み、この反応を返すことも予想していただろう？』

「さてね。とんでもない、まったく驚いた。意表を突かれたよ、ミラ」

『フン、白々しいことを……』

　忌々しげにミラは言い、端末を叩たたいたのだろう。コツコツという音とともに、

『言っておくが、契約はまだ破棄していないぞ。拠点の譲渡を申し出てきたのはそちらだ、そして一度こちらのモノになった拠点を、さらに転売するのはこちらの権利』

「文句のつけようがないな。それでＦクラスをＡクラスに喰くわせて、より強くするのか。ずいぶんと消極的だな、サボタージュを本国の魑ち魅み魍もう魎りように突かれなきゃいいが」

『現場に出てこない豚どもになど口を開かせるものか。──さあ、どうする？』

　言葉の端が躍るようだ。冷静を装っているが、ミラは今の状況を楽しんでいる。

　そんな秘めた喜びが伝わってくるような言葉で、彼女はさらに紅ぐ蓮れんを嬲なぶる。

『昨夜、防衛配置を見た時は目を疑ったよ。総督府に貴様自身を置かず、小娘をそのまま置いておくなど──裏切りを警戒したのだろうが、私が手を汚す必要などなかった』

　総督府にユーリ、その他の拠点に紅蓮をはじめとする遊戯者プレイヤーを配置。

　その形になった時点で、ミラは動いたのだ。

『カールス・アルセフィア、あの資本主義者は性根の曲がったクズだが、気前はよかった。配置が換わってすぐ、アレは今の戦略を練り、同盟関係を損なわぬ拠点売却、ＡクラスによるＦクラスの打倒を申し出てきた。たっぷりとＣＰをつけてな』

「！　……配置が、漏れていたというのですか。その情報を売ったのも、貴女あなたでは!?」

　端末のスピーカーから流れる声に我慢できなくなったのか、可か憐れんが叫ぶ。

『その声は、砕さい城じよう可憐か。さてな？　私は拠点を売っただけだが、違うと言ったところでお前は私を信じないだろう。が……クオリアの裁定は、信じられないか？』

　ミラは紅蓮と結んだ契約を破棄も終了もしていない。

　つまり同盟関係は維持され、守秘義務契約も未いまだ効力を発揮している。

　クオリアを介し結ばれた契約だ。屁へ理り屈くつ同然とはいえ理のある終了ならともかく、一方的な情報の売却、意図的な機密漏ろう洩えいは重大なペナルティを生むだろう。

『私はペナルティを受けていない。──証明する術すべはないが、私は嘘うそをついていない』

「白々しい……！　お兄様を騙だまし、拠点を売った裏切者など信用できません！」

『フッ、言葉が通じないのではどうしようもないな。ではな、紅蓮。また後ほど会おう。この窮地を乗り切れたら、の話だが……フフフ、クスクスクス……！』

　楽しげな含み笑いを最後に、通話は切れ──室内に、重い沈黙が降りてくる。

　残り時間はおよそ２分。それ以内に『防衛』か『放棄』かを決定しなければならない。

　放棄ならば、ＦクラスはＡクラスの属国となり、王位継承戦からは脱落となる。

　当然、選べるはずがない。だが防衛を選べば……以後、交代はできず。ユーリは、ただひとりであの男と、カールス・アルセフィアと対決することになるのだ。

（……ユーリエルさんの実力を疑うわけでは、ありませんが……！）

　闇の遊戯者として経験を積んだ彼女の実力は、かなり高い。異能抜きなら最高クラスの実力を持つ朝あさ人とを翻弄した以上、砕城家の二軍なら十分勤まるはずだ。

　それはつまり、国家・大企業間……世界を動かすレベルの遊戯ゲームを除く、世界のあらゆる戦いにおいて優位を期待できる、ということ。常識的に考えれば、破格の勝率だ。

　しかし──あの男、カールス・アルセフィアもまた、只ただ者ものではない。




（本当に……）

（勝てる、のか？　あの男に、あの姫君が……！）

（分が悪い勝負になる。……何か、あるのかな？）

（……くすくすくす……♪）




　可か憐れんが、静しず火かが、朝あさ人とが、フラヴィアが。

　それぞれの思惑をこめて、渦中のふたりに視線を送る。

　ユーリ、そして紅ぐ蓮れんは。




「……賭けは、貴方あなたの勝ちですね。砕さい城じよう紅蓮」

「『予言』は当たった。この先は、あんた次第だよ。──お姫様」




　姫は蒼あお褪ざめ、紅蓮はつまらなそうに、平然と。

　だがふたりは同じ表情──不敵な笑みを刻み、そんな言葉を交わしていた。





　　　　＊






（砕城、紅蓮。本当に、本当に……恐ろしい人……！）

　ユーリエル・アルセフィアは肌着に流れる冷たい汗を感じながら、そう思う。

　昨夜、この『予言』を聞かされた時は絶望感に悶もだえた。Ｄクラスが拠点を売却、さらにどこからか遊戯者プレイヤーの配置、顔と名前までもがカールス側に漏れ、奇襲を受けると。

「……すべては、あなたが敷いたレールの上、ですか？」

「種を蒔まいた。芽が出た。作物が実れば、刈り取ろうとするヤツは必ず出てくるさ」

　それだけの話だよ、と紅蓮は言って、湯気をたてるコーヒーを傾ける。

「合衆国は徹底的な利益追求がモットーだ。あいつらはチャンスを逃さない。情報が揃そろい、利益が確実に見込めるなら、多少のリスクは考えずに『挑戦』する」

　電撃的な速攻で総督府を直撃。速戦即決、戦線拡大のリスクなし。

　しかも得体のしれない噂うわさを持つ遊戯者ではなく、守備についているのは旧知の姫のみ。

　……ここまで餌をばら撒まいて、ようやくＡクラスは餌に食いついた。

「ちまちま投資したところで、初期の１０００ＣＰから戦争可能な５０００ＣＰに持って行くのは至難の業だ。そもそも他にもっと派手な実績を上げてる王子や姫がいる最中に、たかだか１０００ＣＰを撒いたところで焼け石に水、だからな」

　故に、貧乏人としては。

「敵の金で戦争をやろうじゃないか。宣戦布告の必要ＣＰ５０００、気前のいい合衆国の王子様が払ってくれる。あとは、昨日言っただろう？」

「ええ。……母の仇かたき。すべての黒幕。第六区画を衰亡に導いた宿敵と──正当な復ふく讐しゆうと。勝利と共にそれを宣言すれば、高まりに高まった国民の支持を……」

「そっくりそのまま、奪い取ることができる。Ａクラスにとって、最弱のＦ討伐なんて、勝って当然、負けりゃ地獄だ」

　不毛に近い第六区画、Ｆクラスの攻略など、本来優先度は高くない。

　状況を操り、伏線を張り、場を構築してそれを変えた。タダ取りできる駒、Ｆクラス。Ｃ討伐の最中だがたやすく食えるおいしい獲物、取らない手はない、と。

「最低のハイリスク・ローリターンな戦争を、ノーリスク・ローリターンと誤認させた。防衛戦だ、勝ったところで領土は増えず、ＣＰも入らない。だが」




　最低最弱の姫が、最大最強の王子を倒したとしたら？

　しかもそれが卑劣な陰謀で母親を破滅させた悪党、仇かたきだったとしたら？

　誰からも無視された、国民が存在すら忘れかけていた姫が。

　ユーリエル・アルセフィアが、みごと悪を倒し、母の仇を討ったとしたら……。




「最強のドラマがお前のものだ。勝利に惹ひかれて寄ってきた国民どもは、大喜びで悪党を吊つるすために、お前という『正義』を支持するだろう」




　あまりに俗悪、あまりに下げ衆す。

　頂点に躍り出た華麗なる王子、その転落と破滅、新たなヒロインの誕生は──。

　この遊戯ゲームを根底からひっくり返し、大富豪を大貧民に、大貧民を大富豪に逆転させる！




「舞台は整った、ユーリエル・アルセフィア。──契約に従い、その手を汚せ」

「ええ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。──私の悪魔。契約は、守ります」




　決意を新たに、売国の姫は端末をタップする。




『防衛戦が選択されました。

　防衛者、ユーリエル・アルセフィアは至急、

　クオリア筐きよう体たいないし感覚接続によるログインを行ってください』




　無機質な機械音声が終わるより早く、ユーリは歩き出す。

　緊張と共に道を開ける仲間達。驚きを隠せない可か憐れんが、静しず火かが、朝あさ人とが見送る中、彼女は振り返ることなく彼女に残されたただひとつの『聖域』へと向かう。




　スキヤキホテル屋上庭園、第六区画総督府。

　頂点と底辺。逆転の遊戯ゲームが、今──始まろうとしていた。





●舞台裏の人形師




　ユーリエル・アルセフィアが食堂を出て、屋上庭園へと向かう。

　心配げな可か憐れん、朝あさ人と、そして静しず火かが一拍の間を置いてついていこうとする。

　その時紅ぐ蓮れんは片手を掲げ、ある人物を指して──




「フラヴィア。──少し話がある、残ってくれ」

「まあ。……可憐様や朝人さんは同席しなくてもよろしいのですか？」

「いらない。お前にだけ、言っておきたいことがあるんでな。……可憐、ユーリを頼む。先に接続して、遊戯ゲームの流れを見ておいてくれ」

「はい、お兄様。……お待ちしています」

　わずかな不安を滲にじませながらも、気丈に頷うなずく可憐。

　三人が静かに席を外すのを見届けると、紅蓮は食卓に残った一切れのパンを手に取り、むしるように一口かじりながら、涼しい笑みを浮かべる教祖へ話しかける。

「ここの食事はなかなか美う味まい。……お前の仕込みだな？　フラヴィア」

「ええ。このホテルはもはや、神聖紅蓮教会として再建しておりますから。元の従業員、従わぬ者は国外退去、従う者は忠実な信徒として……」

　言うなりカーペットに膝を突き、美しい膝をちらりとスカートの端から覗のぞかせながら、フラヴィア・デル・テスタは妖艶な上目遣いで主あるじを見た。

「あなた様にお仕えし、奉仕するために存在しています。──絶対者たる、貴方あなたに」

「そんな言葉でプライドがくすぐられるような趣味は無い。おべっかはいらない。ヤクザやカルト信者の神輿みこしになんて、頼まれても乗りたくないってのが本音だよ」

「ええ。……貴方はそういう方。君臨せず、共存をお選びになる方。王たる道を選ばず、衆生を救うため街角に立つ預言者のような。……素敵な在り方だと思いますよ？」

「無む理り矢や理りそっちの価値観に当てはめるな、うざったい。……一度お前とはしっかりと、腹を割って話しておく必要がある。そう思いながらも、先延ばしにしてたが」

「無理もないでしょう。獅し子し王おうレジャーランドからほぼ間を置かずアルセフィア入り……かつ学園内では表向き、あまり親しく口をきくわけにもいきませんから」

「ま、そうだな。だが、正直に答えろ。あえて避けてもいたんだろ？」

　パリッ、とさくさくに焼かれたパンを食はむ。

　小麦の旨うま味みを噛かみしめながら、射すくめるように睨にらむ紅ぐ蓮れんの『眼め』は──朱あかい。

　こくりとそれを呑のみ込こみ、満足げに息をつくその姿に、フラヴィアは訊たずねた。

「……その、『眼』。異能を失っているようには視みえませんね？」

「ああ。その通り、無くしちゃいない。だがお前も半信半疑だったんだろ？　コトが済むまで俺との接触を最低限に抑えて、顔を出さなかったのがその証拠だ」

　不確かな状況証拠に過ぎないがな、と軽く前置きをして、

「俺に視られたくなかったんだろ。──策謀の『色』を」

「……！」

　ふわり、と修道女を思わせるベールが踊る。

　紅蓮の視線に圧おされるように退ひいたフラヴィアの背中が、食堂の壁に触れる。白い頬のギリギリを少年の掌てのひらがすり抜け、ひとふさの髪を巻き込んで音をたてる。

　ドンッ……!!

「Ａクラスに俺達の名簿を売ったな？　──裏切者は、お前だ。フラヴィア」

「まあ……。そのようなお疑いは、心外でなりません。何か証拠はございますか？」

「物的証拠じゃないな。状況から組み立てられる推理でしかない。否定したければしろ。だが──そんな小手先の言葉で煙けむに巻けるほど、甘い状況じゃない。解わかるな？」

　壁際に追い詰めた聖女、その美しい頸くびに手をかける。

　喉仏のないなだらかな肌をなぞり、日本人離れした白いそれから薄桃色の唇に触れて、強く顎を引く。至近距離で朱い瞳と揺るがぬ聖女のそれが、火花を散らす。

「静しず火かから話は聞いたな？」

「ええ。凍とう城じよう未み恋れんなる人物の異能、異能封じについての警告ですね？」

「ああ。異能封じの異能、《魔凍の瞳》の持続時間について。──が、あれは嘘うそだ」

　持続時間はごく短い。術者と標的の格の違い、抵抗力の差などで誤差はあるが、視線を外れてしばらく経たてば影響はほとんどなくなってしまう。

「まあ。……なぜ、そんな嘘を？」

「お前とカールスとのつながりを測るためだ。カールス・アルセフィアという奴やつは一見、冒険的な投機を好む山師タイプに見えるが……それは演出に過ぎない」

　その本質を知るエピソードは、継承戦以前。

　ユーリの母、前第六区画総督を罠わなにかけた手並みにある。

「わざわざ海外から詐欺師を連れてきて、自分も被害者を装い、世間の非難をかわした上で将来の敵を叩たたき潰す。よく言えば慎重、悪く言えば回りくどい」

　その肝は、『演出』だ。常に衆目を意識し、自分を強く魅せることに余念のない男。

　大昔の独裁者や起業家に多くいた。

　昨日、カールスは紅ぐ蓮れんや透とう夜やとの遊戯ゲームを愉たのしみにしていると嘯うそぶいたが、あれも演出だ。本当は強者との勝負など求めていない。求めるのは結果と勝利のみ。

　アメリカの遊戯者プレイヤーたちがロシアを嫌っているなどと言っておきながら、昨日の今日で、ミラから拠点を買う行動といい、あの王子様は戦略的に嘘をついている。

「演技者にして、演出者。──カールス・アルセフィアを、俺はそう読んだ」

　演出者は博ばく打ちを嫌う。演出に必要なのは細部まで詰められた『脚本』だ。

　不確定要素は好まない。絶対の勝利が約束された勝負を狙い、圧勝を演出し、自己演出を重ねて世間を、そして自分自身すらも興奮と熱狂の渦に巻きこんでいく。

「俺の名前、評判──。顔や個人情報こそ秘匿されてたが、『砕さい城じよう紅蓮』って名前だけは、裏に通じた奴らには知れている。ブラフと考えたにせよ、ハッキリ裏を取るまで自分から攻めてくるなんざ、らしくない。誰かが担保したんだ、『安全』をな」




　──今ならば、砕城紅蓮の異能は働かず。

　──つまるところ同じように視みられたユーリエル・アルセフィアもまた弱体化。

　──拠点を売り払った直後、再配置すら間に合わないタイミングで仕掛ければ……。




「『必勝』。確実に勝てる投資。それがカールスが動く、たったひとつの可能性だ。雑魚とはいえライバルをひとり潰し、かつイレギュラーである裏世界の伝説、つまりは俺を戦わずして処分できる。今が攻め時……マトモな判断力があれば、そう結論する」




　そして、フラヴィアにはカールスと接触するチャンスがあった。

　留学初日の夜、スキヤキホテルのカジノから出たところを目撃されたカールス。

　そこで会ったという人物──




「それがお前だ、フラヴィア。留学生の入浴時間と合わせて行動することで、他の生徒に目撃される可能性を削り、監視カメラは切り替えのタイミングで映ってない」




　証拠なき告発に力はない。

　だが、紅ぐ蓮れんは確信をこめて最後の言葉を貫き──通す。




「もう一度言う。裏切ったな、フラヴィア？　弁解があるなら、聞こうか」




　そんなものは知らないと、突っぱねることは簡単なはずだ。

　しかし──追及を受けたフラヴィアの反応は、そんな常識とは程遠く。




「紅蓮様。私の生まれ故郷がどこか、ご存じでしたか？」

「イタリア、ナポリだとか前聞いた覚えがあるな」

「ええ。ですが、それは嘘うそです。……私は生まれも育ちも日本、香川県ですので」

　にこやかに笑み、まったく関係のないようなことを口にする。

　紅蓮はそんなフラヴィアに対し、何の感情も感じさせない態度で、ただ淡々と事実を語る。

「イタリア生まれのお前は、両親に連れられて来日。ある田舎町で暮らしていたが、ある日、台風の襲来を予見。忠告するが聞き入れられず……」

「豪雨による土砂崩れによって、家族を喪うしなう……ええ。それは『私』の物語です」

　現代の聖女の伝説。悲劇に始まり、逆境に立たされながらも幸運を掴つかみ成り上がる。

　土砂崩れに巻き込まれながら本人だけは無傷。両親の莫ばく大だいな保険金を元に投資を行い、数百倍に殖やして投資家たちの羨望を集め、アジア全域に跨またがる教団を結成してのけた。

　奇き蹟せきを体験し、信仰に目覚める。宗教家によく見られる『物語』──。

「けれど、私は」

　感情なき声で、フラヴィアは人食い鮫ざめのごとく冷酷に──。

「Ｃクラスが。ヴァチカンが。かの宗教が、もうひとりの聖女たるあの女クリステラが」

　怒りはない。憎悪すらない。ただそこにあるのは不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵意。

　決してこの世に存在を許さぬという、煮詰まり切って冷えた溶岩のような精神のみ。

「大嫌いなのですよ。──いかなる手段を以もつてしても、この世から消し去りたいほどに」

　奇蹟の子などともてはやされ、愛に包まれて聖人面をしている、あの女を。

「徹底的に貶おとしめ、滅ぼし、潰したい。……それは、私の心よりの願いです」

　その憎悪の源が何なのか。執着の源が何なのか。

　未いまだ紅ぐ蓮れんにすら、わからない。だが、その漆黒の殺意はまさに本物だった。

「だから、Ｃクラスの情報を集めて売ったのか」

「ええ。テスタ教団が誇る《黒十字》……司教階級の精鋭が何名か現地に飛び、裏付けを得て集めた情報。それに加えて、Ｆクラスの遊戯者プレイヤーの名簿をＡクラスに売りました」

「対価は……聞くまでもないな」

　つまらなそうに紅蓮は言う。

「唐突とも言えるＣクラスへの侵攻。確かに手頃な獲物ではあるが、特に優先すべき理由もない。そんな相手をカールスが襲った理由は、お前との取引の対価だろう？」

「ええ。ですが……その結果として、このような状況に追い込まれるとは想定外でした」

　少し恨みがましげな顔で、フラヴィアは間近に迫る紅蓮をじっと見つめる。

「弁解させて頂きますと、私は獅し子し王おう学がく園えんの、Ｆクラスの敗北を望んでいません。本当なら情報を適度にコントロールし、ＡクラスとＣクラスの対立を煽あおり……喰くい合わせて破滅に導くのが私の戦略でした。が、その計算を大きく狂わせたのが」

「……俺か？」

「ええ。ロシアに拠点を全て売り払うあの一手。かの国の軍事力の傘下に入り、安全を確保する策。もっとも、米国とロシアは深刻な対立関係にあり、大金を積まれたとしても取引などは行わないはず。そう、考えていたのですが……」

　合衆国への敵意より、紅蓮への警戒や悪意が勝ったのか。

　ミラの裏切り、拠点売却によるＡクラスのＣクラス総督府への直接侵攻は、フラヴィアにとっても予想外だったのだろう。その表情、浮かんだ驚きやわずかな不安の色は、演技ではない。

「拠点を売った時点で、私はロシアが紅蓮様のコントロール下にあるものと考えました。裏切りの心配がない、何らかの手段があるものと。……ですが」




　ミラは裏切り、Ａクラスと取引をして、事態は最悪となった。

　しかし──紅蓮は、本当にそれを予期していなかったのだろうか？




「ありえません。貴方あなたほどの方が、その『眼め』が一度読んだ人間の動きを読み違えるとは思えない」

「買いかぶりもいいところだな。過大評価のし過ぎじゃないのか？」

「ふふ……本当に、意地悪な方。つい先ほどまではそうかと思っていましたよ。でも」




　ニッ、とフラヴィアが今、糾弾を受けてからはじめて笑みを刻む。

　物言わぬ紅ぐ蓮れんの双そう眸ぼう、朱あかい視線に貫かれると、ゾクゾクと背筋に感じる悪寒。恐怖。

　いや、すべてを見透かされるこの感覚は……そのどちらでもなく、もはや。

「理解しがたい、計算できない、この私にすらわからない……『未知』……！」

　恐怖と隣り合わせの興奮、犯人のわからないミステリに夢中になっているかのような、熱い衝動に突き動かされ……フラヴィア・デル・テスタは、言う。




「このタイミングで私を糾弾した時点で、確信しました。──今、ユーリエル王女の遊戯ゲームが始まるこの瞬間、私に敵意を向ける……それはつまり、私の異能、《絶対不運》を発動させんとしているのだ、と」




　自身の『敵』に対して絶対的な不幸を返す厄病神、制御不能の概念異能。

　その発動はフラヴィア自身にすら制御できない。彼女の意志さえ不要だ。紅蓮が彼女に敵意を向けている限り、自動的に不幸が訪れる。




「私の異能によってもたらされる不運、不幸すら利用して。貴方あなたは何をしようとしているのですか？　……ユーリエル王女の敗北という可能性すらあり得るというのに、まるで、舞台裏ですべてを操る人形師のように」




　まるで目に見えぬ糸を繰り、演者を踊らせる黒子。

　フラヴィアには視みえるかのようだ。視えざる糸に吊つられて滑稽に踊る人形が。

　ただひとり、舞台の裏に立つ男を除いて──すべて。




「何もかも操って、貴方は。私達を、どこへ導いてくださるのでしょう……？」




　肌を粟あわ立だて、意外なほど逞たくましい紅蓮の胸板に頬を寄せる。

　そんな彼女を傲然と見おろし、砕さい城じよう紅蓮は蜂蜜色の髪に唇を寄せて囁ささやいた。




「あの『聖女』が気に入らないと言ったな、フラヴィア」

「ええ。……奇き蹟せきの子などと名乗り、のうのうと聖人面をしている姿を、ちらりとでも見るたびに……ずっとずっとずっと」

「憎んでいる、か。ようやく本音を見せたと思ったら、このザマとはな」

「まあ……！」




　フラヴィアは声をあげる。驚くほど間近で視た紅蓮の眼め、そこに籠る感情に。

　熱い、怒りではない。自分のように憎しみに濁ってもいない。ただそこにあり、彼女を見つめる熾おき火びのような光に籠る意志は、まるで──痛ましいものを、視みるような。




「私を……哀れむのですか？　愚かな女と……そう……！」

「気に入らないだけだ。人間としての在り方を忘れた、その姿がな」




　誰かを操り、人を動かし、破滅させんと陰で動き回る、そのやりくちが。

　気に入らねェよ、と紅ぐ蓮れんは白く柔らかな耳に囁ささやいた。




「誰かを操り、情報を握って神にでもなったつもりでいる。ああ、気に入らない。まるで昔の俺を視てるみたいでな」




　──だから。




「賭けをしよう、フラヴィア・デル・テスタ。お前の目もく論ろ見みはすべて外す。言いなりにはならない。お前とは違うやり方で、お前の望みを叶かなえてやるよ」

「……方法は？　何を以もつて、賭けると……？」




　わずかに震える声で、淫らに聖女は喘あえぎ。




「次の遊戯ゲーム、ユーリを勝たせてみせる。お前の想おもう絶体絶命の状況を、逆転してな。もしそれができたのなら……本当の意味で、俺に従ってもらうぞ。フラヴィア」




　聖女を犯す悪魔のごとく、しっかりと彼女を抱き、捕え──砕さい城じよう紅蓮は、宣告した。























あとがき




　読者の皆様、いつも応援ありがとうございます。最近妹ばっかり書いてるな、と知人に突っ込まれた三み河かわごーすとです。この度は『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』７巻をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。あとがきのページ数が少ないので、今回は何かを語る隙間がない……残念。




　謝辞です。イラストのねこめたる先生、今回も超絶美麗イラストの数々をありがとうございます！　アルセフィア編に入り滅茶苦茶新キャラ出しまくってキャラデザコスト激高で本当にごめんなさい！　最高デザインを活いかせるキャラにしていくのでどうかご容赦を。

　編集のＯさん、関係各位様、いつもご迷惑をおかけして申し訳ありません。これからも適度に迷惑をかけていくと思いますので、懲りずにお付き合いいただけると幸いです。

　そして読者の皆様。７巻という深いところまでついてきてくださり、とても嬉うれしいです。本当に本当にありがとうございます。自称Ｆランクシリーズはまだまだ続きますので、これからも末永く応援してくれると嬉しいです！

　それでは、キャラ達の頭脳と魅力が迸る第８巻をお楽しみに。三河ごーすとでした。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『紅蓮の祈り、フラヴィアの願い』





「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?　宝の山か、これはっ!?」

「お喜び頂けたようでなによりです。紅蓮様への貢物、どうぞお受け取りを♪」

「いらん、と言いたいところだが……。やるな、フラヴィア・デル・テスタ……！」

　アルセフィア王国、滞在２日目。砕城紅蓮が御嶽原静火の部屋を訪問した後――。

　部屋に運びこまれた大量の古物に、砕城紅蓮はつい、興奮の叫びをあげた。

「旧大戦以前のゲームハード……!!　レトロゲーム中のレトロゲーム、遊戯文化黎明期の遺物がこんなに残ってるとは。ホテルより博物館の方が儲かるんじゃないか？」

「大戦以前、この国へ輸入された品のようですね。スキヤキホテルの倉庫内に保存されていたのですが、改装ついでに新しい『信徒』のみなさまに運んで頂きました」

「……『信徒』、ね。奴隷の間違いじゃないのか？」

「自由を捨てさせられた者を奴隷と言い、自由を神に捧げた者を信徒と言うのです♪」

「歪んだ基準を作るなよ。……犬猫じゃないんだ、抱え込んだなら面倒は見てやれ」

　フラヴィアが言う『信徒』とは、スキヤキホテルを経営していた経済ヤクザである。

　遊戯で敗れ、莫大な負債を抱え、心を折られてフラヴィアに従うようになった……が。

「搾取はあまり好きじゃない。解放しろとは言わんが、働いた分の対価は払ってやれよ」

「まあ、なんと慈悲深い。……紅蓮様こそ、やはり聖人……。遊戯時代の救世主、新時代の旗手にふさわしい方です……ふふふ、きゅんっ……♪」

「下腹部をさすりながら言うな。……どこが鳴ってるんだよ、その音は……」

「ご覧になられますか？　喜んでこの身を以て我らが神にご奉仕を……♪」

「よせ。俺がお前を止めてるのは、慈悲でも同情でもない。ただ純粋にウザいだけだ」

　生活空間の中、奴隷が苦しみ喘いでいたら、シンプルに飯がまずくなる。

「社会正義や人権意識で止めてるわけじゃない、わがままだ。善人でも人格者でも救世主でもない。エセ信者ひとり追っ払えないんだからな」

「まあ……。私は紅蓮様を信奉し、忠実にお仕えする紅蓮教徒ですよ？」

　いかにも心外、と言う様子でフラヴィアは嘆くが、紅蓮はフッと彼女を哂う。

「それを信じるほど初心じゃないさ。女は弱い、と世間は言う。が……間違いだ」

　女性はタフだ。命よりプライドを選んであっさり死ぬ男より、したたかで、しぶとい。

　ただ一度の敗北で奴隷に成り下がるヤクザどもよりも、ずっと、ずっと――！

「あくまで一般論だし個人差はあるが――フラヴィア、お前は俺が知る女の中でも、特にしぶといタイプに見えるよ。殺す以外、止める方法を思いつかん」

「まあ。それはそれは……評価して頂いていると思えば、ふふふ。嬉しいです♪」

　腹に一物……ないはずがない笑顔で、胸に言葉をしまうようにフラヴィアは笑み。

「そのような熱い警告……プロポーズでしょうか。ふふふ、照れてしまいます……♪」

「どんな歪んだ感覚だ。こんなものは、警告でもプロポーズでもないさ」

　にこやかに笑む修道服紛いの少女に、紅蓮はあくまでも素っ気ない。

　山と積まれたレトロゲームハード。中でも古びた最初期の携帯ゲームをとり、中の電池を確認してから電源を入れる。すると、コインを落としたような起動音がした。

「この古の機械のように。しぶとい『女』に捧げる――『祈りねがい』だよ。フラヴィア」

「……その、瞳。熱いまなざし……ふふふふふ……ゾクゾク、します……♪」

　ゲーム機を片手に、こちらに向ける男の視線に、フラヴィアは震え、そして悦ぶ。

（やはり、貴方は私が選んだ方。……この歪んだ、遊戯の戦争に勝利する）

　五年間無敗。絶対勝利のチケット。それが事実であったなら……！

　どうか、祈りねがいに答えてください。

「私は、あなただけのモノ。――どうか、この身を捧げるのをお許しください♪」

「うさんくさい。……いらんと言ってるだろうが」

　うんざりしたと見下ろす紅蓮。熱く見上げるフラヴィアのまなざし。

　ふたりの眼は、互いの感情とは関係なく――恋のように熱く絡み、動かなかった。
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